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　父は言った。

「一体残らず滅ほろぼしてこい」

　鉄かんな輪わ弥や人ひとは今朝方から降り出した霧きり雨さめを全身に受けながら、屋敷の庭先に立たち尽つくしていた。

　弥人の傍かたわらに立つ弟は健気けなげにこちらに傘を差し出してくる。弥人は弟の気き遣づかいにも気づけないほど混乱していた。

「弥人、返事はどうした。聞こえなかったか？」

　聞こえなかったわけではない。一瞬、父親の言葉の意味が理解できなかったのだ。

「確実にしとめろ。できぬうちはこの家に上がることは許さん」

　息子にそう言い放ち、鉄輪鉄てつ蕉しようは屋敷の奥に姿を消した。

　障しよう子じが閉められる音だけがあとに残る。

　父親の命令はまだ十歳にも満たない弥人の小さな背中に楔くさびのように打ち込まれた。

　鉄蕉が滅ぼせと命じたのは、町外れの空き地にひっそりと棲すみついている、名もない妖よう怪かいの群れだった。それはもしかしたら人間でいう家族のようなものだったのかもしれない。

　それらは古い茶ちや器きなどに魂が宿り、妖怪変へん化げとなった者達で、小さくか弱かった。だから、滅ぼすこと自体は幼い弥人にも可能だった。

　だが、その妖怪達は弥人が物心ついた頃から心を通わせていた者達だった。

　人間の友達などひとりもいなかった弥人にとって、唯ゆい一いつの友達だった。

　稽けい古この合間、暇ひまを見つけては空き地におもむき、その者達と遊び、戯たわむれた。

　それは弥人にとって唯一笑顔らしき表情を浮かべられる瞬間だった。

　だが父はそれらを滅ぼせと言った。突然、前触れもなく。容よう赦しやもなく。

　その昔あの妖怪達と弥人を引き合わせ、共に遊ぶことを許したのは他ならぬ父だったというのに。

「化物を斬きるのに人の心は不要。容赦はするな。情けをかけるな。立ち止どまるな。振り返るな。ためらうな。いつ何時でも徹てつ頭とう徹てつ尾び冷徹であれ」

　滅ぼせ、とはつまり殺せという意味だろう。

　父はなぜ今になってそんなことを自分に命じたりするのだろう。

　こうなると分かっていれば、最初から妖怪と心など通わせたりしなかったのに。

　それとも、こうするために引き合わせたのだろうか。自分を試すために。

　人の心を捨てる通過儀ぎ礼れいのために。

「弥人よ、おまえは毒を制す毒、鬼を喰くう鬼となれ」

　父親の言葉が脳のう裏りにうずまく。

　弥人は自分の身の丈以上もある真剣を強く握り、空き地へ向かった。

「兄上！」

　弟の声にも振り向かず、雨に煙けむる路みちを行く。
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「誰だ貴様は！」

　妖よう怪かいの問いかけに、謎なぞ多き少年はカツリとかかとを鳴らして答える。

「冥めい探たん偵てい様だ」

　現れたのは詰つめ襟えりにとんびコート姿の美しい少年だ。

　滑なめらかな首筋は青せい磁じのように青白く、危険な黒髪は高貴な水すい墨ぼく画がのように風に流れている。

　腕を胸の前で組み、横おう転てんした護ご送そう車しやの上に仁に王おう立だち。

　月つき岡おか春はる足たりは不ふ遜そんこの上ない態度で妖怪達を見下ろした。

「妖怪暗殺集団、おまえ達の計画は頭のてっぺんからしっぽの先までお見通しだよ」

「そ、それじゃ流ながれ田だ組の若頭は……」

「この護送車には乗ってないよ。本物の流ながれ田だ八やつ矢やは今頃別の車で刑務所に到着してる頃さ。収しゆう監かんされる前に暗殺しようとしていたみたいだけど、当てが外れたな」

「はめやがったな！」

　悔しさのあまりリーダー格の男は目出し帽を脱ぎ捨てて地面に叩たたき付けた。そんな男を指差し、春足は言う。

「おまえがリーダーだな、妖怪『家や鳴なり』」

　家鳴の頭には小さな二本の角が生えており、その顔はいかめしい。改めて見ると体格は小柄で、まさに小鬼といった風情だった。

「古い民家の縁えんの下に棲すみついて家をガタガタ鳴らすだけの無害な妖怪のおまえが、人間、それもヤクザ達と取引して非合法な仕事に手を染めるようになった悲しい事情……なんてそんなものはどうでもいい！　探偵は事件を解決するのみ！　この月岡春足様がじっくり八つ裂き、八方丸く収めて大解決だ！」

「そんな物ぶつ騒そうな探偵がいてたまるか！」

　恐ろしい言葉を発しながら襲いかかってくる少年に、家鳴達は背筋を凍らせて踵きびすを返した。

「逃げろ！　撤てつ退たいだ！」

「フハハハハ！　待ーてー！」

　これではどちらが悪者か分からない。

　時刻は午前十一時二十二分、場所は府中街道沿い。四体の妖怪を追って春足は街道を南下していく。

　電信柱から道路標識へ、タバコ屋の屋根からバスの上へ。

　義よし経つねの八はつ艘そう飛びさながらに飛び移る。

　妖怪『家鳴』を主犯格とするこの犯罪グループは、近頃裏社会で名を上げつつあった。彼らが若頭の命を狙ねらっているらしいとの情報を得た流田組は、そこから春足達、月岡探偵社に八やつ矢やの命を守るよう依頼した。

　口がまえに化と書いて囮おとりと読む。

　依頼を引き受けた春はる足たりは自ら囮となって護ご送そう車しやに乗り、家や鳴なり達の襲しゆう撃げきを待ちかまえていたのだが、その狙ねらいが見事に当たった。

　家鳴の子分の中でもひと際きわ足の遅い妖よう怪かい、塗り壁がはやくも泣きを入れている。

「ま、待ってくださいよう！　……ああ！　親分どうしよう！」

「いったいどうした！」

　塗り壁は近くの路地を覗のぞき込んで悲鳴に似た声をあげた。

「このあたり……抜け道がみんなふさがれてる！」

「なにい!?」

　その様子を見て春足はクククと笑う。

「いいぞうつひ。イズナ達がうまく退路をふさいでるぞ」

「えへへー、もっと褒ほめていいのよー」

　通りの左右に立ち並ぶビルの屋上では小さなキツネのような動物、イズナが春足と並走するような形で走っている。春足の言葉に応こたえたのはその中心で群れを率いている少女、南みな方かたうつひだった。

「みんな！　レンガに変へん化げして通りの脇わき道みちを封ふう鎖さするのよ！」

　うつひは自らが使し役えきしている七十四匹のイズナを自在に操り、家鳴達の考えを先読みして逃げ道をふさいでいく。

　そうなると家鳴達としては通りを南下するしかなくなる。そこを春足が後ろから追い立てた。

「ハッハッハ！　逃げろ逃げろ！　これぞ探偵式まき網あみ漁だ！」

「ひー！　なんなんだあいつ！」

　悪魔のように笑いながら追いかけてくる春足に、手下の妖怪達はすっかりおびえている。

「どけー！」

　家鳴は露店の花屋に突っ込み、そのまま強引に直進した。

「うわ！」

　花屋がぶちまけた花々がパッと宙に舞い、雨のように春足に降り注いでくる。

「花びらが口の中に！」

　ぺっぺっと花を吐き出しながらも春足は追いかける速度を緩ゆるめない。

「さあ、追いつめたぞ。自分のために念仏を唱える用意はできてるか？」

　春足は逃げる妖怪達を見み据すえ、獣のように跳ちよう躍やくする。

　しかし、追いつめられた家鳴は苦し紛れの行動に出た。

「く、来るなあ！　これを見ろ！」

　偶然近くを歩いていた通行人を人質にし、脅きよう迫はくの構えをとった。

「きゃあ！　た、助けて！」

　突然いかめしい顔の男に捕らえられて、人質にされてしまった女は状況も把握できないまま悲痛な声を漏らす。

　このチャンスを逃す手はないと、家や鳴なりはすでに女を盾たてにしたままこの場から逃走する術すべを考えはじめていた。

　しかし、跳ちよう躍やくした春はる足たりはその勢いを殺すことなくこちらに一直線に降ってくる。

「お、おい！　人質だぞ！　見えないのか!?　人質ですよ!?　この女がどうなってもいいのか!?　ねえ！　ちょっと！」

　必死にアピールするも、春足は氷のような瞳ひとみを光らせてこう言った。

「どうなってもいい」

　春足は家鳴の顔面を踏みつけ、そのまま華か麗れいに着地した。とんびコートが嘘うそのようにゆっくりとひるがえる。

「おまえは……悪魔……か……」

　心からの言葉を残し、家鳴は大の字になって失神した。

　人質となっていた女はあまりの出来事に腰を抜かす。

「は……はひゃ……」

　呂律ろれつも回っていないが、彼女には傷ひとつついていない。

　春足は女の存在に気づいてもいないといった様子で小さく息を吐いた。

「ろくでもないやつだったが、ぼくの足の踏み場になるくらいの役には立ったな」

　学生帽を軽く手で払うと、さきほど花屋でついた赤いバラがはらりと落ち、女の膝ひざの上に落ちた。

「残るは手下の妖よう怪かいか」

　春足は家鳴を見捨てて先に逃げた手下の妖怪達を追って、黒こく鳥ちようのようにしなやかにその場から飛び去った。

「お、王子様……」

　女はバラを握りしめたまま家鳴の隣で失神した。




　塗り壁を含む手下の妖怪達は信号を無視し、あの恐ろしい少年探偵から逃れようと息を切らしながら走った。

　しかし、通りの先で待ち構える者がいた。

　また少年だ。

　だが今度の少年は書しよ生せいの格好をしている。

　うつひが叫ぶ。

「弥や人ひと！　春はる足たりが格好つけてる間に手下がそっちに逃げちゃった！　お願い！」

「うん。ここから先は通さない……」

　日の角度によっては銀色にも黄おう金ごん色いろにも映る頭髪を揺らし、鉄かんな輪わ弥人は柔らかな袖そでを風になびかせて竹刀しないを構えた。

　塗り壁が人間の体を変へん化げさせて大きな壁となり、弥人を脅おどす。

「おまえも探偵の仲間か！」

　弥人は言う。

「止とまれ。できれば傷つけたくない……」

「どけ！　どかないと押しつぶすぞ！」

　だがその言葉は興奮しきった相手には届いていない。

　やむを得ず弥人は腰を落とした。

「抜ばつ粋すい抜ばつ刀とう、妖よう刀とう『かぎろひ』」





　　　　　　　＊






「複数の警察車両の破壊、露店の花屋の破は損そん、一般市民への暴行──」

　所しよ轄かつの刑事がぞろぞろと部下を引き連れて現場にやってきたのは、弥人が残りの妖よう怪かい三体を退治してから二十分後のことだった。













　刑事は報告されてきた被害状況をあげつらうと、その首しゆ謀ぼう者と目される人物に手錠をかけ、パトカーに押し込んだ。

「自称探偵の不良少年、確保。備考──態度と口、大たい層そう悪わるし……っと」

「ちょっと待て……どうしてぼくがこんな扱いを受けなきゃならないんだ……」

　手錠をジャラジャラ鳴らし、春はる足たりはとてつもなく不機嫌な声を漏らす。

　あとから到着した警官達は春足の顔と態度を見るなりそろって「こいつが犯人だな」と思ったらしい。プロとしての勘というやつだろう。

「ふざけるな！　冤えん罪ざいだ！　弁護士を呼べ！」

　春足の言葉に対し「うちにはそんなお金ないわよ」とうつひが冷静に答える。

　一応、弥や人ひともうつひも事情を説明して春足の無罪を訴うつたえたのだが、信じてはもらえなかった。

「日頃の行いのせいね……」

「春足、大丈夫。毎日面会に行くから」

「うつひ！　弥人！　ぼくを見捨てる気か！」

　そうして冥めい探たん偵てい・月つき岡おか春足は家や鳴なり達と一緒に警察署へ引っ張られていった。
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　真っ暗な寝室に、控えめなノックの音が響く。

「お嬢様、まもなく到着です」

　外から従じゆう者しやの声がする。エルザは目をこすり、ひとつあくびをした。

「もうついたの？　ずいぶんはやいのね」

「人間の作ったこの飛行機という乗り物は驚きです」

「ふぁ……あんまり眠れなかった。飛行機なんてデリケートなわたしには合わないわ」

「そのわりにはわたしもうお腹なかいっぱーいとかわいらしい寝言が聞こえていましたが」

「う、うそよ！」

「うそです」

「シャロウ、主人に対して無礼よ無礼！　串くし刺ざしにするわよ！」

　百年以上の付き合いになるが、この従者は主人をなんだと思っているのだろう。

　なにか言い返してやりたかったが思いつかなかったので、エルザは気持ちを切り替えてこれから自分が土を踏む国のことを考えた。

「日本ってどんな国なのかしら」

「さあお嬢様、そろそろ御お召めし替かえを」

　エルザは手を伸ばし、自分専用の棺かん桶おけのふたを開けた。

　まばゆい光が細く彼女のまぶたに触れる。
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「はい……えっと、こちら月つき岡おか探偵社……です」

　弥や人ひとがようやく電話の受話器を取ったのは百八回目のベルが鳴ったときだった。

　事務所のソファにゆったりと腰をかけ、幸福な読書体験に浸っていたために、ずいぶん前から鳴り続けていた事務所の電話に出るのが遅れたのだ。

　百八回鳴るまで気づかない弥人も弥人だが、それだけ鳴らし続ける相手も相手だ。

　ここは東京都新宿区神楽かぐら坂ざか七丁目。

　月岡探偵社はそのすみに居を構えている。

「待たせ過ぎだバカヤロウ。呼よび鈴りん百八回ってなんだ。どこの除じよ夜やの鐘かねだ」

　受話器の向こうから聞こえてきたのはいくぶんぶっきらぼうに聞こえる男の声だった。

　弥人はごめんなさいと素直に謝る。ごめんなさいの言える男になりなさいと日頃うつひに言われているからだ。

「いいところだったもので……」

　読んでいたのがエドガー・アラン・ポーの『アッシャー家の崩壊』、それもそのラストシーンともなれば、どんな理由であれ読むのを中断することなどできるはずがない！

　弥人はそのような思いだったが、それをうまく言葉で言い表すことはできなかった。

　時刻は十一時、現在事務所には弥人ひとりしかいない。

　社長の春はる足たりは昨日警察に連れていかれてしまい、うつひは今朝警察署に春足を引き取りに行った。そういった事情から弥人がひとりで留守番をすることになったのだ。本当は一緒に行きたかったのだが。

　電話口で男は言った。

「ちょっと仕事を頼みたいんだが」

「はい」

　春足達がいない間、オレが立派に留守番を務つとめ上げなければ、と心に決めて返事をする。

「ブラシュコー・ベーラ・フェレンツ・ブラウニング伯はく爵しやくって知ってるか？」

「そんなに長い名前の知り合いはいません」

「知り合いかどうかを聞いてるんじゃねえよ。ブラウニング伯爵、夜を統べる者ナイトルーラーの異名を持つイギリスの吸血鬼ヴアンパイアだ。あっちの化物業界じゃ相当な大物だぞ。蛇の道は蛇、名前くらい聞いたことあるだろう」

　そう言われてみると聞き覚えがある。

　しかし化物業界とはまた新しい言葉だ。

「そのブラシュコー・ベーラ・フェレンツ・ブラウニング公こう爵しやくがなにか？」

「公爵じゃなくて伯はく爵しやくだよ。そこまで言えてなんで簡単なとこ間違えるかね」

　きっちり突っ込んでくれる。口調は荒っぽいがわりといい人かもしれない、と弥や人ひとは思った。

「伯爵には三人の娘がいる。ヴァンパイア三姉妹だ。実はな、今三女のエルザがお忍びで日本に来てるんだ」

「日本に海外の妖よう怪かいが？」

「そうだ。観光だか社会勉強だか知らんが、今日東京に到着したばかりのはずだ。まあそれだけならオレ個人は別にかまわないんだよ、井いの頭かしら公園でもとげぬき地蔵でも新宿ゴールデン街でも好きなところを見て回りゃいい」

　果たしてゴールデン街は観光地に入るのだろうか。

「だが問題がひとつある。それが唯ゆい一いつにして最大の問題点だ。それはな、日本妖怪の中には海外妖怪を忌いみ嫌ってる連中が少なくないってことだ」

「……縄張り争い？」

「そう聞くとなんか犬っころの喧けん嘩かみたいだが……まあそんなとこだ。よそ者を自分達の土地に入れたくないって考えの奴やつらは案外多いし、そういうやつらの中には特別過か激げきな考えを持った一派もいる」

「どんな考え？」

「海外妖怪は残らず叩たたき出せ──いや、滅ほろぼしてしまえって考え」

　男はずいぶん冷えた口調でそう言うと、いったん話の間を開けた。

　人間と同じく、この国に数多く住んでいる妖怪達も一枚岩ではない。複数の派は閥ばつ、複数の思し想そうがある。弥人も話として聞いたことはあったが、正直あまり実感はなかった。だが男の話によって急激に身近なものに感じられてくる。

「今問題にしてるのはそういう考えの妖怪のことだ」

　ここまでくると弥人にも話が見えてきた。

「……そのエルザって子、命を狙ねらわれてる？」

「ご明めい察さつ」

　話の筋が見えて精神的に余裕が出てきたからか、なんだか腹が空すいてきた。春はる足たりの机の引き出しに何かお菓子はなかったかな、と探ってみる。

「どうもエルザ暗殺計画ってのが持ち上がっているらしい。妖怪の世界にも人間社会で言うところの新聞屋みたいなやつはいるんだが、その筋から得た情報だ。来日したのが名もない小物ならそんな計画も立ち上がらなかったんだろうが、なにせ相手はあのナイトルーラー、ブラウニング伯爵の娘だならな」

　引き出しに酢こんぶを見つけた。

　弥や人ひとは受話器を持ち替えて反対の耳に当てた。

「そんな大物が日本で、日本の妖よう怪かいに襲われでもしたら──」

「またまたご明めい察さつ。人間社会で言うところの国際問題ってやつに発展しかねない。当然ブラウニング伯はく爵しやくは怒り狂ってこの国の妖怪に報ほう復ふくを誓うだろうな。場合によっては直接攻め込んでくる可能性だってある。そうなったらおまえ──」

　戦争だよ、と男は言った。

　言葉とはうらはらにそれは驚くほど冷静な口調だった。

「伯爵かそのエルザって子に事情を話して忠ちゆう告こくできなかったの？　日本に……もぐ……くるのは危ないよって……もぐ」

「伯爵には忠告はしたさ。オレから直接な……っておい、おまえなにか食ってるな？　仕事の電話してるときになにやってんだコラ」

　ばれた。

「酢こんぶがあったから……」

「酢こんぶ食ってんじゃねえよ」

　それにしても、伯爵に直接話した？

　この男、何者なのだろう。

「だが伯爵は聞きゃしなかった。伯爵もその娘もゆりかごから墓場まで我がままでなあ。貴族ってのはみんなああなのかね。娘は昔から日本の文化に興味を抱いてる、一度行くと決めたからにはなにがなんでも行くだろうとそうぬかしやがった」

「でも、分かっててくるならそれなりの対策をしてるんじゃないかな。武器をいろいろ用意しておくとか、護衛をたくさん引き連れてくるとか」

「ところがそうはいかない」

「どうして？」

「理由はふたつある。ひとつはな、今ブラウニング伯爵も人間との領地争いで大変なんだ。娘にとって日本も物ぶつ騒そうだがイギリスも十分物騒ってわけだ。だから娘の護衛にそれほど戦力をさけないらしい」

　もしかすると伯爵は本国よりも日本のほうがまだ安全だと判断して娘を日本によこしたのかもしれない。

「ふたつめの理由はさっきの話に戻ることになる。エルザひとりこの国にくるのでもこの騒ぎだ、もし彼女の護衛と称して強力なモンスターがぞろぞろついてきたらどうだ？　なおさら過か激げき派を刺激することになるだろう。吸血鬼ヴアンパイア達がそれだけの戦力でくるならこっちはもっと戦力を集めて襲しゆう撃げきしてやる！　なんてことになりかねない。火に油だ」

　さきほど男が言った戦争という言葉が再度思い出される。決して比ひ喩ゆや誇張ではないのだろう。

　事務所の時計が献けん身しん的に時を刻む音が、やけに鋭く耳に届いた。

「そんなわけでエルザは今、必要最低限の従じゆう者しやだけを連れてこの国の土を踏んでいる。こいつはちょっとばかし危険な状態だ。ついてはな、おたくら月つき岡おか探偵社にエルザの命を狙ねらってる妖よう怪かいをつきとめて、可能なら暗殺を阻そ止ししてもらいたい。やれやれ、ようやく本題に戻ってこれたな」

「犯人の特定と、阻止──」

　弥や人ひとは小説の一文でも読み上げるみたいにそう言った。

「ところで今更なんだが、春はる足たりのやつは今いないのか？」

「春足は今檻おりの中にいます」

「……なんだって？」

　事情を説明すると男は大声をあげた。

「はあ？　警察に捕まったあ!?」

　それから今度は大変愉快そうに笑いはじめた。

「バカだ！　あいつやっぱりバカだー！」

「春足のことを知ってるんですか？」

「ああ、探偵稼か業ぎようをはじめたって聞いたから依頼がてら久しぶりに電話してみたんだよ」

「古い友達？」

「友達？　ハッハッハ！　んなわけあるか。あんないけ好かないやつ、できればなにかの拍子にご臨りん終じゆうしていただきたいね」

「それならあんたは春足の敵か……」

「おいおい、いきなり受話器越しに殺気をよこすんじゃねえよ。怒るな怒るな」

「……あんた、いったい誰です？」

　そういえばまだお互い名前も名乗っていなかったことに思い当たる。

「名乗り遅れたな、オレは塵ちり塚づかってもんだ」

「塵塚……もしかしてあの塵ちり塚づか怪かい王おう？」

　塵塚怪王といえば古文書『乱文七不思議』の中にも記されている、日本妖怪のトップのうちのひとりだ。付喪神ツクモガミの長おさで、日本妖怪のご意見番。その怪力、世にこじ開けられぬ物なしと詠うたわれる実力は多くの妖怪、人間から恐れられている。

「別にご意見番になったつもりはないが、気がついたらそういう面倒な役回りになってた……もぐ」

　塵塚は受話器の向こうでなにかを食べながらそう言った。





　　　　　　　＊






「迅じん速そくな対応感謝致します！」

　府中警察署内の留りゆう置ち場じように到着するなり、うつひは警官から大げさなほど感謝された。

「あいつはとんでもないやつですよ！　一刻もはやく引き取っていただきたい！」

　警官はくたびれ果てた様子でうつひを奥へ案内してくれた。

　うつひの肩にはイズナのフー助が大人しく座っている。あまりに大人しいので警官はそれを置物だと思っているようだった。

　やがてとある一室の前で立ち止どまると、警官はおそるおそるといった調子で中に声をかけた。

「おい月つき岡おか春はる足たり！　健気けなげな娘さんが迎えにきてくださったぞ！」

　鉄てつ格ごう子しの間から中を覗のぞくと、部屋の中央に奇妙なオブジェが屹きつ立りつしており、その上に春足が座っていた。その姿はまるで異界の樹木にとまる鴉からすのようだった。

「き、気をつけてください。あいつが座ってるアレ、この部屋に備えつけられていたベッドなんです！　なにをどうやったのか分からないが、少し目を離したらあんな形にねじ曲がってたんだ……！」

　警官は必死に声をひそめてそう言った。

「それだけじゃねえ！」

　すると隣の部屋に入れられている暴走族風少年が鉄格子にしがみついてこう訴うつたえた。

「そいつ、妙な音を立てやがるんだ！　ショキショキ……ショキショキ……まるで川で豆でも洗ってるみたいな音を……！　独どく房ぼうの中にそんな物あるはずもないのに！」

　少年の頬ほおはこけ、目の下にはくっきりとくまができている。

「それで一晩中オレに向けてこうささやいてくるんだ……小豆あずきとごうか、人取って喰くおうか……」

　何度も何度も！　と彼は額を鉄格子に打ち付ける。

「そいつぜったい普通じゃねえよ！　母ちゃん！　はやく迎えにきてくれー！」

　すっかり精神が参ってしまっている。

　しかし当の春足は健康そのものといった様子で悠々と足を組み替えた。

「なんだうつひ、もう来たのか」

「なんだじゃないわよ。こんなところでまで人様に迷惑かけて！」

「人様より春足様のほうが偉い！　丸一日不当に勾こう留りゆうされたんだ、このくらいの暇ひまつぶしはさせてもらうさ」

「彼の容疑は晴れましたので、もうなんでもいいのではやく持って帰ってください……」

　警官はうんざりした顔で頭こうべを垂たれた。

　家や鳴なり達がすべてを白状したこともあって春足への容疑は晴れ、無事に釈放となった。

「警察に熨の斗しをつけて返されるなんて……」

　並んで事務所に戻る間、うつひは春はる足たりの日頃の行いをあげつらい、口を酸っぱくして説教した。

「どうせ化ばけ札ふだを使っていたずらしたんでしょう？　そんなことに使うなんてどういうつもりよ！」

「もうそのことはいいじゃないか。こうして解放されたんだから」

「ちっとも反省してないわね！　いつもいつもわたしが注意してるっていうのに！　これじゃ馬の肘ひじの乾かん物ぶつよ！」

「それはどこの特産品だ？　それを言うなら馬の耳に念仏じゃないの？」

「そうよ！　春足のバカ！　犯人顔！」

　いつもの調子で言葉をぶつけ合いながら事務所を目指す。

「しかし──」

　ふいに春足は真面目まじめな表情を浮かべて言った。

「近頃妖よう怪かいの悪さも質が変わってきたな」

「どういうこと？」

「今回の家や鳴なり達にしてもそうだけど、最近人間の依頼を受けて非合法な仕事をする妖怪が増えてきたと思わないか？」

「そう言われてみれば……」

「本来妖怪と人間との間に交渉が成立するなんてことは稀まれなはずなのに、それが徐々に崩れつつあるように思えてならない」

「人間からお仕事をもらうなんて、妖怪さん達も生活が大変なのかしら」

　事務所の経営の苦しさを顧みてうつひは同情するようにつぶやく。

「変わっていく妖怪の起こす事件に対して、今後はぼく達妖怪探偵も対応していかなきゃならないかもね」

　珍しく真面目な話を交わし、ふたりは事務所に帰りついた。

　レンガ作りの、決して大きくはないその建物のドアの上に『月つき岡おか探偵社』と記された表札がひとつ。

　ここが春足達のもっぱらの拠点である。

「弥や人ひとただいま。上手に留守番できた？」

「留守番に上手も下手もないだろう。……あれ？　弥人？」

　声をかけながら中に入ったふたりだったが、しかし事務所に弥人の姿は見当たらなかった。

「弥人ったら、留守番お願いねって言ったのに出かけちゃったの？」

「下手なやつがいた……」

「っもー、カーテンも開けっ放しで！」

　うつひはお母さんじみたことを言っている。

　春はる足たりはコートをソファにかけ、上着のボタンを外しながら言った。

「ぼくはひとっ風呂浴びさせてもらうよ。夕べは檻おりの中で着替えもできてないんだ」

　そのままシャツをはだけながらキッチン横の風呂場へ入る。

　そして決して広くはない脱衣所でシャツを脱ごうとしたそのときだった。まったく唐突に浴室に通じるドアががたりと開き、そこから鋭い眼まな差ざしの男が現れた。

　しっとりと濡ぬれた男の体にほかほかと湯気がまとわりつき、その頬ほおは幸福そうに火ほ照てっている。

　その姿、まさに全裸。まさに湯上がり。

「うわあああ！」

　春足は悲鳴とともに戸棚の上に飛び上がって警戒の体勢をとった。猫そのものである。

「なんだおまえは！　誰だおまえは！」

「誰だってことはないだろう。オレだよ」

　そう言うと男は垂たれていた茶色の前髪をかき上げて見せた。その風ふう貌ぼうを見てようやく春足も思い出す。

「あ！　おまえふうりか！」

　男の名はふうりという。今は人間の姿に化けているが、その正体はムジナである。

　春足達とは以前ムジナ達の起こした事件を解決して以来の縁えんだった。事件以来ふうりはときおり山から下りてきては事務所に遊びにくるようになっていた。

「だからといって勝手に入り込んでその上全裸とは何様だ！」

「いや、オレは別に……」

「どうしたの春足！」

　そこへ春足の声を聞きつけてうつひが血相を変えて飛び込んでくる。

「今すごい声が……聞こえた……けど……って、いやー！　全裸！」

　悲鳴と共にうつひの影から数十匹のイズナがいっせいに飛び出した。イズナ達はためらいのない動きでふうりに襲いかかる。

「おい！　は、話を聞けって！　いててててて！　やめろ！　オレのケツを噛かむな！」

「どうしてあなたは出てくるたびにいつも裸なのよ！　これはもう露出狂に違いないわ！」

　そうだわそうだわ！　と両手で顔を覆おおってうつひは首を振る。

「裸はたまたまだ！　巡り合わせが悪いだけだー！」

　棚の上で威い嚇かくする春足。顔を真っ赤にして怒るうつひ。全裸でイズナ達と格闘するふうり。

　もはや誰にもその場の収拾をつけることは不可能かと思われたが、ふいにそこへ弥や人ひとが現れたことによって自体はようやく静まりを見せた。

「春はる足たり、うつひ、ふたりともおかえり」

　その腕に着物を抱いている。

「あ、弥や人ひと！　どこに行ってたのよ！　留守の間に事務所に変態ムジナが入り込んで大変なんだから！」

「そうだぞ！　大変な変態が出たんだ！」

　詰め寄るふたりに対して弥人はいたって冷静に答える。

「ふうりのこと？　それなら少し前に訪ねてきたんだよ。でも泥だらけだったから風呂を貸してやったんだ」

「あ……そうなの？」

「それからオレはずっと事務所で留守番してたよ。ちょっと上に着替えを取りに行ってただけ」

　この建物は中二階の構造になっており、事務所は一階になる。二階は春足達三人の寝床として使用されている。

　どうも不幸な入れ違いがあったようだ。

「ごめんねふうり。危うくイズナにあなたののど笛噛かみちぎらせちゃうところだったわ」

「おいふうり、今度から風呂から出るときにはちゃんとノックをして、わたしはド変態のムジナですが出てもよろしいでしょうかと断りを入れろ」

「おまえらな……」




「こーんこーん金こん平ぺい糖とう、金平糖はかわいい、かわいいは金魚、金魚は泳ぐ、泳ぐは目玉、目玉は丸い、丸いは饅まん頭じゆう、饅頭怖い、怖いは鬼火、鬼火は光る、光るは事務所の窓ガラス！」

　歌い終えると同時に最後のひと拭ふきをし、うつひは上機嫌で布ふ巾きんを畳たたんだ。ガラスはすっかりピカピカだ。

　一方春足、弥人、ふうりは事務所中央のテーブルを囲んでソファに座っていた。

「さてふうり、おまえが極めて悪質な変態だという事実はもはや揺るぎようがないにせよ、事情があって弥人に事務所の風呂を借りていたってことは分かった」

「そこは揺らいでくれよ……あれは誤解なんだって」

「なんだって泥だらけでここへ転がり込んできたりしたんだ？」

　ふうりの洋服は先ほど事務所の裏庭で弥人が手洗いし、今は物もの干ほし竿ざおにかけられている。

　珍しく弥人は本を開くこともなく会話に参加している。

「事務所にやってきたときは変へん化げも解けてて、ふうりはムジナの姿に戻ってた……相当疲弊してたみたいだし、おまえ……なにかから逃げてきたんじゃないのか？」

「……ああそうだよ。実はある人から調査の依頼をされて町に降りて動いてたんだが、その途中でどうも厄介なやつに近づいちまったみたいで、いきなり襲われた。暗がりだったんで姿ははっきり見えなかったが、あれはやばい香りがぷんぷんしたな」

　うなるようにそう言ったふうりに対して春はる足たりは物もの怖おじもせず返す。

「濁してないではっきり言えよ。ある人って誰だ。調査って？」

「相変わらずずけずけ立ち入ってくるやつだな」

「事務所に立ち入ってきたのはおまえのほうだろう」

　言われてそりゃそうだと納得し、ふうりは話を続けた。

「別に無理に隠す必要もないな。ある人ってのは日本妖よう怪かいの柱のひとり、塵ちり塚づか怪かい王おうだよ」

「塵塚って……あいつか……」

　春足が実に面白くなさそうな表情を浮かべる。

「で、実は今ある大物海外妖怪の暗殺計画が噂うわさされててな……オレはその実行犯の調査をしてて……」

「あ」

　すると突然弥や人ひとが間の抜けた声を上げた。

「弥人、どうした？」

「忘れてた。電話のこと……」

「電話？」

「あったんだよ、さっき。春足が帰ってくる前に。仕事の依頼」

「仕事？　今は気分が乗らないからいいよ。そっちの話はあとあと」

「じゃなくて、その塵塚って人から。電話」

「……なんだって？」

　春足とふうりは同時に同じ言葉を発し、顔を見合わせた。

　そこへ掃除を終えて上機嫌のうつひが合流する。

「みんなー、難しい話もいいけどとりあえず紅茶でも飲まない？　遠とお野のあたり原産のいい葉が手に入ったから……ってみんなどうしたの？」




　弥人の説明はとにかくのんびりしており、すべてを聞き出すのにやたらと時間がかかった。

　うつひの淹いれた出所の怪しい紅茶を一口飲むと、春足はゆっくりと脚を組み替えた。その表情は変わらず険しい。

「ヴァンパイアの暗殺計画ねえ……」

「命を狙ねらわれるなんて……そのエルザって子……不安でしょうね。なんとかしてあげたいわ」

　うつひは手癖のようにフー助の耳をマッサージしながら眉まゆを八の字にしている。

「簡単に言うんじゃないようつひ。よく考えてみろ、暗殺者の調査とその計画の阻そ止しって、それ、半ばそのエルザってのを護衛して命を守れと言ってるのと同じじゃないか。こっちは探偵の看板を掲げてるのに塵ちり塚づかのやつ、ぼく達を用心棒かなんでも屋と勘違いしてるんじゃないのか」

「そ、それは……」

　ふたりの会話に待て待て、とふうりが割って入る。

「依頼どうこうよりオレは春はる足たりが塵ちり塚づか怪かい王おうと知り合いってことのほうが驚きなんだが、いったいどういう関係なんだ？　まさか友達だっていうんじゃないよな？」

「そんなわけあるか」

　とんでもない、というように春足は腕を組んでソファの背もたれに体を預ける。

「昔一ひと悶もん着ちやくあったんだよ。フン、あんな腹の立つやつ、できれば何かの拍子に成仏していただきたいね」

「昔なにがあったか知らないけどこんな大きな仕事なかなかないわよ？　我が月つき岡おか探偵社が今月こなした仕事覚えてる？　柿かきの木から降りられなくなった猫の救出と小学生から依頼された同い年の男の子の浮気調査、その二件だけなのよ？　このままじゃ事務所の経営が！」

「塵塚怪王も報ほう酬しゆうはしっかり用意するって言ってたよ……」

「うーん……でもなあ、なんだか引っかかるんだよな。塵塚のやつ、ふうりにも調査を依頼してたわけだろ？　それはつまりそれだけ一筋縄じゃいかない相手ってことだ」

　春足は胸ポケットからチョコレートの欠片かけらを取り出してパキリと噛かんだ。

「おそらくふうりは調査中に暗殺者とニアミスして、逆に襲われたんだろう。そしてあちこち逃げ回って、なんとかここに転がり込んだ」

　断定する口調でそう言うと、ふうりも無言でうなずいた。

　ふうりは左腕の袖そでをまくってみせる。そこには鋭えい利りな刃物で斬きられたような傷きず跡あとがついていた。

「さすがにオレもひやっとしたぜ。相手は相当の使い手だ」

「ちょ、ちょっと、怪け我がしてるなら先に言ってよ！　救急箱！　救急箱！」

　うつひがパタパタと戸棚へ向かう。

　そんな彼女に構わないでくれと声をかけてから、ふうりはさらに続けた。

「塵塚怪王がおまえら月岡探偵社に依頼したのはきっと立場上やむを得ないことだったんだと思う。日本妖よう怪かいの中にも派は閥ばつがあるって話はもう聞いたと思うが、別にそれぞれが全面的に敵対してるってわけじゃない。考えかたが違うだけなんだ」

　海外妖怪を追い出そうと考える妖怪もいれば、塵塚怪王のように寛容な考えの妖怪もいる。

「思し想そうの自由ってやつだ。だからどちらかの考えや行動に対して、お互いあまり表立って敵対するような行動はとれないんだよ」

　口にくわえたチョコレートを揺らしながら、春はる足たりはぼんやり天井のあたりを眺めている。

「だからどちらの考えにも属さないぼく達に依頼した……か」

　あくまでも非公式に、個人の頼みとして。

「事情は理解できる……」

　春足は紅茶のカップを手に取り、深くうなずいた。

「それじゃ引き受けるのね？」

「が、ぼくはとにかくあいつからの依頼を素直に引き受けるのが我慢ならない！」

　救急箱を取って戻ってくるなりうつひは春足に軽けい蔑べつの視線を投げる。

「春足ってほんとひねくれてるわよね。パン屋さんでよく見かけるねじねじのパンみたい」

「うるさーい！　もっともらしい事情があると分かるとなおさら断ってやりたくなってきたぞ！」

　完全に子供である。

「フハハハ、この月つき岡おか春足様が期待通りに動くと思うなよ。ぼくは……」

　そのとき、突然弥や人ひとが動いた。

「春足！」

　俊しゆん敏びんな動きで春足の肩に手を回して自分のほうへ引き寄せた。

　直後、室内に一瞬まばゆい閃せん光こうが走る。

「きゃ！」

　思わずうつひは頭を抱えて姿勢を低くした。うつひの胸と膝ひざの間でフー助が苦しそうにもがいている。

　弥人はすでにソファから立ち上がり、窓辺に駆け寄っていた。

「い、今のはなんだったの……？」

　何事かと一度は閉じたまぶたをゆっくりと開けてあたりをうかがう。

「は、春足……それ……！」

　やがて彼女は青ざめた顔で春足の手元を指差した。

「これは……」

　春足が持ち上げていたカップが縦に真っ二つに割れていた。

「カップが割れた……？」

「違うようつひ。これは割れたんじゃない。斬きられたんだ」

　春足はカップの切り口に指先をはわせ、興味深そうに観察する。

　斬り落とされたカップの半分がテーブルの上に転がっており、溢あふれた紅茶はまだ床にしたたっている。

「なかなか芸術的な仕事だね。いい腕だ」

「感心してる場合じゃないだろ！　今の感じ、たぶんオレを襲ったやつだぜ……オレを追ってきたのか」

　ふうりは立ち上がり、改めて周囲に気を張る。

　外を探っていた弥や人ひとが窓辺を離れて戻ってきた。

「敵の気配は外にあった。でも、もう逃げたみたいだ……」

「外から攻撃してきたの？　けどいったいどうやって……」

　うつひはそろりと窓に目をやった。窓にもカーテンにも壁にも、どこにも切れ目など入っていない。

「閉ざされた部屋の中にあるカップだけを外から斬きる、そんな芸当ができる相手ってことだろ」

「ひええ」

「フン、暗殺計画だかなんだか知らないが、そんなものこの冥めい探たん偵てい様が丸ごと暴きたてて台無しにしてやるよ」

「ということは春はる足たり、この依頼引き受けるの？」

「当然だ！　誰に喧けん嘩かを売ったか分からせてやる！」

　先ほどまでと言っていることががらりと変わっている。

「ついでに塵ちり塚づかのやつに大きな貸しを作っておくのも悪くないしな」

「ずいぶん不純な動機だなおい」

　あきれるふうりだったが、そういうことならオレも調査を続けるぞと乗り気だ。

「イギリスの強力な吸血鬼ヴアンパイアの娘を暗殺しようってほどの計画だ、必ず背後で指示を出しているやつがいるはずだ。ふうり、おまえはそっちの線を調べてみろ」

「言われなくてもそうするぜ」

「それから、そのエルザって子はもう日本に来ているんだったな。うつひ、イズナに彼女の居場所を探らせるんだ。早急に接触を試みよう。暗殺を阻そ止しするなら護衛対象者のそばにいるのが一番だ」

「分かったわ！」

　やると決めたら行動ははやい。春足は迷いなく皆に指示を出す。

「待っていろよ暗殺者！　ぼくのお気に入りのカップを真っ二つにした報いを受けさせてやる！　そうだな……まずは脳手術をしてすべての痛覚を取り去り、それから自分の四し肢しがゆっくりと○○されるところを見せてから、仕上げに○○を○○に入れて完成だ……！　もちろん証拠なんて残さない。ぼくの華か麗れいなトリックによって──」

　出している指示はそれなりに的確だが、そのあとに口から出る言葉はどれも最低最悪だった。

「探偵による完全犯罪を見せてやる！」

「犯罪はだめでしょ」

　うつひは便所のすみのくだらない落書きを見るような視線を春はる足たりに投げ、ため息をつく。

「それにしても……もし窓ガラスを割られていたら修理費で今月も赤字確定だったわ……はぁ、よかった……ガラスちゃん……」

　うつひはつい先ほど心を込めて磨いたばかりの窓ガラスに柔らかい頬ほおを当てて、喜びの気持ちを表現した。実に珍妙な動作である。





　　　　　　　＊






　東京都千代田区に悠ゆう然ぜんと立つ嶺れい柩きゆうホテルは明治二十年の開業以来常に業界トップの業績と支持を得てきた一流高級ホテルである。

　イギリス人建築家の手による美しい本館には、国内外を問わずこれまで数多くの名のある人物が泊まっており、そこでは一流のための一流のもてなしが約束されている。

「大たい層そうなホテルだということは分かったけど……この格好はなんとかならなかったのか」

　ホテルの入り口のガラスに春足、うつひ、弥や人ひとの姿が映り込む。春足は自ら袖そでを通した細身の黒いスーツを見て肩をすくめた。その胸元には鮮やかなループタイが収まっている。

「動きにくい……これじゃいざというときに戦えない」

　同じようにスーツを着た弥人が不服そうに紺のネクタイを揺らす。

「いつもの服装で入るわけにはいかないでしょ。なんたって高級ホテルなんだから」

　青いドレスにネックレスと、うつひもまた普段からは考えられないほどのおめかしをしている。

　もちろん私物ではない。すべて貸衣装屋で借り受けた物ばかりだ。

「仕方ないか……それでうつひ、ここにいるっていうのは間違いないんだな？」

「ええ、来日した吸血鬼ヴアンパイアエルザ・ブラウニングはこのホテルに宿泊してるわ。イズナの情報は確かよ」

　うつひは探索に優れたイズナを町に放ち、人からも妖よう怪かいからも様々な噂うわさ、情報を集めた。結果、来日してからのエルザの足取りが割れた。そしてわずかに漂う異質な妖よう気きをたどってここに行き着いたのだった。

「うちのイズナ達だからこそできた芸当よ。あとでみんなを褒ほめてあげてね」

「分かった分かった。油揚げでもさつま揚げでもどうぞ。それにしてもそのヴァンパイア、堂々と人間のホテルを利用するとはなかなか図太いやつだ」

「怪しまれたりしなかったのかしら。うまく人間に化けたとか？」

「いや、たぶん魅了催眠チヤームを使ったんだろう」

「ちゃーむ？」

「ヴァンパイアの能力のひとつさ。言葉通り、相手を魅み了りようして自分の思い通りに動かしてしまうんだ」

「ヴァンパイアって便利なのねー。もしそんな能力が使えたら、わたしなら……」

　うつひはちょっと想像してぽしゅうっと顔を赤くする。

「な、なんでもないです！」

　不思議そうに顔を覗のぞき込んでくる春はる足たりと弥や人ひとから顔を背ける。

「もしかすると暗殺者はもう近くに来てるかもしれない。弥人は念のためにホテルの裏口を見張っていてくれ」

「分かった。がんばる……」

　弥人と別れ、春足とうつひは階段で三階まで上り、そのまま突き当たりの扉を目指した。

「確かここよね？」

　見上げるような豪ごう奢しやな扉の前に立つ。

　ロビーでは春足が迷子の子供のふりをして引きつけている間に、フー助が宿泊名簿を盗み見てエルザの名前と泊まっている部屋番号を確認した。

「偽名を使っている可能性も考えていたが、まさか本名で泊まっているとはね。図太いというより能天気なのかもな」

「どうする？　素直にノックして呼びかけてみる？」

　狙ねらわれているという自覚が多少なりともあれば、見ず知らずの来客に対してそうやすやすと顔は出さないだろうが、無理に忍び込むわけにもいかない。それでは自分達のほうが暗殺者のようだ。疑われでもしたら面倒なことになる。

　しかし、そうしてうつひが考えを巡らせている間に春足はなんの遠えん慮りよもせず扉を大きくノックしてしまった。

「もしもーし！　お客様あ！　天井から水が漏れていると下の部屋に泊まっている方から苦情をいただいたんですが！　お風呂の水、漏れてはおりませんか？　もしもーし！」

　うつひはあきれると同時に感心する。

「確かに探偵ですと名乗るよりは出てきてくれる可能性は高そうね……」

　まばたきをするような自然さでするりと嘘うそをつく春足を、今は少し心強く感じた。

　しばし待っていると、やがて内側から鍵かぎが開けられる音がした。扉がゆっくりと開く。

　それを見て春足はニシシ、と悪い顔を浮かべている。うつひは春足が暗殺者なのではなかろうかという気がしてくる。

　しかし、扉の向こうから現れた人物を見て春足の笑みは引っ込んでしまう。

「はい、なんでしょう？」

　うつひも思わず固まってしまう。

　そこには頭にすっぽりと鉄てつ仮か面めんをかぶったメイド服姿の女が立っていた。不気味に黒光りする仮面によってその表情はまったく読み取れない。

「あら？　あなた、ホテルのボーイさんじゃありませんね？　どちらさまですか？」

　しかし、その尖とがった風ふう貌ぼうとは裏腹に、女性の物腰は非常に柔らかく、洗せん練れんされていた。

「……えっと、ぼくはこういう者です」

　春はる足たりはわずかな間のあと、懐ふところから名刺を取り出した。

　持ち直した！　さすがだわ！

　うつひは心の中で春足に喝かつ采さいを送った。春足は予想外の鉄仮面女の登場によるショックから素早く立ち直り、対応してみせたのだ。

　春足は必殺の外そと面づら、営業スマイルでうやうやしく名刺を渡す。

『清く爛ただれて鬱うつ奇くしく──月つき岡おか探偵社　社長　月岡春足』

　それを見ると女は両手をぽんとあわせ、声のトーンをひとつ上げた。

「まあ、探偵様でございますか！　塵ちり塚づか怪かい王おう様からお話はうかがっております！」

「それは話がはやくて助かります」

　うつひはそっと胸を撫なで下ろす。

　こうして直接会いにくることを予期して塵塚怪王は事前に話を通しておいてくれたらしい。

「どうぞお入りください」

　中に入ると、そこは美しい模様の絨じゆう毯たんが広がり、目がくらみそうなシャンデリアのぶら下がる、絵に描いたような貴賓室だった。

「ふわふわする！　絨毯が！　ふわふわする！　ペルシャ？　ねえ春足これペルシャ？　……あ！　失礼しました……」

　うつひは思わず子供のようにはしゃいでから我に返る。

「申し遅れました、わたくしはエルザお嬢様の従じゆう者しや、シャロウと申します」

　シャロウは完かん璧ぺきな所作で一礼する。改めて見るとシャロウはすらりと背が高く、スタイルも抜ばつ群ぐんだった。

「シャロウさん、お会いできて光栄です」

　春足もにこやかに応じるが、うつひには分かっている。

　その鉄仮面はなんですか？

　あからさまにそう聞きたそうだが、春足は今それを我慢している。

　他が完璧なだけにその一点がとてつもなく気になるが、なんとなく聞いてはまずいような気がする。

「なんでもお嬢様が日本にいる間、身辺警けい護ごをしてくださるとか。確かにエルザお嬢様ほどのお方ともなるとどの土地へ赴こうとも決まって不ふ逞ていの輩やからに命を狙ねらわれますので、心強い限りでございます」

　シャロウは身辺警けい護ごと言った。ちょっと話は変わってしまっているが、それはこの際目をつむることにした。

「ご存ぞん知じの通り、おたくのお嬢さんの暗殺計画が持ち上がっています。ですがぼくが来たからにはご安心を。東に冥めい探たん偵ていありとはぼくのことです。現在こちらでも配下の者を走らせて計画の首しゆ謀ぼう者を探らせていますのでそちらもじきに明らかとなるでしょう」

　配下の者とはふうりのことだろうか。本人が聞いたら怒りそうだ。

「ところでエルザさんはどちらに？」

　尋たずねながらうつひは部屋を見渡す。この部屋にはシャロウ以外には誰も見当たらない。

「すみません、お嬢様はただいま入浴中でございます」

「ああ、本当にお風呂を使っていたんですね」

「少々こちらでお待ちください」

　そう言うとシャロウは奥の部屋に下がった。すぐに奥から控えめなノックの音がした。

「お嬢様、入浴中のところ失礼致します。例の探偵様がいらっしゃいました」

　その呼びかけはまさに本物のメイドと呼ぶにふさわしいものだった。うつひは密ひそかに憧あこがれる貴族の生活をかいま見たように感じ、思わず頬ほおを緩ゆるめた。

　鉄てつ仮か面めんだけど、そこさえ目をつむれば！

　しかし、礼節をわきまえていたシャロウの呼びかけが徐々におかしな方向へ向かっていく。

「入浴がすみましたらご挨あい拶さつを……お嬢様？　どうされました？　今日はずいぶんとお静かですね？　シャンプーが目に入ってもがき苦しんでいるのですか？　お嬢様は二百歳にもなってまだシャンプーハットがないとひとりで頭も洗えないのですか？　赤ちゃんですか？　お嬢様は赤子吸血鬼ヴアンパイア、ヴァンベイビーですか？　なんですかヴァンベイビーって。わたくしにへんな言葉を作らせないでください」

　仕える者に対して容よう赦しやのない毒舌メイドだった。

「主従関係にもいろいろあるのね……」

　よそのことはとやかく言うまい、とうつひは流すことにした。ところが、今度は別の意味でシャロウの声色が変わった。

「お嬢様……本当にどうかされたんですか？　なにかおっしゃってくださいお嬢様！」

　ただならぬ様子に春はる足たり達は顔を見合わせてから浴室のドアの前に駆け寄った。シャロウは声を震わせてドアを叩たたいている。

「中からシャワーの水音は聞こえるんですが……返事がないのです……！」

「ままま、まさかもう暗殺者が……？」

「ドアを破って中に入りましょう」

　春はる足たりは素早く判断し、勢いをつけてドアを蹴け破やぶった。




　その数分前、弥や人ひとは春足の言いつけ通りホテルの裏手に回って見張りをしていた。

「……本、持ってくればよかった」

　しかしすでに飽き始めている。今日はいつもの着物姿ではないので懐ふところに愛読書も忍ばせていない。

　仕方なくホテルの壁に背を預け、面白い形の雲でも探そうかと考えたそのときだった。

「わっ！　ちょっとあなた！　そこどいて！」

　突然、焦りを含んだ少女の声が耳に届いた。

　誰だろう、と弥人は雲から目を離して周囲をうかがったが、誰もいない。

「違う！　上よ！　上！」

　言われて顔を上げたときにはもう遅かった。

　雲のように真っ白なパンツ──を穿はいた少女がホテルの窓の一室から真っ逆さまに落ちてきた。

　もちろんいくら白かろうとパンツも少女も雲のようにかすれて消えたりはしなかった。少女ははっきりとした実在感を持って弥人を下敷きにした。

　弥人の目の前に少女のふくらはぎがちらりと見える。その向こうには緑と赤で彩られたドレスのスカートがただならぬ毒をはらんだ花のように広がっていた。

「いたたた……お尻……お尻がっ！　うう……。ひゃ！　み、見たわね！」

　涙目になって自らの臀でん部ぶをさすっていた少女は、弥人の視線に気づくと両手でスカートを押さえ、ふわりと立ち上がってこちらと距離を取った。下着を見られたのではないかと気にしているようだ。

　首を振りながら弥人も立ち上がる。

「見てないよ。仮に見ていたとしてもオレの瞳ひとみはその遥はるか向こうを見ていたよ」

「壮大な感じにしてごまかすな！」

　よし、ごまかせたぞ、と弥人は思った。女の子は恥ずかしがる生き物だから、ときとして優しいうそをついてやることも大事だと以前うつひに教わったのだ。

「ところできみは……？」

　改めて目の前の少女を見る。年齢は見たところ弥人と同じくらいに見える。西洋の古めかしいドレスに身を包み、細い腰に手を当てている。透き通るようなその白い肌はまだ誰も立ち入らない雪せつ原げんのようだ。

　両サイドでしばられた銀色の長い髪は、歴史ある螺ら旋せん階段のように流りゆう麗れいに巻かれてわずかな風に揺れている。

　少しつり上がった眼めには青い瞳が収まり、そこに東京の空が映り込んでいっそう青く鮮やかに輝いていた。

「あなたねえ、どうしてこんなところに立ってるのよ。おかげでわたしの逃走計画が最初から狂っちゃったじゃない！　わたしを誰だと思ってるの！　串くし刺ざしにされたいの？」

　しゃべるたびに口元から覗のぞくのは八や重え歯ばだろうか。

「オレは鉄かんな輪わ弥や人ひと」

「わたしの話を無視して自己紹介はじめたっ!?」

　少女は弥人の独特のペースにショックを感じているようだ。

　よく動く口と目だ。だがそれが冷たい印象を与える瞳ひとみとあわさって絶妙の愛あい嬌きようとなっている。そんな感想を抱きながら弥人は再度尋たずねる。

「きみは、誰？」

　すると少女は銀色の髪を華か麗れいに払い、腰に手を当てて言った。

「我が名はエルザ・ベーラ・フェレンツ・ブラウニング。正統なるヴァンパイアの血を引く者よ。遠えん慮りよせずにひれ伏しなさい」














　第二章　二百年の厚み







　春はる足たりがホテルの浴室に入ったとき、そこはすでにもぬけの殻だった。

　そこではシャワーだけが律りち儀ぎに湯を吐き出し続けていた。

「お嬢様！」

　シャロウが呼びかけるが当然返事はない。

　春足は窓を指差す。

「見ろ、窓が開いてる」

　三人で体を寄せ合って窓から外を覗のぞき込んだ。すぐにシャロウが声をあげる。

「まあ！　お嬢様！　あんなところに！」

　ちょうど窓の真下に人影がふたつ見えた。どうやらその一方がエルザであるらしい。フリルのついたシックなドレスがいかにもお嬢様らしいと言えばらしい。

「一緒にいるあの者は誰でしょう！　ああ！　きっとあの者がお嬢様をさらったに違いありません！　探偵様、どうかお嬢様をお助けください！」

「あ、弥や人ひとだわ！　そっか、裏口を見張っていたから鉢はち合あわせしたのね。シャロウさん、あの子は身内なのでどうかご安心を……」

　うつひが落ち着いて弥人のことを説明しようとした矢先、なんと弥人とエルザは連れ立ってその場から走り去ってしまった。

「あ、あれ？　ちょっと弥人！」

　ふたりはホテルの庭木を縫ぬうように走り、敷地から出て行ってしまった。その姿はあっという間に見えなくなった。

「ほら！　逃げられてしまいます！　お嬢様がっ！　連れ去られてしまいますっ！」

　シャロウはそのように叫んだが、しかし春足とうつひにはどちらかというと弥人のほうがエルザに連れ去られたように見えた。

　シャロウは窓から身を乗り出す。

「エルザお嬢様あ！」




　自らをヴァンパイアだと公言するその少女は、弥人の手を強引に引き、ホテルに背を向けて走り出した。

「弥人とか言ったわね。あなた、東京を案内しなさい」

「どうしてそんなことを……」

　引っ張られながらそう尋たずねかけて弥人は口をつぐむ。

　そういえばエルザ・ブラウニングは日本を観光するために来たという話だった。それなら東京を案内しろという言葉も納得はできる。

「だけどどうして窓から降ってきたりしたの……？」

　素朴な疑問を投げかけたとき、遠く背後からエルザの名を呼ぶ声が聞こえた。

「ホテルのほうで誰か呼んでるよ……？」

「まずい、もうばれちゃったか！」

　それを聞くとエルザは立ち止どまるどころかますます走る速度を上げた。

「あれ、お供の人じゃないの？」

「いいのよ！　逃げ出してきたんだから！」

　ふたりはそのまま嶺れい柩きゆうホテルが影も形も見えなくなるまで走り、やがて住宅街の路地の一角で立ち止まった。

　ずいぶん走ったはずだが弥や人ひとは息ひとつ切らしていない。

「あなた……人間のくせにずいぶん体力あるのね……いくら昼間だといってもヴァンパイアのわたしでもあれだけ走れば息くらい上がるのに……」

　いったい何者？　と今更のように尋たずねてくる。

「妖よう怪かい探偵だよ」

「妖怪……探偵？　それじゃあなたが塵ちり塚づかおじさまから紹介された探偵!?」

　エルザはとたんに弥人から離れる。知らないで連れてきたらしい。

「つ、連れ戻そうとしたってむだよ！　あんな退屈なところ、わたしぜったい戻らないんだから！」

　彼女は精一杯ヴァンパイアの牙きばをむき出して威い嚇かくしてくる。

　弥人は少し考えてから首を横に振った。

「え？　連れ戻さないの？」

「うん」

　ホテルに連れ戻せという依頼は受けてない。依頼はあくまで暗殺計画の阻そ止し、ひいてはエルザの警けい護ごだ。それなら一緒にいさえすれば問題はない。

「そ、それならいいのよ……」

　思わぬ弥人の対応にエルザは毒気を抜かれたようにその場にしゃがみ込んだ。

　そのスカートと髪がふわりとなびく。

　よく見ると髪留めの役割を担っているのは二匹の小さなコウモリだった。作り物ではなく、生きている。

「コウモリ……」

　弥人の視線に気づくとエルザは得意げに頭を揺らした。

「ウープとイーリよ。わたしの忠実なる使い魔なの。遠くに飛ばして様子を探ることもできるし、日差しの強い日には羽を大きく広げて日傘にもなってくれるのよ」

「やっぱり太陽の光には弱いんだね」

「わたしほどのヴァンパイアになると昼でも出歩けるけど、紫外線は乙女の大敵なのよ」

　それはヴァンパイアの特性とは関係ないような気がする。

　そこで弥や人ひとはふと思ったことを口にする。

「コウモリの刺し繍しゆうが入ってたけど、好きなの？」

「パンツ！　やっぱり見てたんじゃない！」

　エルザは顔を真っ赤にして立ち上がった。

「きみはホテルには戻りたくないんだね」

「そ、そうよ。シャロウったら、どんな危険があるか分からないから、今日は観光をとりやめにするなんて言うのよ。冗談じゃないわ！　それじゃなんのためにはるばる日本にやってきたんだか分からないじゃない！　たった半日の缶詰でもわたしは退屈で灰になりそうだったっていうのに、これ以上閉じこもってなんていられないわ！」

「それで窓から飛び出したんだね」

「そうよ。ゆっくりシャワーを浴びたいってうそついて浴室に鍵かぎをかけてね。まさか下にあなたがいるなんて計算外だったけど」

　ヴァンパイアだというからどんな娘なのだろうかと考えていたが、目の前にいるのは紫外線と退屈を嫌うごく普通の女の子だった。少なくとも弥人の目にはそう映った。

「いい？　ここまできたら弥人も道連れよ。この町を案内しなさい。断ったら串くし刺ざしにするわよ」

　口癖は物ぶつ騒そうだが。

「まずはトーダイテンプルよ！」

　そう言ってエルザは航海の行き先を示す船長のように勢いをつけて適当な方向を指差した。

「……ん？」

　弥人は彼女の口から出た耳慣れない言葉の意味をしばし考えた。

「もしかして東大寺のこと……？」

「そう！　それよ！」

　弥人の答えにエルザはふりふりと腰を振って笑顔を浮かべる。

「東大寺は奈良県だよ」

「東京にはないの？　トーキョートーダイテンプル」

「残念ながらまだない。建つ予定もない」

「じゃあトットリデザート！」

「それも東京じゃない。あと鳥取砂さ丘きゆうは砂漠じゃないよ」

「大おお浦うら天てん主しゆ堂どうは？」

　なぜかそれだけはちゃんと言えている。

「長崎だし、きみの体にもよくないと思う」

「え！　あそこって教会だったの!?　十字架怖い！」

　話を聞いていると、エルザはかなり日本好きのようだが、彼女の知識はことごとく偏っているし、間違っている。

「なによ、わたしが旅行書にチェック入れておいた場所、みんな行けないじゃない！　つまんない！」

　エルザはすっかり機嫌を損ねてしまった。すると彼女の感情に呼応するようにエルザのまとう妖よう気きがふくれあがった。

　あたりの空気が重く感じられるほどの濃厚な妖気だ。

　弥や人ひとは丹田に力を込めて彼女の妖気に耐えた。こう見えてもやはり彼女はヴァンパイアなのだ。

　しかしそれでも──。

　エルザはぶつぶついいながら拾った小石で地面に落書きをはじめている。

「あれもだめこれもだめ、じゃあ他にどこへ行けっていうのよ……せっかく日本に来たのに……あ！　考えごとしてたら間違えて十字架描いちゃった！　弥人！　消して消して！」

　エルザ・ブラウニング。ずいぶん愉快な子だなあと思った。

「もういいわ、それなら弥人のお勧めの場所を案内してよ」

　いつの間にかエルザの放つ妖気は霧のように晴れてなくなっている。

　弥人は少し考えてから小さくうなずいた。

「それなら……」
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　読書は運動。読書は技術。

　鉄かんな輪わ弥人はそう考える。

　本は自ら能動的に頁ページをめくらない限り先へは進めない。めくらなければそれこそ『話にならない』し『話が進まない』。

　だから、本を『読む』ということはたいてい『めくる』という行為と一組になっている。

　そして、あまり知られていないが頁のめくりかたにも上う手まい下手がある。いや、上だの下だのではなく、それはただの個人差なのだろうが、確かに技術の違いというものはある。口べたな弥人にはそれを具体的に上手に説明することはできないが、あるのだ。

　弥人は物語を追い、それを知るという行為が好きだが、それならなにも本でなくてもいい。春はる足たりのように映画でもいいし、能や歌か舞ぶ伎きや芝居だっていい。様々な物の中で弥人が本を好むのは、たぶんめくるという行為も同じくらいに好きだからなのだろう。

　弥人は思う。

　もっともっと上手に本を読める男になりたい。

「なによここ……」

　頭に二匹の生きたコウモリを飼う少女、エルザはあからさまな不機嫌顔で言った。

「オレのお勧めの場所……」

「本だらけで埃ほこりっぽい！　それに狭い！　わたしのクローゼットだってもう少し広いわよ」

　弥や人ひとはエルザを連れて神楽かぐら坂ざかにある貸本屋『不ふ可か思し議ぎ庵あん』を訪れていた。

　ずらりと棚に並んだ小説や漫画がふたりを出迎えたが、エルザはあまりお気に召していない様子だ。

「信じられない！　レディをこんなところに連れてくるなんて！　弥人、あなたのセンスは串くし刺ざし級に悪いわね！」

「串刺し級？」

　そんなふたりのやり取りをカウンターから見て微笑ほほえんでいる人物がいる。

「ネクタイ少年弥人くんだ。今日はずいぶんおめかししてるんだねー。それに弥人くんがお友達連れてくるなんて珍しい。どこの子？」

　春はる足たり流に言うところの『貸本屋のおっぱい店員さん』ことみさご嬢だ。うつひも密ひそかに憧あこがれる豊かな胸ときれいな三つ編みの黒髪、トロンと眠そうな目元が印象的な自称大学生である。

「この子は……」

　とっさにエルザのことをなんと説明したものか迷う。

「近所の山やま下したさん家ちの末っ子で、みちよちゃんって言うんだ」

「誰が山下さんよ！　なんで純和風な設定なの！」

　あまりに雑な設定にエルザは地面を踏みつけて抗こう議ぎしてくる。弥人は小声でエルザに耳打ちをする。

「ヴァンパイアだってこと伏せておいたほうがいいかなと思って……」

　みさごは弥人が妖よう怪かい専門の探偵屋をやっていることを知っているし、以前にはショウケラという妖怪と会話もしている。だが彼女自身は妖怪とは縁えんもゆかりもない一般人なのだ。危険なことに巻き込まないためにも伏せておくべきではと考えたのだが、エルザはそんなことはおかまいなしという調子だ。

「わたしは由緒あるブラウニング家の娘よ。名乗るときはいつだって堂々と名乗るわ」

　肩にかかった髪を払い、みさごの前に立つ。

「フフン、それにわたしのチャームにかかれば誰だってわたしを普通の人間だと思い込んじゃうんだから」

　エルザは瞳ひとみに妖よう気きを込め、みさごの目を覗のぞき込んだまま自らの名を名乗った。

「わたしはエルザ・ベーラ・フェレンツ・ブラウニング。気高きヴァンパイアよ！」

　決まった！　とエルザは妙なポーズを決めた。

「エルザちゃんっていうのね。ヴァンパイアさんと知り合いになれるなんて嬉うれしいわ。よろしくー」

　対してみさごはさっきまでと変わらぬ態度でエルザに接してくる。

「あれ……？　うん？　チャーム……き、効いてる……わよね？」

　どちらとも判断がつかない。

「大丈夫。効いてる効いてる」

　みさごは笑顔でうなずく。

「そ、そうよね！」

　たぶん効いてないよ。弥や人ひとはその言葉を飲み込んだ。

「エルザちゃん、大判焼き食べる？」

「オーメン焼き？　なんだか分からないけど食べてあげるわ。わたしに献けん上じようすることを許します」

「お茶も淹いれてあげよー」

「日本のお茶！　飲んでみたい！」

　来店した当初あれだけ文句を垂たれ、悪態をついていたエルザだったが、みさごの甘すぎる接客に徐々に骨抜きにされ、気がつけば用意してもらった椅い子すに腰をかけて漫画に夢中になっていた。

　昔ながらの貸本屋に、西洋ドレス姿の銀髪少女が居い座すわっている光景は端はたから見るとかなり異様だったが、みさごもエルザも気にはしていない様子だった。

「おもしろい！　この漫画、二巻はないの？」

　一巻を読み終えたエルザはフハーと息を吐いて立ち上がる。

　みさごはにっこり笑って棚を指す。

「そっちの棚にあるよ」

「読ませて！」

「ここからは有料になります」

「えー！」

「うちも商売ですからー」

「今すぐ本の貸し出しをタダにしなさい！　命令よ命令！　チャームよチャーム！」

「その命令は受け付けられませーん」

「あなた本当に効いてるんでしょうね!?」

「大丈夫、効いてる効いてる」

　エルザとみさごのやりとりが面白いので一歩引いてこのまましばらく眺めていよう。弥人がそんなことを考えたそのときだった。

「む……！」

　ふいに射抜くような殺気を感じた。

　開けっ放しの入り口から外をにらみつける。往おう来らいには幾いく人にんかの人通りがあったが、殺気を放っているような人物はいなかった。

　──もっと遠くか。

　視線を少し上げる。その先は電信柱や遠くのビルが見えるばかりだ。

　差し当たって人影は見えない。

「見られてる……？」

「弥や人ひと、どうしたのよ？」

　弥人の様子の変化に気づいてエルザが声をかけてくる。

「いや……」

　見るとエルザはふたつ目の大判焼きを口にくわえていた。みさごとの戦いは甘い物でうやむやにされたらしい。

　弥人が再び表に顔を向けたときには、すでに殺気は消えていた。

「ははーん、弥人、次に連れて行ってくれるところを考えてたのね？　なかなかいい心がけよ」

　次はどんなところに行くのだろう。エルザの瞳ひとみはそういった期待に満ちて輝いている。

「えっと……次は……」

「いらっしゃいませー」

　弥人の言葉をみさごの声が遮さえぎる形となった。店に新たな客が入ってきたのだ。それも三人。

「ひゃ！」

　エルザが短い悲鳴をあげる。

「お嬢様」

　店の入り口に鉄てつ仮か面めんをつけたスタイル抜ばつ群ぐんのメイドが腕組みをして立っていた。

「シャロウ！　どうしてここが！」

　エルザは顔を青くして弥人のうしろに隠れる。

「弥人、護衛対象に連れ去られてどうするんだよ」

「本当よ、まったく」

　シャロウの隣には春はる足たりとうつひもいる。ふたりともあきれた表情を浮かべ、店内に入ってきた。

「あ、あなた達……さては妖よう怪かい探偵ね」

　そう言ってからエルザは今自分が盾たてにして隠れている弥人もそうなのだということを思い出し、今度はみさごのうしろに隠れた。

「はじめまして、ヴァンパイアのお嬢さん」

　春はる足たりはゆっくりとそう挨あい拶さつしたが、頭は下げていない。むしろふんぞり返っている。

　弥や人ひとには分かった。春足は護衛対象であるエルザに手を煩わされて若干不機嫌になっている。

　まるで帳ちよう尻じりを合わせるかのように隣でうつひがぺこりとお辞儀をした。

「こんにちは。月つき岡おか探偵社の南みな方かたうつひです。元々そこの弥人にはわたしのイズナを一匹つけておいたのよ。だから見失ってからでも居場所はすぐに分かったの。それでこちらのシャロウさんも一緒に……」

　うつひはちらりとシャロウを見る。

「ずいぶんと楽しそうですねえお嬢様。長年仕えるこのわたくしをまんまと騙だまして外へ抜け出して、さぞかし気分がよかったでしょうね」

　怒っている。あきらかに怒っている。

「な、な、な、なによ！　シャロウが悪いんじゃない！　危ないからずっとホテルにいろだなんて！　わたしは……」

「わたくしがどれだけ心配したと思っているのです！」

　シャロウが床を強く踏みつける。ドンと文字通り雷が落ちたような音とともに周囲に風が巻き起こった。

「うひゃ！」

　その風によってスカートがふわりとめくれ、うつひは慌てて両手で押さえた。ちょうど巨大なメンコを地面に叩たたき付けたような具合である。

　エルザはぷうと頬ほおを膨ふくらませてそっぽを向いている。

「すねて見せたってだめです。さあ、ホテルに戻りますよ。観光でしたら明日定められたルートを回りますから……」

「まあまあ」

　殺伐とした雰囲気に待ったをかけたのは、現状エルザの盾たてとなっているみさごだった。

「そう頭ごなしにおっしゃらず。ひとつお茶でもどうぞ」

　みさご必殺の和ませ術である。これまでこの術を前にあらがった者はいない。

　しかしシャロウはそれをはねのけてみせた。

「突然押し掛けた上にみっともなく騒ぎ立ててしまい、誠にすみません。ですがお嬢様とのことはこちらの問題ですので、関係のない方は口を出さないでいただけますか」

　腕を組んで一歩踏み出す。あれはどこのありがたい霊れい峰ほうかと見み紛まがうばかりに立派な胸が、その腕からこぼれ出ている。

「関係ならありますよー。エルザちゃんはうちの大切なお客様ですから。それにここは貸本屋で、わたしは店番です。どんな事情であれ店の中でのことには精一杯口を出します」

　笑顔を浮かべつつみさごも一歩も退ひかない。

　あれはさぞや名のある双子山に違いない、と誰もが思わず手を合わせたくなる芸術的な乳房がカウンターの上にのっしと乗っている。

　出会ってしまった両雄の間に目には見えない嵐あらしが吹き荒れる。

　フー助はすっかりおびえてうつひの頭の上で震えている。

「な、なんだかただならぬ雰囲気ね……」

　春はる足たりも珍しく緊張の面持ちで見守っている。

「ああ……これはうつひなんかじゃ間に入っただけでぺったんこだぞ……」

「そうね……いや、ぺったんこってどういう意味よ！」

「オウトツがなくて薄いっていう意味だと思う」

「弥や人ひと！　説明しないでっ！」

　関係のないところで無用な被害をうけるうつひであった。

「エルザお嬢様、お父上との約束をお忘れですか？」

「そ、それは……」

　それまでかたくなにみさごのうしろから出てこようとしなかったエルザが、父親のことを持ち出されたとたんに弱気になった。

「自分の置かれた立場、状況をよく理解し、淑女として、またブラウニング家の娘として相応ふさわしい行動を取れ。旅立つ前、ご当主様はそうおっしゃいました。ですが今のお嬢様はどうですか。ホテルの窓から飛び降り、初対面の殿方を連れ回し、探偵の方々にも迷惑をおかけしている。それで約束を守っていると胸を張って言えますか？」













「お父様の言葉は……。で、でもわたしの話も聞いてよ！」

「はい聞きますとも。ホテルに戻りましたらたっぷりと。お嬢様はそのお立場上いつ誰から命を狙ねらわれても不思議はない身。わたくしにはそんなお嬢様をお守りする義務がございます。ですが、お嬢様のご協力がなければそれもままなりません」

「う……」

　外ではすでに太陽が沈みはじめており、町は赤く染まっている。『不ふ可か思し議ぎ庵あん』の中にも夕日の赤が入り込み、それがかえって店の四隅を暗くした。

　表の道を駆けてゆく子供達の影が切なく伸びる。

　やがてエルザは観念したようにとぼとぼとシャロウの前に歩み出た。

「……帰るわ」

「はい、ご立派ですエルザお嬢様。シャロウはうれしく思います」

　シャロウは包み込むようにエルザを抱きしめ、彼女の手を引いて店を出た。

　エルザの背中にみさごが声をかける。

「エルザちゃん、またいつでも来てね」

　それに対してエルザはなにかを言いかけたが、口をつぐんだ。

「春はる足たりくんもうつひちゃんもまたねー。いくら仕事でもあんまり危ないことしちゃだめだよ」

　みさごは続けて春足達にも手を振る。

「はいはい分かってますよ」

　春足はぶっきらぼうにそう返し、みさごに背を向けた。あの人、どうも調子を狂わされるんだよな、とぶつくさ言っている。

　通りに立ち、シャロウが言った。

「すみませんが探偵様、ホテルまでご一緒願えますか？」

　エルザを狙う者がいないかどうか、周囲を警戒してもらいたいという意味だろう。

「ええもちろん。それが仕事ですから」

　春足は弥や人ひととうつひに目配せをして前を歩いた。

　ホテルまでの道中、エルザは一度も弥人のほうを見ようとしなかった。





　　　　　　　＊






「エルザがこっちに滞在するのは一週間の予定だったっけ？　まったく、初日から手こずらされたね」

　帽子を指先でくるくるまわしながら、春はる足たりはどかりと事務所の椅い子すに座った。

　時刻は午後十一時を回っていた。

　弥や人ひとと春足は夜になってからもしばらくはホテルの外で周囲を警戒していたが、その間は結局なにごとも起こらなかった。

　十時を回ったところでシャロウから今日はもう引き上げてもらっていいと申し渡され、さきほど事務所に戻ってきたところである。

「大丈夫なのかしら。ホテルの中に閉じこもっているとはいえ、命を狙ねらわれているかもしれないのに春足達を帰しちゃうなんて。念のためイズナ達を何匹かホテルに残してはいるけど……」

　先に事務所に戻って夕飯の用意をしていたうつひは、エプロンで手を拭ふきながら台所から出てきた。

「あの鉄てつ仮か面めんメイドがいる限り大丈夫そうだけどね。それにそもそもぼく達の仕事は滞在中のエルザにずっと張り付いて警けい護ごすることじゃない。彼女を狙う何者かを見つけ出して排除することだ。律りち儀ぎに徹夜して見張っていてやることなんてないよ」

「それって同じことなんじゃないの？」

「違うね」

　春足は勢いをつけて椅子から立ち上がると風呂場へと足を向けた。

「夕飯の前にシャワーを浴びるよ。今朝はふうりのおかげで風呂に入りそびれたからな」

　自分で言っておきながら今朝のいやな光景を思い出し、身震いする。

「やれやれ……はやいところ暗殺者を見つけ出して仕事を片付けないと、このまま何日もタダ働きだぞ」

　そうしてひとりごちながらシャツの袖そでのボタンを外していると、ごく自然に、当たり前のように浴室のドアが開き、そこから全裸のふうりが現れた。

「またおまえかあっ！」

　直後、春足の化ばけ札ふだ『見上げ入道』が発動した、風呂場は爆弾でも投げ込まれたみたいにふうりもろとも吹き飛んだ。




「ごめん。春足達が帰ってくる前にふうりが来てたこと伝え忘れてた」

　うつひは並べられた夕飯を前に両手を合わせて春足に詫わびた。だが絵面としてはただ「いただきます」をしているようにしか見えない。

　春足達はふうりも交えて食卓を囲んでいた。春足も弥人も、今はいつもの服装に戻っている。

　ふうりはアジの開きを箸はしでつまみ、言った。

「ムジナの姿に戻って町中駆けずり回ってたらまた汚れちまってな。風呂を借りてたんだ。しっかしいきなり化ばけ札ふだ使いやがって、おまえは加減ってものを知らないのか。死ぬとこだったぜ」

「おまえのせいでぼくは風呂が嫌いになりそうだよ。弥や人ひと、しょうゆ取って」

「うん。それでなにか手がかりはつかめたの……？　春はる足たり、お塩取ってちょうだい」

「おまえら、人が泥だらけになって集めた情報の成果を聞こうってときに、平和な食卓のやり取りしてんじゃねえよ」

「その口ぶりからすると、なにか分かったんだな？」

　春足の察しのよさにふうりは満足そうに笑い、わずかに声をひそめた。

「ああ。妖よう怪かいの世界も広いようで狭い。中でも暗殺稼か業ぎようなんてやってる妖怪は限られてくる。詳しいやつから話を聞いたらそれだけでもある程度絞れた。そこからさらに最近町に姿を見せなくなったやつ、仕事道具の調達を行った節のあるやつって線からふるいにかけてみた。そしたら該当するやつがいた」

「なんていうやつだ？」

「名は『手の目』。凄すご腕うでの殺し屋だ。主に長距離からの狙そ撃げきを得意としているらしい」

「手の目……」

　弥人は『不ふ可か思し議ぎ庵あん』でのことを思い出す。

「確かに、オレも『不可思議庵』で殺気を感じたけど、あれはずいぶん遠くからのものだった……」

　あのとき、手の目がこちらを見ていたのかもしれない。

　春足は自分の前髪に軽く指で触れながらふうりに尋たずねた。

「狙撃っていうと、つまり銃を使うのか？」

「ああ、そうらしい」

「なんだかあんまり妖怪らしくないわね」

　うつひの感想に春足もうなずく。

「ぼくもそいつのことはあまり詳しくないけど、手の目自身に特別強い能力があるなんて話は聞いたことがない。だからこそ銃なんてものを使っているのかもしれないな」




「手の目は元々腕のいい琵び琶わ法ほう師しだったらしいが、なんの因果か今では殺し屋稼業に身をやつしてるって理わ由けありの妖怪だそうだ。狙撃って手口からも分かる通りもっぱら単独行動を好む一いつ匹ぴき狼おおかみらしいが、詳しいことは分かってない。滅めつ多たに表に姿を現さない上に暗殺の現場も見せないから謎なぞが多いんだ。性格は冷静沈着、酒が好きでむだなことが嫌い。もちろん、狙ねらった獲物は必ずしとめる」

　ふうりの説明を受けてうつひは言う。

「手の目は今頃もどこかに潜伏して機会をうかがっているのかもしれないわね」

　夕飯を食べ終えるとふうりは人間からムジナの姿に戻り、ドアの隙すき間まからするりと表へ出た。

「飯、馳ち走そうになったな。暗殺計画というからには手の目にエルザ暗殺の依頼を持ちかけたやつがいるはずだ。オレは引き続き手の目の背後にいる黒幕を探ることにするぜ」

　そう言ってふうりは丸いしっぽを揺らして夜の町に走り去って行った。

「ふうりってチンピラみたいな風ふう貌ぼうしてるのに真面目まじめだよな。なにかっていうとすぐ裸で登場するけど」

「確かに春はる足たりよりよっぽど働き者ね。すぐ裸で登場するけど」

　窓越しに夜の神楽かぐら坂ざかの風景を眺め、春足とうつひはしみじみと語り合っている。そんなふたりを一階に残して弥や人ひとは二階へ上がった。

　二階は居住スペースとなっており、春足、弥人、うつひそれぞれの私物が置いてある。もっとも弥人の私物というと寝起きする布団と書物くらいだが。

　弥人は明かりもつけず、畳たたまれた自分の布団の上にちょんと腰を下ろして手近にある愛読書を開いた。

　ほの暗い部屋にひとり、そこに書かれている文字を目で追う。しかし内容が頭に入ってこない。

　ふいに『血族』という言葉が脳のう裏りに浮かぶ。

　それは真冬の月のようにくっきりと、そして揺るぎない形で浮かび上がった。

　エルザが父親とかわした約束。それはあれだけホテルを抜け出したいと言っていた彼女の考えを改めさせるほどエルザにとって大きく、重いものだったのだろう。

　エルザの家庭のことは知らない。だが、家族や血族といったものが強くエルザに結びついているであろうことは弥人にも分かった。

　結びついているのか、縛りつけられているのか、あるいはその両方であるのか。

　血に宿る力は強い。あなどれない。

　だからこそヴァンパイア達は血を欲するのだろう。彼らにとって血とはこの世にありつづけるための唯ゆい一いつ絶対の力の源であり、同時に自身を縛りつける鎖くさりでもあるのだ。

　それは、人も同じかもしれない。

　血のつながりは切り捨てられない。断たち切れない。捨てたつもりでも、切ったつもりでも、どこかでつながっている。断ったつもりになっているだけだ。

「切っても……斬きっても……まとわりつく」

　弥人は己の手の平に乾いた視線を落とす。

　血は強く、濃い。

　その匂においは毒のある花の香りに似ている。

　一度つくと、簡単には取れない。

　洗っても、洗っても。

　弥や人ひとはそれを知っている。よく知っている。

　どうして今になってこんなことを考えたりするのだろう。背負って進むと決めたはずなのに。

「なにしけた顔してる。また昔のおまえに逆戻りか？」

　顔を上げると、階段の登り口に春はる足たりがいた。ふうりによって阻まれ続けた風呂にようやくありつけたようで、その髪はしっとりと濡ぬれている。

「昔の……オレ……」

　弥人は軽く頭を振って否定する。

「別になにも……考えてなんてない」

　春足はつかつかと部屋を横切る。

「どうだか」

　そして自身の寝床であるソファに腰を下ろすと脚を組んでふんぞり返った。

「やめろやめろ。弥人の場合、考えすぎたってろくなことにはならないんだから。考えるのはぼくの仕事だ。おまえはただ下僕としてこの春足様の隣にいればいいんだよ」

「春足……」

　春足の背後は壁一面のガラス張りになっており、外には狭いながらもバルコニーがある。ガラス越しに町と月の明かりがないまぜになった光が差し込み、春足の細い体を縁ふち取どっていた。

「どうだ、冥めい探たん偵ていのありがたい言葉が胸にしみたかね」

　どうだどうだ？　と春足は得意顔だ。

「……春足、明日雨でも降るの？」

「……雨？」

　しかし、まるで関係のない話題で返されて春足は思わず眉まゆを寄せた。

「だって、てるてる坊主がぶら下がってる」

「どこに？」

「うしろ」

「うん……？」

　振り返る。

「本当だ」

　確かに弥人の言う通り、ガラスの向こうにいつもは見られないものがぶら下がっている。夜の空に黒い影がぶら下がって──。

「……いや、これ……」

　というよりも、浮かんでいる。そして動いている。

「てるてる坊主じゃないぞ！」

　それはまぎれもなく人影だった。何者かが宙に浮かび、部屋を覗のぞき込んでいる。

　弥や人ひとと春はる足たりはとっさにガラスから離れ、構えをとった。

「誰だ！」

　暗殺者の襲しゆう撃げき？　それとも他の妖よう怪かいの奇き襲しゆう？

　その場に張りつめた空気が流れる。

　するとその人影はさらにこちらに近づき、ガラスをコンコンと何度か叩たたいた。

「わたしよ！　わたし！」

　聞こえてきたのは若い娘の声だった。

「あ、きみは……」

　弥人が気づくと同時に、春足が部屋の明かりをつけた。明かりは外にいる人物も照らし出す。

「せっかくこのわたしが訪ねてきたというのにずいぶんな出迎えね」

　エルザ・ブラウニングが闇やみ夜よに浮かんでいた。

「どうやって事務所の場所を……？」

「フフン、これよ」

　エルザはポケットから一枚の名刺を取り出した。月つき岡おか探偵社の名刺だ。

「ぼくがシャロウさんに渡した物だな？」

「そうよ。こっそりちょうだいして住所を便りにここまでやってきたの」

　だからといってどうしてこんな時刻にここへ来たりしたのか、問いただしたいところではあったが、なによりもまず弥人は今一番気になっていることを聞いてみた。

「それ……どうやって飛んでるの？」

「えっとこれはね……って、そんなことよりもまず中に招き入れてよ！　このまま朝までガラス越しにおしゃべりでもするつもり？」

　空中で微妙に前後に揺れながらエルザは唇を尖とがらせる。すると春足がなにかに気づいたように目を細めた。

「ははーん」

「な、なによ……」

「確か吸血鬼ヴアンパイアっていうのは強力な力を得ている代わりにいくつかの制約や弱点があるんだったな。十字架やニンニクが有名だけど、ほかにも──初めて訪問した家では、その家人に招かれなければ中に入れない、なんてのもあったっけ」

　春足の言葉にエルザはあからさまにぎくりとした。

　それを見て春足は我が意を得たりとにんまり笑う。

「どうしよっかなー。近頃は物ぶつ騒そうだし、よく知らないやつを簡単に家に上げるのは防犯上よろしくないよねえ」

「ちょっと！　白々しいわよ！　あ、あなた月つき岡おか春はる足たりとか言ったわね……名刺で見たわよ。高貴なわたしに失礼な態度を取るなんて、串くし刺ざしにされたいの？」

　エルザの高飛車な返しに春足の眉まゆがぴくりと動く。

「ふーん。このぼくを串刺しに……ねえ。おもしろい、やってもらおうじゃないか。その前におまえをさんざん痛めつけてから表の道路に放置してやるよ。日が昇ってひからびたミミズみたいになっていく様をここから眺めるのも楽しそうだ」

　ああ、そうだ、と弥や人ひとはこのときになって気づいた。

　春足とエルザ。このふたりは会わせてはいけなかったのだ。

　その家柄と教育によっておそらく生まれつきプライドの高いエルザと、この世のすべては自分にひれ伏すべきと考え、自身の名を冠した王国を建国しようと本気で目もく論ろんでいる春足、その両者が仲良くできるはずなどないのだ。

　そう思ううちにもふたりの舌戦は繰り広げられている。

「あの貸本屋でちらっと見たときから気に入らなかったのよ。そんな目つきの悪い探偵がいてたまるものですか。本当はあなたがわたしの命を狙ねらう暗殺者なんじゃないの？」

「そうだな、ぼくが暗殺者だったらおまえみたいな無防備な弱虫ヴァンパイアの命を奪うのなんて赤子だね」

「今のは赤子の手をひねるようなものっていう意味だよ……」

　弥人は律りち儀ぎに春足の言葉の解説をしてやる。

「なんですってえ！」

「待った！　そこまで！」

　収拾のつかなくなったその場を止とめたのはうつひだった。

「上がなんだか騒がしいし、ホテルに残してきたイズナ達も戻ってきたからなにかおかしいと思ったら、こんなことになってたのね……。まったくもう」

　呆あきれた、とため息をついてバルコニーへのドアを開ける。

「どうぞ」

「あ、ありがとう」

　気勢をそがれ、エルザはひよひよと浮かんだまま中に入ってきた。

　改めて見るとエルザの髪留めの役割を担っている二匹の使い魔コウモリが、彼女の頭の上でその羽を広げて羽ばたいている。

　そうして主人を運んでいるのだった。

「それ、便利だね……」

　弥人は感心する。

「えへへーそうでしょう？　はっ！　じゃ、じゃなくて！」

　中に入れて気が緩ゆるんだのか、にへらっと表情も緩めたエルザだったが、その顔が威い厳げんの欠片かけらもないことに気づいてすぐに態度を改めた。

「このくらいのこと、ヴァンパイアなら容易たやすいわ。ホテルからここまでひとっ飛びよ」

　うつひは階下から持ってきたタオルで春はる足たりの濡ぬれた頭をごしごし拭ふきながら言う。

「ホテルからひとっ飛びって……エルザちゃん、もしかしてまた抜け出してきたの？　ほら春足逃げないの！」

　春足は無む理り矢や理り風呂に入れられたあとの猫のように抵抗している。

「ちょっと誰がエルザちゃんよ！」

　不本意な呼び名に抗こう議ぎするエルザに弥や人ひとが言う。

「でも使い魔同士はもう仲良くなったみたいだよ……ほら、頭の上……」

「あ！」

　いつの間にかエルザの頭の上にフー助が飛び乗っており、使い魔のコウモリ、ウープとイーリに鼻先を寄せていた。

「こらあなた達、主人に断りもなしによその使い魔と仲良くするんじゃないわよ！」

「一日に二度の脱走か。やれやれ、とんだじゃじゃ馬ヴァンパイアだな」

　改めてソファに座り直し、春足は呆あきれた表情を浮かべる。

　確かにあれだけシャロウに叱しかられ、落ち込んだ様子でホテルに戻ったというのに、その日の夜に再び脱走するとは見上げた根性だ。

「こんな聞き分けのないお嬢様を長年世話しているシャロウさんに同情するよ」

　エルザは身を固くして言う。

「言っておきますけど、シャロウに連絡したらただじゃおかないわよ。あなた達に無理矢理外に連れ出されたってうそつくから」

　そんなうそをシャロウが素直に信じるとも思えないが、その場の誰もあえてそこには突っ込まないでおいた。

「それで、うちまで押し掛けてきていったいなにが望みなんだ？」

　そう問われてエルザは待ってましたとばかりに牙きばをのぞかせて不敵に微笑ほほえんだ。

「あなた達、明日もわたしを東京見物に連れて行きなさい」

　うつひは思わずタオルを床に落としてしまう。

「へ？　それだけ？」

「そ、それだけってなによ！　わ、わたしは自由にいろいろ見てまわりたいの！　いいわね！　ぜったいよ！　案内するの！」

　言いながらエルザの顔はみるみる赤くなっていく。自分の望みはそんなにしょうもないことだったのだろうかと自分を疑いはじめてしまったらしい。

　弥人はごく素朴な疑問を口にする。

「だけどその前にシャロウさんが気づいてまた探しにくるんじゃないの……？」

「それなら大丈夫。昼間歩き回って疲れた。ついてはちょっと長めに眠るから、ぜったい起こしにこないでって言いつけてあるの。だから抜け出したことに気づくのはずいぶんあとになるはずよ」

「長めって……」

　それでも限度があるだろう。弥や人ひとなど七、八時間も眠れば勝手に目が覚めてしまう。無理をしてそれ以上眠ると頭がぼうっとして一日調子が出ない。

「わたしを人間の尺度で計らないで。ヴァンパイアはときには数年も眠ることだってあるんだから」

　弥人から引き継ぐように春はる足たりが口を挟んだ。

「もしベッドを覗のぞかれたらどうする？　もぬけの殻だとばれるだろう」

　うつひの尽じん力りよくのおかげで春足の髪はすっかり乾いている。

「だから人間と一緒にしないで。わたしの寝床には鍵かぎがかかってるからシャロウにだって勝手には開けられないわ」

　弥人は首をかしげる。

「寝床に鍵？」

　うまく想像がつかない。その隣でうつひがぽんと手を打った。

「あ！　棺かん桶おけね！　なるほどヴァンパイア！」

　聞けば愛用の棺ひつぎを日本に持ち込んだらしい。

「わたしのためだけに作られた特注品よ。職人の手による一点物なんだから」

　どう？　うらやましいでしょう？　とエルザは三人に自慢する。しかし春足はばっさりと言い切る。

「生きてるうちから棺桶になんて入りたくないね」

　春足らしからぬ正論だった。

　そこでうつひが彼女らしく場をまとめて話を進めた。

「まあいいわ。明日のことは明日考えましょう。エルザちゃんにはとりあえずうちに泊まってもらうとして……」

　しかし春足が異を唱える。

「冗談じゃない。月つき岡おか探偵社は民宿じゃないんだぞ」

「こんな時間に女の子を外に放ほうり出すわけにはいかないでしょ」

「なにが女の子だ。こいつは夜の眷けん属ぞくと言われるヴァンパイアだぞ。月の光の満ちる真夜中こそ本領発揮の時間だろう。むしろこれから夜の町を案内してまわれなんて言い出すかもしれないぞ」

　春足はヴァンパイアに関するうんちくを並べながらエルザを見る。

「ふわあ……眠い……」

「おい夜の眷けん属ぞく！」

　ヴァンパイアだからといって別に夜型というわけでもないようだ。

「でもうちには棺かん桶おけなんてないよ……」

「弥や人ひと、そっちの心配はいいから」

　思わぬ来訪者によって探偵社の夜は騒がしくふけていった。





　　　　　　　＊






「弥人様……ああ弥人ぼっちゃん……」

　幼い弥人の腕の中で女の体はみるみる冷えていった。

　女の腹から流れ出る血が、降り続く雨にまじり、赤い帯のように地面を流れてゆく。

　どうしてこんなことになったのだろう。

　弥人は考えるふりをする。分からないふりをする。

　けれど本当はみんな分かっている。

　自分のせいだ。自分が力を制御できなかったからだ。

　凄すさまじい力で弥人の胸ぐらを掴つかみ、女は血を吐きながら言った。

「ご立派に……なられましたねえ」

　固く握っていた刀がするりと手からこぼれ落ち、地面ではねた。刃やいばには女の血がべったりとまとわりついている。弥人の手にも絡からみついている。

　女は青白い手で自らの腹をなで、いい子いい子と歌うように言った。

「ほうら……蛍、きれいだねえ……」

　その言葉を最後に女──美み織おりは息絶えた。

　背後に父が立ち「よくやった」と弥人を褒ほめた。「それでこそ鉄かんな輪わ家の跡取りだ」と。

「兄上！　さすがです！　もう武ぶ具ぐ録ろくを使いこなすなんて！　お見事でした！」

　弟の嵐あらしも瞳ひとみをきらめかせて興奮している。いつも自分を目標にしていると言い、慕ってくれている弟の、どこまでも純粋な眼めに血にまみれた自分の姿が映っている。

　自分は褒められるようなことをしたのだろうか？

　なんて重いのだろう。血というものは。

　さっきまであんなに熱かったのに、今ではもう鉛のように堅く、冷たい。

　オレが欲しかったのはこんな力だったろうか。

「弥人、それに嵐もよく覚えておけ。これがあやかしと情を通わせた者の末路だ。分かったならすぐにそれを片付けておけ」

　──それ……？　ああ、美織の体のことか。

　そのことに気づいた瞬間、またも押さえきれない感情と力が弥や人ひとの内側から溢あふれ出した。それはまったくあらがえない巨大な洪水となって弥人を飲み込んだ。

　弥人は獣が獲物を捕らえるのと同じ動きで無意識のうちに跳ちよう躍やくし、かぎろひの刃やいばを父に向けていた。




　目覚めたとき、弥人はまず首の痛みを感じた。

　もそりと体を起こしてから自分が春はる足たりのソファで眠っていたことに気づく。

　窓からの日差しに目を細め、その角度によっておおよその時刻を知る。

　もう朝だ。

　同じソファの上で春足が窮屈そうに体を丸めて寝息を立てている。猫のようだ。

　改めて自分の首に触れる。狭いソファで無理をして眠ったせいで、どうも少し寝違えてしまったらしい。

「ふわ……」

　あくびをしながらソファから降りる。

　弥人は考えた。そもそもなぜ春足のソファで眠っていたのだろうと。

　自分の寝床を見ると、かけ布団に抱きつくようにして眠るエルザの姿があった。

「そうだった……」

　思い出した。布団は夕べエルザによって占せん拠きよされてしまったのだ。最初はうつひの寝床で女の子同士一緒に眠っていたはずだが、真夜中、寝ぼけたエルザに襲しゆう撃げきされて陣地を明け渡すこととなったのだ。

　そして弥人が仕方なく避難した先が春足のソファだった。

　弥人の視線になど気づきもせずエルザが寝返りを打つ。うつひから借りたキツネ模様のパジャマがずり上がって小さなおへそが見えている。

「ううーん、やだー。もうトマトジュースは飽きた……のよ」

　おまけに寝言も披ひ露ろうしている。

　弥人はそっとおへそを隠してやり、一階に降りた。

　顔を洗いながら自分の手の平を見る。

　なにか汚れているような気がして、時間をかけて洗った。

　探偵社ではよほどのことがない限り朝は弥人が一番はやい。

　弥人は勝手口から外へ出て素振り用の竹刀しないを振り、体を目覚めさせた。ほどよく体に汗をかいたところで切り上げ、塀の上に座っている野良猫と少々戯たわむれる。ここまでが毎朝の日課になっている。

　遊んでいるとグウと腹が鳴った。その音で思い出す。

「あ、朝ご飯、今日はオレの当番だった……」

　中に戻って汗を拭ふきながら冷蔵庫を開ける。

　豆腐と油揚げがかろうじて残っていた。

　弥や人ひとはたすきがけをすると、夕べのうちに研といでおいた米を炊きながら味み噌そ汁しるをこしらえた。

　台所には弥人が料理をする慎つつましい音だけが響く。表の通りでは朝のはやい学生が自転車をこぐ音がする。そのうちに米の炊ける匂においがただよいはじめ、二階からは目を覚ました皆が、寝ぼけたような会話をかわす気配が感じられてくる。

　弥人が密ひそかに愛して止やまないひとときだ。





　　　　　　　＊






「なんだか首が痛いぞ……」

　通りを歩きながら春はる足たりは疑わしげな眼まな差ざしを皆に向ける。

　朝食後、事務所を出た春足ら一行はエルザを連れて神楽かぐら坂ざかを下っていた。夕べの強引な約束通り、エルザに東京を案内するために。

「夕べぼくの寝床に誰か侵入しなかったか？」

　春足の言葉にうつひはなにを言い出すのかしら、という表情を浮かべる。

「誰もそんなことしないわよ。ねえ？」

「いや、夕べはなんか寝心地が変だった。スケベなやつがこの中にひとりいるぞー！　名乗り出ろー！」

　あくまで追及する構えの春足にエルザは嘲ちよう笑しようを浮かべる。

「ガキっぽい」

「ああ、そういうおまえは二百歳のご老体だったな」

「人間の年齢と一緒にしないで！」

「ヴァンパイアって長寿なのねえ」

　うつひは改めてエルザを眺めて感心する。どう見ても同年代にしか見えない。

「胸には……二百年の厚みはなさそうね……ほっ」

「どういう意味よ」

　うつひはエルザの胸に妙な仲間意識を抱いている。

「それにしても春足から観光に出かけようと提案するなんて珍しいわね。昨日はあんなにいやがってたのに」

　夕べは「うちは旅行会社じゃないぞ」とかたくなにエルザの案内を拒否していた春足だったが、なぜか今朝になって考えを改め、自ら出かけようと提案してきた。不思議なこともあるものだとうつひは思う。

　春はる足たりはそっぽを向いている。

「いいじゃないか。気分が変わったんだよ」

「あら、あれはなに？」

　通りや商店街を歩く途中、エルザは市井しせいの人々の暮らし、日常風景にたびたび足を止とめ、物珍しそうに眺めていた。

「あっちの道端に置いてある置物はなに？　オジゾーサマ？　サマとつくからには偉いのよね？　でもさすがにわたしよりは偉くないでしょ？　あ！　こっちで売ってるのはなに？　漬け物？　タクアン？　あら試食していいの？　……美お味いしい！」

　エルザの興味の対象はとどまるところを知らない。とくにタクアンはいたく気に入ったようだった。

「これ好きだわ！　イギリスに持って帰る！」

　はしゃぐエルザに春足がいたずらっぽい顔でささやく。

「お嬢様はタクアンに首だらけだな」

「なによそれ。変な日本語ね。でもよく分からないけど言葉の響きがわたし好みだわ。タクアン首だらけよ！」

　不気味な日本語を覚えてしまった。

「弥や人ひと弥人！　探偵社の食事にもこのタクアンを取り入れるべきよ！　今朝の食事も美味しかったけど、あれじゃさすがに貧相よ。わたしの家ではコウモリ達にも餌えさを与えているんだけど、もう少し種類は豊富よ」

「でもうちの冷蔵庫はいつも腹ぺこなんだ」

「それってどういう意味かしら？　うつひ分かる？」

「空っぽって意味よ……はは」

　お嬢様の悪気のない率直な物言いにうつひはどんよりした顔で答えた。

　それから一行はぶらぶらと神かん田だ神じん保ぼう町ちようまで歩き、書店を何軒か冷やかしてからたい焼きを買って食べた。

「日本の海にこんな甘い味の魚が生息してるなんて！」

　エルザはカルチャーショックを受けたようであった。

「すごいだろう。中でもしっぽまで餡あん子こが詰まっている高級魚はめったに水揚げされないんだ」

　便乗して春足がでたらめなことを教えている。

　次に足を向けたのは浅あさ草くさの浅せん草そう寺じだった。皆で雷かみなり門もんを潜くぐり、観光客をかき分けながら仲なか見み世せ通りを進んだ。

「すごい人間の数ね……」

　人間ってこんなにいたんだ……とエルザは衝撃を受けている。

「夏には鬼灯ほおずき市いちなんかもあってもっとにぎわうのよ」

「血を吸いたい放題ね」

「おまえは夏場の蚊か」

　見当違いなエルザの発言に珍しく春はる足たりが突っ込む。

　やがてエルザは前方を指差した。

「あそこ、人間達が集まっているけどなにかあるの？　煙をかぶってるみたいだけど」

　春足がまたいい加減なことを言いはじめる前に弥や人ひとが説明してやる。

「あれは常じよう香こう炉ろっていうんだ。煙を体の悪い部分に当てると治ると言われてる……」

「ヒーリングの効果があるのね！」

　納得するエルザだったが、横から春足が口を挟む。

「作法としては煙を当てるときに必ず『生まれ変わったらハエ叩たたきになりたい』と唱えなければならない」

「なるほど……」

「エルザちゃん信じちゃだめよ！　もう、どうして春足はいつもいい加減なこと言うのよ！」

「いいじゃないか減るもんじゃなし」

「あなたの信用が確実に減ってるのよ」

　話すうちに自分たちの順番が回ってくる。

　春足はなによりも先にうつひの胸に向かって煙をあおいだ。

「よくなれ、よくなーれ」

「別にこれは病気じゃないわよ！」

「よくなれ！　頼むからよくなってあげてくれ！」

「その献けん身しん的な感じやめて！」

　なおさら辛つらい。

「アッハハハ！」

「笑ってるけど今エルザちゃんもかけられてるわよ」

　その後うつひとエルザは協力して春足の頭に「まともになーれ」と煙をたっぷりかけてやった。

　それからエルザは本堂の天井絵『龍りゆう之の図ず』を首が痛くなるほど見上げ、宝ほう蔵ぞう門もんの大わらじの文字通りの巨大さに声をあげ、おみくじを見つけてはしゃいでいた。

「おみくじとかいう紙を買ったわ！」

　高らかに掲げてからそれを広げる。

「どれどれ」

　全員で輪になって結果を覗のぞき込む。





　──凶きよう

　　　願い　すぐには叶かなわず。耐えて待て。

　　　待まち人びと　遅れて来る。

　　　旅行　波乱あり。背後、頭上に注意。

　　　恋愛　前ぜん途と多た難なん。苦労絶えず。






「すごいのが出たね……」

「これはいいの？　悪いの？」

　凶の意味をエルザは分かっていない。うつひはごまかすようにエルザの背中を押した。

「ま、まあいいじゃない。凶はかえって運がいいとも言うしね！　それじゃ次はどこへ行きましょうか」

　と、行き先を相談しながら一行が本堂を背にして仲なか見み世せ通りの脇わき道みちへ入ろうとしたときだった。

「弥や人ひと」

　ほとんど聞こえるか聞こえないかの声で春はる足たりが弥人を呼ぶ。

「エルザ！　伏せて！」

　すると弥人が声をあげ、素早くエルザの背中を押した。

　エルザはよろめくように地面に膝ひざをつく。

　その直後、彼女のすぐ近くに置いてあった土産物屋の招き猫が、突然はじけるようにして割れた。

　破片があたりに飛び散り、道行く人々もなにごとかと足を止とめる。

「い、今のは……？」

　エルザは自分の目の前に転がってきた招き猫の破片を呆ぼう然ぜんと見つめた。一歩間違えば招き猫の代わりに自分がそこに転がっていたかもしれない。

「みんな物陰に隠れろ！」

　春足の一声で一同は各おの々おの脇道に避難した。

　春足とうつひは左側へ、弥人とエルザは右側へ。

「弥人、そっちは平気か？」

「大丈夫」

　仲見世通りを挟んで声をかけ合う。

　それぞれのペアは肩を寄せ合って座り込んだ。

　春足は実に愉快そうに微笑ほほえみ、肩に乗った招き猫の破片を払い落とした。

「ようやく仕掛けてきたか。ぼくの読み通りだな」

　その言葉にうつひは耳を疑う。

「読み通りって春はる足たり、まさか」

「手の目を見つけてはやいところ依頼を終わらせたかったんで、エルザにはちょっとおとりになってもらった。ククク……おかげで相手の位置もおおよそ特定できたよ」

「今朝になって妙に乗り気になったと思ったら、そのためにエルザちゃんを外に連れ出したのね！　手の目をおびき出すために……！」

　悪びれないどころか邪悪に笑う春足に、うつひはワナワナと肩をふるわせて抗こう議ぎした。

「サイテー！　春足サイテー！」

　春足の頬ほおを引っ張る。

「エルザちゃんになにかあったらどうするつもりだったのよ！」

「ぼくのほっぺになにをする！　離せ！　フン、ぼくがそんなへまをすると思うか？　実際攻撃は当たらなかっただろう。周囲にあらかじめ絡新婦じよろうぐもの糸を張って、攻撃を探知できるようにしておいたのさ」

　いつの間にそんなことをしていたのか、うつひはちっとも気がつかなかった。

「でも、それならそうと言っておいてよ。ほら、エルザちゃん涙目になってるじゃない」

　向かい側のエルザを指差して叫ぶ。

「なってないわよ！　泣いてない！」

　エルザは慌てて袖そでで目元を拭ぬぐって強がった。

　弥や人ひとが言う。

「大丈夫。春足は……オレ達はどんなことがあっても依頼主の命はぜったいに守る」

「弥人……」

　エルザの頭のコウモリの羽がパタパタと動く。しかしすぐに取り繕うようにつんとそっぽを向いた。

「こ、このわたしを守れる喜びを噛かみ締しめながらしっかり働きなさい！　へまをしてわたしを殺したらあなた達みんな串くし刺ざしにするからね！」

「死んじゃったら串刺しもなにもできないよ……」

　弥人が冷静に突っ込む。一方春足は隣のうつひを肩でつついた。

「うつひ、イズナを走らせて手の目のはっきりした位置を割り出してれ」

「うん、任せて」

　うつひがイズナ達を呼び出そうとしたそのとき、再び弥人が叫んだ。

「危ない！」

　弥人が素早く竹刀しないを振るとなにか硬質な物がぶつかる音が路地に響き、エルザのすぐそばの板いた塀べいに大穴が開いた。

　弥人が振るったのは一見普通の竹刀だが、鉄かんな輪わ武ぶ具ぐ録ろくと呼ばれる秘伝書から取り出した妖よう刀とう『かぎろひ』である。銃弾などでは折れることも欠けることもない。

　うつひは驚きのあまり春はる足たりの肩にしがみついていた。

「ど、どこから撃ってきたの!?」

　春足は思考を巡らせた。

「おかしい……角度から考えてもこんなにはやく移動できるはずは……なにか特殊な能力か……」

　相手はただの暗殺者ではない。不思議の塊かたまり、妖よう怪かいなのだ。なにがあっても不思議はない。

　考えるうちにも第二、第三の弾丸が飛んでくる。

　なんとかそれをはじき、軌道をそらしながら弥や人ひとが言う。

「春足、まずい……狭い場所が仇あだになってる……」

　このままではいい的まとだ。飛んでくる弾たまを徐々にさばききれなくなっていく。

「弥人、今そっちに……」

　助けようと立ち上がった春足だったが、それはできなかった。

「招き猫が突然爆発したってよ！」

「お巡りさんこっちこっち！」

　仲なか見み世せ通りは突然の騒ぎに野や次じ馬うまが押し寄せ、おしくらまんじゅうのような状態となっていた。

　人の流れが激しい流れの川のように春足達と弥人達とを隔てる。春足は爪つめを噛かんだ。

「人の上を飛び越えていくこともできるけど、それじゃ狙ねらい撃ちだ……」

　すると人ごみの向こうから弥人の声が聞こえた。

「二手に分かれよう！　オレはエルザを守りながら逃げる。だから春足とうつひは手の目を……」

　騒がしい喧けん噪そうによってそれ以上は聞き取れなかった。

「分かった！　エルザを頼むぞ！　行くぞうつひ！」

「うん！」

　喧噪を背に、春足とうつひは路地を奥へと走った。




　そこから一キロ離れた雑居ビルの屋上に男はいた。

「わたしの弾がはじかれた」

　暗殺者・手の目はすでに移動する準備を整えている。

　藍あい色いろの着物、すり減った足た袋び、野の方ほう図ずに伸びた頭髪。

　背中にはずいぶん年季の入った琵び琶わを背負っている。

「はじかれた？　おいおい、手の目ともあろうお方が……ピンボールじゃないんだぜ？　オレ達の弾丸をはじくなんてそんな芸当できるやつが……」

　手の目の相棒が信じられないというように首を振った。

「どうやらいるらしい。どうも月つき岡おか探偵社というのはたんなる子供の遊びというわけではないようだ」

　手の目の目元は包帯によって完全に覆おおわれており、その表情は口元からしか読み取れない。彼は片手をまっすぐ前に突き出し、意識を集中させた。

　その手の平に彼の目はあった。

　今、彼の視界には走る弥や人ひととエルザの姿が映っている。

「こちらも移動しよう」

　手の目は笠かさをかぶり、勢いをつけて隣のビルへ飛び移った。






　第三章　相席いいかな？







　弥や人ひとは春はる足たり達と別れると、エルザの手を引いてなるべく人通りの少ない道を選んで走った。

　おそらく手の目は春足達ではなくこちらを狙ねらってくるだろう。となると一般人に迷惑をかけるわけにはいかない。

　走りながらも必死に考えを巡らせる。いつも考えるのは春足に任せているが、今は自分でなんとかしなければならない。

　エルザにひとつ提案する。

「やっぱりホテルに逃げ込んでシャロウさんに事情を説明して……」

「それはだめ！」

　しかしそれはすぐに退けられた。エルザはうつむいている。

「また勝手に抜け出して、その上こんな危険なことになってるって知られたら……千回叩たたかれるわ……」

「叩かれる？　どこを？」

「お……お尻……」

「それは痛そう……」

「そ、それにシャロウは確かに厳しいし怒ると怖いけど、でもわたしになにかあるといつも平気で自分の命を投げ出して救おうとしてくれようとするのよ……！　わたしはヴァンパイアだし、そうそう簡単には死なないのにさ……バカ」

　最後のバカは誰に向けたものなのだろう。

「つまりエルザはシャロウのことが大好きで、危険な目にあわせたくないんだね……」

「う、うっさいわね！　主人としての情けよ、情け！」

「そう……」

　シャロウは子供の頃からエルザのことを世話し、見守ってきたのだろう。だからこそ命を投げ出して守ることにためらいがない。

　そんな従じゆう者しやをエルザは家族のように大事に思っている。

　弥人はエルザとシャロウの関係をまぶしく思った。

　──ご立派に……なられましたねえ。

　封じ込めたはずの記憶がじわりとにじみ出す。袖そでで押さえても押さえてもにじみ出てくる血のように。

　とうに過ぎ去った、形のない古い記憶が弥人の心を絡からめとろうとしてくる。しかし幸か不幸かそれは背後から飛んできた弾丸によって遮さえぎられた。

　手の目による銃撃だ。

　それは民家の軒のき先さきに並べられた植木鉢を割り、地域の掲示板に穴を開けた。

　相手はどこからか確実にこちらを見ており、その上で攻撃している。

　町の人々は突風でも吹いたかと首を傾かしげている。

「あそこに入ろう」

　弥や人ひとはエルザの手を引き、目についた建物に飛び込んだ。このまま往おう来らいにいるよりは安全だと考えたのだ。

　お邪魔します、と弥人が言うと入り口に立っていた若い男が反射的に「いらっしゃいませ！」と言った。だがすぐに思い直して慌ててなにか言っていたが、相手をしている余裕はなかった。

　中は薄暗く、空気はこもっていた。エルザが怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。

「とっさに逃げ込んだけど……ここどこなの？」

　意味ありげな照明、地をはうように流れる音楽、迷路のような通路。

「どこだろう……？」

　考えようとしたとたん、突然暗がりから一つ目の小僧が現れた。

「一つ目小僧だぞー！　目玉よこせー！」

　ふたりの前に躍り出ると一つ目小僧は両手をぶらぶらさせて脅おどしてきた。しかし弥人は動じることなく相手に告げる。

「本人に会ったことがあるけど一つ目小僧はそんな残酷なことは言わないよ」

「へ？」

　想定外の反応に一つ目小僧はキョトンとしたまま固まった。

　弥人はエルザを連れて先に進む。

「さっきのは偽物だ……」

　落ち着いてあたりを見ると片目の腫はれた女やらろくろ首やら、誰の目にも分かりやすいお化けや妖よう怪かいのはりぼてがつり下げられていた。

　どうやら慌てて駆け込んだのはお化け屋敷だったらしい。

「エルザ？」

　反応がないので振り返ってみると、エルザは弥人の袖そでをぎゅっと掴つかんで青い顔をしていた。二日酔いのまま船酔いしたみたいな顔色だった。

「もしかして……怖いの？」

　ヴァンパイアなのに？　とは言わなかったが、エルザは弥人の言葉に過か敏びんに反応した。

「こ、こここ怖いわけないじゃない！　わたしはエルザ・ベーラ・フェレンツ・ブラウニングよ！　こんな作り物なんか……」

　言いかけたエルザの前にからかさお化けがベローンと舌を出して登場した。とたんに彼女の髪は猫の背中のように逆立った。

「ひゃあ！」

　ひとつ悲鳴をあげ、弥人の背中を押して走り出す。

「なによなによ！　わたしに挑みかかるとはいい度胸ね！　ぜ、全員串くし刺ざしよ串刺し！」

　目をつぶったまま息巻いている。

「うつひと同じくらい恐こわがりだ……」

　やがてふたりは少し開けた部屋に到着した。それまでの日本的な空間から一転して、そこは洋風の内装となっており、部屋の中央にはいかにも作り物めいた簡素な棺ひつぎが置かれていた。

「あれって、もしかして……」

　弥や人ひとが指差した瞬間、棺のふたが開いて中から男が現れた。

　黒いマントに鋭い牙きば、そして口元から垂たれた赤い血、吸血鬼ヴアンパイアだ。

　男は両手を広げて「血をよこせ！」と言った。

　しかし恐怖のあまり髪は乱れ、青白い顔となったエルザを見て反対に悲鳴をあげることとなった。

「血をよこせ……ですってえ……？」

　牙をのぞかせてエルザがうなるように言う。

「ぎゃあー！　本物！」

　本能で悟ったのか、吸血鬼役の男はマントをなびかせて出口のほうへ逃げていった。

　弥人が拍手をする。

「さすが本場の迫力だ」

「うるさいわね！　……はあ、疲れたわ……」

　エルザは自然な動きで空になった棺の中に入り、そこに膝ひざを抱えて座り込んだ。

　やっぱり棺の中が落ち着くのだろうか、と思いつつ弥人もそれに倣ならう。

　ふたり並んで座っているとまるで小さなボートに一緒に乗っているみたいだった。

　さすがにここには手の目の弾丸も飛んでこないだろうと、ふたりはそこで少し休むことにした。

　ふとエルザが言った。

「さっきの……内緒だからね」

「さっきの……？」

「だから！　わ、わたしが怖がってたことよ……。春はる足たりやうつひに言ったら串刺しだからね」

　エルザは膝にあごを載せてぷうと頬ほおを膨ふくらませた。

「恐がりなヴァンパイアがいてもいいと思うけど」

「よくない！　だって……だってかっこ悪いじゃない……。いつもお姉様にからかわれるし……きっとお父様もわたしのことを一族の恥だと思ってるわ」

　言いながらエルザはどんどんうつむいてゆき、ついには自分の膝に顔を埋めてしまった。

「シャロウがあんなに過保護なのも、わたしが臆おく病びようで弱虫なのが原因なのよ。わたし、子供の頃からいつも出来が悪かった。姉妹の中でも牙きばが生えた年が一番遅かったし、使い魔を扱えるようになるのも時間がかかった……」

　思わぬところでヴァンパイア達の生活の一端を聞かされ、弥や人ひとは不思議な気分になった。かかりつけの歯医者がいて「ご立派な牙が生えましたねえ」と褒ほめられたりするのだろうか。

「だから……今回の日本旅行でたくましくなって認めてもらおうと思ってたのに……やっぱりわたしは恐こわがりなままだわ……」

「ちょっと恐がりなくらいいいじゃないか。うつひなんて肩にフー助を載せているのを忘れてて、なにかの拍子に振り返ったときにフー助のしっぽが頬ほおに当たって、ひとりで飛び上がって驚いてたよ」

　あのときうつひは「背後に熊くまがいたのかと思った！」と目に涙をためていた。春はる足たりはそのことでいまだにうつひをバカにしている。

「そ、それはひどいわね……だけど……」

　エルザは言った。

「それだけじゃないの！」

　もうなにもかも話してしまおう、とでも言うように彼女は顔を上げた。膝ひざにこすりつけていたせいで額が赤くなっている。

「わたし……ヴァンパイアなのに……血が苦手なのよ！」

　衝撃の告白に弥人はとっさに言葉を返せなかった。

「子供の頃から血を見るとくらくらしちゃうのよ！　味は……嫌いじゃないけど……」

　血が苦手な吸血鬼ヴアンパイア。

　まるで喜劇のタイトルのようだ。

「味み噌そ汁しるが嫌いな日本人だっているでしょ」

　それはそうかもしれない。

「だけど吸血鬼って血を飲まないといけないんじゃないの？」

　苦手の一言ですむのだろうか。

　人間は空気が嫌いだから呼吸もしない、というわけにはいかない。

「それは人間が勝手に抱いている偏見よ。わたし達は一生のうちに何度か飲むだけで事足りるのよ。それも自分の眷けん属ぞくを作りたいと心から願ったときにだけ、その相手の血を飲むの」

　あとからやってきた客が弥人とエルザを見て「ひぃ！」と声をあげて足早に先へ進んでいった。薄暗い洋間、棺ひつぎの中に膝を抱えて座るふたりの姿は見ようによってはかなり不気味に映るようだ。

　そうは言っても、とエルザは話を続けた。

「ヴァンパイアは自分の妖よう力りよくを強めるためにも、ときどき人間の血を飲むものなんだけど……わたしはそれができないの……。だから……よけいに姉妹の中でも落ちこぼれなのよ……。ヴァンパイアとして出来損ないなのよ……」

　つまずきながらたどたどしく歩こうとする子供のように、エルザは言葉をつなぐ。

「わたしまだ生まれてから一度しか血を飲んでないの。その相手がシャロウなのよ……。昔ね、人間のエクソシストがわたしを払いにやってきたことがあったの。だけどわたしは満足な力もなくて、わたしを守ろうと戦ったシャロウの荷物になってた……」

　領地の外へ散歩に出かけたときのことだった。

　そのときはなんとかシャロウの働きによって退けることができたが、戦いの中でエルザは深い傷を負い、回復するまで数年を要した。

「シャロウはそのことに責任を感じて、あれ以来あの仮面を外さなくなっちゃった……。自分の甘さを消すためだって」

　冷たい鉄てつ仮か面めん。あれは文字通りシャロウの鉄の意思の象しよう徴ちようだったのだ。

　守る者と守られる者のいびつな関係。信頼と愛情が強いほどにはがゆくすれ違う気持ち。それもまた絆きずななのかもしれない。

　シャロウがあれほど厳しい態度でエルザに構う理由が弥や人ひとにも理解できた。

　ふいに弥人はエルザの言った「出来損ない」という言葉を頭の中で反はん芻すうしてみた。

　出来損ない。

　奇き遇ぐうだね。オレもなんだ。そう言いたくなった。

「エルザはきっと優しい子なんだ……」

　気がつくとそんなことを口にしていた。

「なっ……」

　エルザはあっという間に顔を真っ赤にする。

「その優しさはヴァンパイアの家系では出来損ないってことになってしまうのかもしれない。だけど、その優しさが宝物になる場所や出会いがあるかもしれない……。そのときにはエルザの強さも芽を出すよ」

　たぶんね、と弥人は言葉の最後につけ足した。

「なな、なんなのよ……なに言ってるの。あなた、わけわかんないわ……」

「うん。オレもよく分からない。でもそう思った……」

　自分がなぜそんなことを言う気になったのかもよく分からない。弥人は首を傾かしげた。

「……本当にどうしてだろう」

　そこへ再び人が入ってきた。だが今度は客ではない。入り口に立っていた店番の男だ。

「あ！　見つけた！　ちょっと困りますよ！　ちゃんとお代は払ってもらわないと！」

　料金を払わず中に入ったふたりを追ってきたのだ。男は強気な姿勢で迫ってくる。

　しかし弥や人ひとの懐ふところには今六円しかない。エルザも日本のお金は持っていないだろう。

　さてどうしたものかと考えていると、出口のほうからさっきの吸血鬼ヴアンパイアの男が戻ってきてふたりをかばってくれた。

「ちょっと待ってくれ。この子すごいんだよ！　本物顔負けの吸血鬼っぷりでさ、あとから来る客を次々に驚かせてたんだ！　ぼくは感動した！　おかげで目が覚めたよ！　人を驚かせるならああでなきゃ！」

　ふたり──特にエルザはやたらと感謝された。

「うちは資金も人気もないお化け屋敷だけど、やる気と工夫でもう一度お客様を呼び戻そう！　お代？　その人達から取るなんてとんでもない！　ぼくが立て替えとくよ！　給料少ないけどね！　ハハ！」

　そうしてふたりはやる気に満ちた吸血鬼男のおかげで無事解放された。




　出口に案内され、日差しに目を細めながら外へ出る。

「解放はされたけど……また隠れるところを探さなきゃ……」

「そ、そうね……」

　エルザは照れくさそうに鼻の頭をかいている。

「さっきのこと……忘れなさい。いいわね」

　お化け屋敷の雰囲気に呑のまれて自分の弱みを見せてしまったことを恥ずかしがっているようだ。

　自分は由緒あるヴァンパイアの末まつ裔えいなのだ、エルザ様なのだと強がり、自分を大きく見せようとしていたのは、弱さを悟られまいとしてやっていたことなのかもしれない。

　それでも──。

「オレはエルザを嫌いになったりはしないよ」

「なっ……！」

　エルザはまたもや顔を真っ赤にして口をぱくぱくさせた。

「どうしてそんな話になるのよ！　わたしは忘れなさいと言ったのよ！　なんなのよもう！」

　頭のコウモリ達をパタパタさせながら弥人の胸を叩たたく。

「それじゃ行こうか……」

「無視!?」

　弥人はそんなことはなんでもないというように歩き出した。

「ちょっと弥人！」

　こうしている今も、手の目はどこからか自分達を見ているかもしれない。エルザを守るためにものんびりはしていられない。

「ねえ弥や人ひと……弥人ったら！」

　しかしエルザに強く手を引かれて弥人は足を止とめることとなった。

「なに……？」

　すると彼女の様子がさきほどまでとはずいぶん変わっていた。

「なんだか、周りの様子がへんじゃない……？」

「周り……？」

　改めてあたりを見る。昔ながらの民宿があり、和菓子屋があり、木造の電信柱がある。いたって普通の東京の町並みだ。

　だが、やはり普通ではなかった。

「人の姿がない……」

　民宿にも和菓子屋にも、通りにも、人の姿が一切見られなかった。気配もない。

　お化け屋敷に入るまでは多くの人が行き交っていたはずなのに、出てきてみると町には誰もいなくなっていた。

　道路に車は見受けられる。エンジンもかかっている。だが人は乗っていない。

　風景から生き物だけが消えている。

「これは……」

「あたりに妖よう気きを感じるわ……」

　エルザの使い魔コウモリが「ピイ」と鳴いた。

「あれは……」

　前方に立ちふさがる物を見て弥人は息を呑のんだ。

　このあたりは以前にも何度か通ったことがある。のんびり散歩をするのに悪くない町なのだ。

　だが、あんなところにあんな物があっただろうか？

　それは異様な風景だった。

　まず前方には霊れい園えんが広がっていた。いや、霊園と呼べるほど整せい然ぜんとしてはいない。そこは荒れた墓地というほうが相応ふさわしい、不気味な場所だった。

　そして墓地を取り囲むように高い建物が隙すき間まなく立ち並んでいる。それがさらに不気味だった。

　それらの建物は見上げるほどだが、ビルではない。

「ここって……団地……？」

　ここのところ、日本はめまぐるしい経済成長を遂げ、人口も爆発的に増えつつあった。その中で各地にこのような集合住宅が作られ、弥人も目にする機会が増えていた。

「でもずいぶん荒れてる……」

　ネズミ色の壁面にツタがはい、ところどころひび割れてもいる。荒れ果てた建物が壁のように立ちはだかり、弥や人ひと達を取り囲んでいた。

　建物はＡ棟からはじまり、Ｚまであるらしかったが、定かではない。並びかたがめちゃくちゃで、数える気にもなれないのだ。

　各棟はひしめき合うように並んで立ち、均一な窓と各階に走る外廊下をこちらに向けている。

　弥人にはまるで団地そのものが大きな墓場のようにも見えた。

　そこはとうていこの世のものとは思えない空間だった。

　人影のない墓地。墓はか石いし、卒そ塔とう婆ば、枯れた花、荒れ果てた集合住宅。

　ここはどん詰まりだ。

「どうもオレ達、まずい場所に誘い込まれたみたいだ……」

「まずい場所って……」

　エルザが問おうとした矢先、弥人がかぎろひを横に払った。

　飛んできた弾丸がはじかれ、地面に転がった。

「ここは手の目のフィールドだ……！」

　空には太陽は見当たらず、ただどす黒い暗雲だけが立ち込めていた。




　うつひはイズナ達を操り、手の目の居場所を探っていた。自らも町を走りながら各地に散ったイズナと感覚を共有する。

「急がないとエルザちゃんが危ない……！」

　イズナの見る景色が同時にいくつも脳内に流れ込んでくる。うつひは情報を選別し、整理し、消去法で居場所を絞っていった。

　だがうつひは妙な感覚を抱いていた。

「なんだかへんだわ……確かに強い力を感じるんだけど、どうもぶれて感じられる……」

　漠然と感じる力の波動が定まらない。なんとなく力と力が近い場所で重なりあっているように感じられるのだ。

「手の目っていったい何者なのかしら……春はる足たりはどう思う？」

　考えを巡らせながら声をかける。

　うしろからは春足がついてきているはずだった。うつひが手の目を探し、春足を案内するというのがいつもの連携だからだ。

　しかし返事はなかった。不審に思って振り返る。

「ちょっと聞いてるの？　……っていない！　えっ!?　いない！」

　春足の姿はどこにもなかった。

　驚いて立ち止どまるとフー助がうつひのスカートをちょいと引っ張った。フー助は紙切れをくわえている。

「フー助？　それは……？　わたしの背中に貼はられてたの……？」

　紙には文字が書かれていた。しゃがんでそれを受け取り、読み上げてみる。

「走り疲れたので……休憩します……手の目が見つかったら呼べ。春はる足たり……」

　うつひはふらりと立ち上がり、肩をふるわせた。

「は……はは……あははは……」

　そして笑い出す。

　道行く人々がさっとうつひから目をそらし、フー助はうつひの靴にちょんと前足を載せて「お気を確かに！」と主人を見上げた。

　分かっていた。うつひはよく知っているのだ。月つき岡おか探偵社の社長はそういうやつだと。

　これまでこんなことは何度もあった。それでも改めて叫ばずにはいられない。

「はぁるぅたぁりぃ──！」




「ん？　どこかでぼくを呼ぶ声が……気のせいか」

　その頃春足はまんまとうつひを置き去りにして、とある喫茶店でくつろいでいた。

　店内には本棚があり、そこに並んだ古今東西の本はその背表紙だけで訪れた客の目を楽しませていた。一角には掃除の行き届いた古い暖炉がある。冬には活躍することだろう。

　春足は窓際の席でちょびりと紅茶を飲み、背もたれに体をあずけてうんと伸びをした。

「イズナに付き合って町中走ってたらぼくの体がもたない」

　疲れるのがいやで一時離脱したのだった。餅もちは餅屋、適材適所、捜そう索さくはうつひに任せるのだと春足は割り切っている。

「エルザも弥や人ひとがそばについていれば大丈夫だろう」

　普段からこうした考えを口にするたびにうつひには他力本願はなはだしいとなじられるが、春足はそのたびにこう反論する。

「他力じゃない。うつひの力も弥人の力もぼくの物だ」

　だからこれは自力本願なのだ。

　どこまでも自分勝手な考えかただが、決して自分本位ではない、と春足は言う。

　疲れるのがいやだからと喫茶店で休憩するなど、誰がどう見ても自分勝手で自分本位に見えるが、本人曰いわく違うらしい。

　店のドアが開いてベルが暖かみのある音を鳴らした。新たな客が入店したようだ。

　さて、と春足は考える。

　手の目は確かに厄介だが、おおよその特性はつかんでいる。

「やつの手の平に目玉がついていて、それは人間の目とは比較にならないほど遠くまで見通せる。狙そ撃げき手しゆとしてはこれ以上ない能力だ。けど手のうちが知れている以上、対応しやすい」

　カップの三分の二ほどまで減った紅茶の表面に、天井の模様が映り込んでいる。

「あ、手の目なだけに手のうちが知れている……ちょっとうまいこと言ったかも」

　あとでうつひにも聞かせてやろう。




「ここ、相席いいかな？」




　などと考えていると、唐突に話しかけられた。

　顔を上げると、目の前に全身真っ黒の着物に身を包んだ男が立っていた。いや、男かどうかも定かではない。顔すらも黒い布で隠されているのだ。一瞬、影かげ法ぼう師しかとさえ思った。

　それは歌か舞ぶ伎きなどでよく見られる黒くろ子こ、正しくは黒くろ衣ごと呼ばれる衣装だった。

　さきほど入店してきたのはこの人物だったようだ。

　春はる足たりは返事をする代わりにこれ見よがしに店内を見回してから言った。

「……なんだいあんた。ぼくにはこの店、ずいぶん空すいてるように見えるけどさ。今、相席したいって言ったの？」

　黒衣の人物が喫茶店で突然相席を願い出てくる。普通ならうろたえ、しどろもどろになるところだが、月つき岡おか春足は動じない。彼はたいていの変人よりも変人なのだ。

「ほかの席に座りなよ。どうしてもこの席じゃなきゃいやだっていうなら、ぼくが紅茶を飲み終わるまで店のすみにつっ立って待ってるんだね。すみませーん、紅茶お代わりください」

　春足は言いたいことを言うと、最後に大きな声で新しく紅茶を注文した。

　しばらくここをどかないぞ、という意思表示である。意味などない。ただの意地悪だ。

　だが相手も退ひかなかった。

「オレにも紅茶を」

　注文しながら自然な動作で椅い子すを引き、ためらいもなく春足の目の前に座った。

　オレ、というからには男なのだろうが、その声は少年のようでも少女のようでもあった。

「……おい、なんなんだおまえは。聞こえなかったのか？　歌舞伎座から逃げ出してきたばかりで世間のことよく知らないのかな？」

　あからさまに挑発されている。そう受け取った春足は自らもあからさまに相手を挑発した。

　すっかり椅子に収まると、黒衣は表情の見えない顔をこちらに向けて言った。

「つれないことを言うなよ、月岡春足」

「……つれるもつれないもない……待て、なぜぼくの名を知っている」

「名前だけじゃない。いろいろと知ってるぜ。おまえ達のことはな」

　おまえ達、というのが弥や人ひとやうつひを含めた月つき岡おか探偵社のことを指しているのは明白だった。

「名乗り遅れたな、オレは幻術師の路ろ雪せつ。おまえ達の敵だ」

　敵──。

　平穏な喫茶店には似つかわしくない物ぶつ騒そうな言葉だ。店内で春はる足たりの席にだけ異質な空気が漂いはじめていた。

　しかし、そんな中で春足は奇妙な感心を覚えていた。

　妖よう怪かい探偵として日々様々な妖怪や人間と渡り合い、戦っているが、出会い頭にこんなに率直に敵意を向け、それを言葉として告げてくる相手は珍しい。

　少し、この路雪という男に興味が出てきた。

　路雪はこれ見よがしに店内を見回す。さきほどのお返しのように。

「おや、鉄かんな輪わ弥人、南みな方かたうつひとは別行動か？」

　それを見て春足はピンときた。

「……手の目にエルザ暗殺を依頼したのは……おまえか」

　路雪はニヤリと笑う。それが答えだった。

「エルザと行動しているのは弥人かな？　今頃は手の目にうしろから狙ねらわれて大慌てだろうなあ」

　表情こそ見えないが、路雪の口調は実にうれしそうだ。

　路雪は弥人やうつひの行動も掴つかんでいる。つまり、春足がひとりになったところを見計らって接触してきたのだ。

　春足はふんぞり返って尋たずねる。

「それでいったいなんの用だ」

　とても物を尋ねる態度ではないが、これは彼なりの交渉術でもある。

「まさかぼくとお茶を楽しみたかったってわけじゃないだろう」

「それもある」

　即座に返した路雪に対し、春足は沈黙を通した。

「黙るなよ。冗談だ。今日はおまえにひとつ忠ちゆう告こくをしに来てやった」

　路雪は人差し指を立てる。

「今回の依頼、大人しく手を引け。おっと間違えた、これは忠告じゃなく勧告だ」

「ふざけるな」

「塵ちり塚づか怪かい王おうからおまえ達に話が持ちかけられたのは想定外だった。だが今回のエルザ暗殺計画に限りおまえ達とは関係のない計画だから、邪魔をしないならこっちも手出しはしない」

　路雪は塵塚怪王からの依頼だということも掴んでいる。

「今おまえ、今回に限り、と言ったな。それにさっきおまえはぼく達の敵だと言った。つまりエルザ暗殺の一件だけが例外で、通常はぼく達を狙ねらって動いているということだな？」

「さすがは冥めい探たん偵てい。その通りだ」

　そこでまだ若い店の娘がにこにこしながら紅茶をふたつ運んできた。

「お客さん達、ふたりとも真っ黒ですねー。仲良しさんなんですねー」

　話の内容を知らない娘は能天気なことを言って下がっていった。言われてみれば春はる足たりも黒ずくめだ。

　路ろ雪せつが短く笑った。

「仲良し、だとさ。反へ吐どが出るな」

　春足も笑う。

「勝手に道端で吐いてろ」

「相変わらず口の達者なやつだ。探偵なんかやめて弁べん士しにでもなれよ」

　ふたりは笑い合ってからお互いに一口紅茶を飲んだ。

「どうもおまえは……」

　春足が言う。

「ずいぶん前からぼく達のことをどこからか観察していたらしいな」

「ああ、見てたさ。だから言ったろ、いろいろ知ってるってな。いつだったか、子供が何人も連れ去られる事件があったろ」













　言われて思い出す。

　年とし端はもいかない子供達が次々に夕暮れ時に姿を消すという、不可解な事件が頻ひん発ぱつしたことがあった。

　事件解決に乗り出した春はる足たり達は謎なぞを追ううちにある妖よう怪かいの正体を突き止とめたのだが、それが化け猫事件と呼ばれる一連の騒動だ。

「あれもオレが手引きしたことだ。出演こそしなかったが、いわば演出として参加したってところかな」

「あの頃、どうも誰かに見られているような気がしていたが、おまえだったのか」

「それに、ムジナ列車でも世話になった。いや、あのとき世話をしたのはオレのほうだったな。お客様」

　そう言って路ろ雪せつはうやうやしく頭を下げる。

「……あのときの乗務員か！　いったいどういう目的でぼく達につきまとう？」

「ちょっと事情があってな、おまえ達を試させてもらった」

「試すだって？」

「待て、そっちの話はいずれまた、な。今は暗殺計画のことだ」

　路雪はわずかに身を乗り出した。

「ここだけの話、オレはあるお方の命を受けて動いている」

「あるお方？」

　どうやら路雪の上にさらに何者かが控えているらしい。

「ああ、完全無欠にして無双。立てば芍しやく薬やく座れば牡ぼ丹たん、歩く姿は大妖怪と謳うたわれる尊いお方だ」

　路雪は自分のことのように胸を張ってそう言った。ずいぶんな持ち上げようだ。

「そのお方はブラシュコーと五百年以上も前から対立しておられる。過去に何度も大きな喧けん嘩かがあったが、決着はついていない。そこでブラウニング一族の力をそぐためにまずはその娘から始末しようということになったわけだ」

「それでエルザを……」

　あるお方というのが誰なのか、考えを巡らせたが答えは出なかった。さすがにまだ情報が少なすぎる。ブラシュコーと五百年もの間対立しているというからには、かなりの大物だろうが、大物というだけなら春足にも何人か心当たりがあり、絞りきれない。

　路雪は人差し指でテーブルをトントンと叩たたいた。

「というわけで今回の目的はあくまでエルザの命だけだ。さあ、ここまで話してやったんだ、大人しく退ひけ。家に帰って、風呂にでもゆっくり浸つかって、あとのことはすべて忘れて寝ろ」

　ゆっくり浸つかれと言われても、ここのところ風呂ではろくな目にあっていない。

「あれこれ嗅かぎ回って邪魔をするつもりなら、どうなっても知らないぜ。ムジナのふうりみたいにな」

「おまえ……あいつをどうした」

　ふうりは暗殺計画の背後を調べるために動いているはずだ。

　どうしたもこうしたも、と路ろ雪せつは言った。

「いろいろ探っていたみたいなんで、こっちから接触して話をつけさせてもらった。それだけだ」

　それだけのはずがないことは、路雪の露ろ悪あく的な笑みを見るまでもなく分かった。

「言っておくがこちらの組織はおまえ達が思っているようなちんけなものじゃない。ここでも敵対するなら相応の対処をする。いいか、相応の対処ってのは平たく言えばぶち殺すってことだ。無理をして関かかわっても得はないぞ」

　路雪の言葉に春はる足たりはなるほどねえとうなずき、また紅茶をゆっくりと味わった。

　雲の流れが変わり、一瞬太陽を遮さえぎった。

　店内が驚くほど暗くなる。

　春足は路雪に向けてにっこり微笑ほほえんでから口を開いた。

「もちろん断る」

「……なんだと？」

　春足の返事に路雪の声が低くなる。

「おまえの言う組織がどんなものかなんて関係ない。月つき岡おか探偵社の社長はぼくだ。引き受けた依頼をどうするかはぼくが決める。損得ももちろん大事だが、ぼくが気に食わないと思えばどんな相手だろうと必ず捕まえて拷ごう問もんする」

　それが月岡探偵社のやりかただ、と言って春足は静かにカップをソーサーに戻した。それからついでにと路雪を指さす。

「言っとくがふうりのバカを人質にしようとしてもむだだぞ。ぼくにとってあいつはただの奴ど隷れいだ。皮をはいで毛皮にするなりタヌキ鍋なべにするなり好きにしろ」

　言いつつも春足は、あいつはそう簡単には死なないだろう、と高をくくってもいた。あれでふうりはなかなかしぶとい。

　路雪は黒い布の向こうから春足をにらみつけている。

「こっちとやり合うつもりか。バカなやつだ。そのむだな意地が命取りになるぞ」

「命取り？　それがどうした。命なんて安いものさ。矜きよう持じに比べたらな」

「言ったな。吐いた唾つば飲むなよ？」

　特別な身じろぎこそしていないが、路雪の周囲に噛かみつくような殺気が立ち込めた。

「春足、おまえは手の目だけなら自分達でどうとでもできると内心思っているだろうがな、エルザをしとめるために動いているのがやつだけだと思うなよ」

　路ろ雪せつは今更のように角砂糖をつまみ上げた。

「……ほかにも暗殺者がいるのか？」

　その不穏な言葉に春はる足たりは思わず身を乗り出したが、路雪はそれには答えず、さらにこう続けた。

「それから、オレも暗殺のために町にちょっとした仕掛けを施しておいた。ちょうど今頃弥や人ひとやエルザはそこにはまり込んでいるだろうよ。大丈夫かなあ、あのふたり……」

　子供のように笑い、路雪は角砂糖をふたつ、紅茶の中に落とした。それらはほとんど音もなくカップの底に沈んでいった。

「オレの術で作ったあの空間は簡単には抜け出せないぜ。ほら、はやく助けに行ってやらないとふたりの命が危ないぞ。もっとも間に合うかどうか……」

　路雪がカップから顔を上げるとすでに目の前の席に春足の姿はなかった。

「ありがとうございましたー」

　店員の声と共に背後でドアのベルが鳴る音がする。

　路雪はすっかり甘くなった紅茶を飲み、肩をすくめた。

「はは！　大慌てで飛び出していきやがった」

　愉快愉快、などと言っていると店員の娘がおずおずとやってきて路雪に伝票を差し出した。

「ん？」

　そこに目を通して路雪は思わず固まる。

「……待て、なんでオレがあいつの分まで払わなきゃならないんだ」

「でも今出て行かれた学生さんが、お会計は友達が払いますって……」

「……あ、あいつ！」

　思わず椅い子すから立ち上がりかけたが、娘に阻まれた。

「困ります！　お代は払っていただかないと！」

　思わぬ強い物言いに路雪はしぶしぶ懐ふところを探った。

　持ち合わせを確認すると、やがてゆっくり顔を上げて娘に言った。

「……つけといてもらえます？」




　当たり前のように路雪に会計を押し付けて喫茶店を出た春足は、迷うことなく通りを左に駆け出した。

「そのまままっすぐ！　手の目はそこから二駅越えたあたりよ！」

　どこに控えていたのか、春足の肩にはすでにイズナの一匹が飛び乗っていた。無線のようにイズナの口を介してうつひの声が聞こえる。

「あちこち探ってようやくわずかな妖よう気きを察知したんだからね。それで、どうも弥や人ひと達はやっかいな結界の中に閉じ込められてるみたい」

「結界か……」

　路ろ雪せつの言ったことは本当のようだ。

「わたしはもうすぐその場所に着くから、そうしたらなんとか結界に穴を開けてみるわ。さぼってた分、春はる足たりにはあとでしっかり働いてもらうからね！」

「さぼってたわけじゃない。ちょっと黒幕とお茶してたんだ」

「なによ見え透いたうそついて！　喫茶店で休んでたんでしょ！　紅茶飲んだんでしょ！」

　事実を伝えたのだが、信じてもらえなかった。日頃の行いのせいもあるだろうが、喫茶店でくつろいでいるところに黒幕が現れる、などということはうつひでなくてもすぐには信じられないだろう。

「うつひ、おまえここから二駅越えたあたりだと言ったな。そこに弥人達もいるのは間違いないと思うが……」

　走りながら春足はそう推察する。

「だけど──」

　ひとつ大きな問題があった。

「遠い！　二駅も走っていられるか！」

　春足には体力も根性もないという問題が。

「弥人のやつ、いくら逃げるためといっても遠くまで走り過ぎだ！　あとで文句言ってやる！」

　早々に走ることをやめ、文句を言いはじめた。

「ちょっとー！　わたしだって今がんばって走ってるのに！」

　イズナから聞こえるうつひの息も上がっている。

「ぼくが全力で走るのは恨みのある相手を追いかけまわすときだけだ！」

　高らかにそう宣言し、道路に向かって手を挙げる。道路には乗用車、オート三輪、長距離トラック、バイク、タクシーなどが行き交っている。

「タクシーを捕まえようっていうの？　そんなお金はないでしょ！」

　探偵社の悲しい財政事情を明かしながらうつひが制止しようとする。

　だが春足は関係ないねと笑い、そのまま道路の真ん中に歩み出た。まるでここは自分の家の庭先なのだとでもいうように。

　そこへちょうどやってきた一台の黒塗りの車が、激しいブレーキ音を響かせて道路を滑った。

「ちょっと春足なにやってるのよー！」

　あわや人身事故かと思われたが、車は春足の目の前十センチの距離で停止した。

　春はる足たりのとんびコートがふわりと揺れ、遅れて地面にこすれたタイヤの焼けたような匂においが漂った。

「町を走るすべての車両はぼくの足だ。ちょっと利用させてもらうよ」

「ななな、なんてことを！　もーこれでまた月つき岡おか探偵社の評判が……！」

　落ちる落ちる！　とうつひは頭を抱えている。

　やがて急停止した車の助手席の窓からサングラスをかけた大男が顔を出した。

「コラァ！　いきなり飛び出したら危ねえだろこのガキ！　死にてえのかボンクラ！」

　男はもっともな暴言を吐きながら窓から出した腕を振り回している。どこからどう見てもカタギの人間ではない。

　春足は気にもせず回り込んで横から車内を覗のぞき込んだ。

　車には他に強こわ面もての男がふたり乗っていた。それでも春足はそんなものはなんの問題でもないというように笑顔を浮かべて言った。

「すみませんが緊急事態なのでつべこべ言わずぼくの足になってください」

　その笑顔は「お嬢さん、買い物袋からオレンジが落ちましたよ」というセリフに置き換えてもなんの違和感もない完かん璧ぺきな笑顔だった。

「ああ！　てめえは！」

　ふいに後部座席から顔を出した男が叫ぶ。

「月岡春足！」

　名を呼ばれて春足のほうでもおや、と気づく。

「その黄色いシャツに紫色の背広、流ながれ田だ組の室むろ田たさんじゃないですか！」

　そのあり得ない組み合わせの服を着こなす男は、先日月岡探偵社に仕事を依頼してきたヤクザ組織、流田組の構成員である。仕事の依頼の際にも会ったが、それ以前にも面識があった。

　よくよく見ると運転手も助手席の男も見覚えがある。

　春足は笑顔をさらに深めて言った。

「わあ！　こんなところで会うなんて偶然ですね！　でも助かりました！　ぼく、仔こ猫ねこを助けようとして思わず道路に飛び出しちゃったんです。それですぐに行ってもらいたいところがあるんですよ」

　一分の隙すきもない純じゆん真しん無む垢くな表情と仕草だった。そうしていると普通の子供にしか見えない。しかし室田は知っている。こんな外そと面づらはまがい物で、その本性は拷ごう問もん愛あい好こう冷血少年だということを。

「なに支し離り滅めつ裂れつなこと言ってやがんだ！　猫なんてどこにも……っておい！　勝手に車に乗り込んでくるんじゃ……押すな！　あ！　今蹴けったろ！　蹴ったな!?」

　室田の抵抗むなしく春足はちゃっかり車に乗り込んでしまった。

「さあさあ出発ですよ！」

「誰がてめえの足になんかなるか！　降りろこの猫かぶり！」

「なにもかぶってなんていませんよ。あ、猫と言えば、室むろ田たさん猫を飼ってたりしますか？」

　唐突な春はる足たりの質問に室田はうろたえる。

「な、なんだ急に……ヤクザが猫飼ってちゃ悪いかよ……ミーちゃんはオレの心を癒いやしてくれる天使なんだぜ」

　飼っているらしい。しかも溺でき愛あいしている。

「やっぱり！　背広にそれらしい毛がついていたので。ミーちゃんって言うんですね。さぞかしかわいいんだろうなあ！　肉球はまんまる柔らかいんだろうなあ！　でも、心配だな……近頃はどんどん車も増えてるし、ある朝起きたらミーちゃんが自宅の前の道路で……あるいは腹を空すかせた大型の野犬の群れが……」

「おいやめろ」

「小さな体を抱き上げて何度その名を呼んでも、もうミーちゃんは……」

「やめてくれ！　ミーちゃんにだけは手を出さないでくれえ！」

「だったらさっさと車を出せ」

　すでに春足の顔から微笑ほほえみが消えている。

「はい……」

　車は従順に発進した。
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　妖よう怪かい手の目が暗殺稼か業ぎようをはじめて久しい。なぜそんな道を選んだのか、知る者も問いかける者もいない。

　依頼があればどんな相手も無む慈じ悲ひに殺す暗殺者の過去など誰も気にしなかったし、彼自身も語らなかったからだ。

　手の目について分かっていることはふたつだけ。

　ひとつ、目が見えないことと引き換えに、手の平にある目が遥はるか遠くまでを明めい瞭りように見通すということ。

　ふたつ、それ故に彼が超一級の狙そ撃げき手しゆであるということ。

　弥や人ひととエルザは近くの墓はか石いしの影に身を低くして隠れていた。

　ほんのわずかだけそこから顔を覗のぞかせて前方を窺うかがった。そこには集合住宅が巨大な墓石のようにそびえている。その光景はまるでどこかの誰かが描いた騙だまし絵のように見えた。

　そんな不気味な建物群がこちらを包囲するように弧を描いて左右に伸びている。まるで一歩もこの場から逃がさないとでもいうように。

　突然、弥や人ひとの前髪を銃弾がかすめていった。弥人はすぐに身を引いて隠れた。

「どこからか狙ねらわれてる。手の目がこっちを見てる……」

　心配そうにこっちを見るエルザに大丈夫だと身振りで伝え、弥人はその場から見える範囲で周囲を確認した。

　足下には粘り着くような霧が立ちこめ、枯れた草が茂っている。あたりには墓はか石いしが無む秩ちつ序じよに乱立し、その場の寂せき寥りよう感を高めていた。

「ここっていったいなんなのかしら……わたし達さっきまで町にいたはずよね？」

「妙な空間に誘い込まれたみたいだ。本来こんなところに団地も墓地もない。断言してもいい……」

　それにしてもこの地形はまずい、と弥人は小さくつぶやいた。

「ここ、手の目が狙そ撃げきをするのにうってつけの形になってる」

　おそらく手の目はあれらの建物のどこかに潜ひそんでいるのだろう。あるいは場所を変えながら撃っているのかもしれない。こちらからは相手の姿は見えず、相手からはこちらが丸見え。これでは一方的に狙い撃ちされるだけだ。

「手の目がどうやってこの異空間を用意したのかは分からないけど……今のままじゃこっちが不利だ」

　いつの間にか背後にも無限の墓場が広がっている。いまや普通の町並などどこにも見当たらない。

「こんなことになるなんて……」

　エルザはぎゅっと目をつむり、膝ひざを抱えた。

　命を狙われているという事実を、ここにきて急激に生々しく感じたのだろう。

「エルザ」

　弥人は彼女を落ち着かせるように団地を指差し、いつもと変わらぬ口調で言った。

「あの中に避難しよう」

　マンションであるだけに各階へ上がるための階段や窓などが見られ、そこから中に入ることができそうだ。

　手の目はあの中のどこからでもこちらを狙える。今も狙っているのだろうが、建物に入ってしまえばそうはいかなくなる。

「手の目の銃弾をうまくかいくぐってあの中に逃げ込めれば、少しは状況もましになるかもしれない」

「かいくぐるって……そんなの危険だわ！」

　弥人は腰を浮かせていつでも動き出せる姿勢をとった。

「でもここでじっとしていてもジリ貧だ。オレが引きつけるからその隙すきに行って」

「それならわたしが囮おとりになるわよ！　これでもヴァンパイアなんだから銃で撃たれても……死ぬほど痛いけど……そう簡単には死なないわ！」

　エルザのその口ぶりでは痛みは人間もヴァンパイアも平等のようだった。

「心臓を杭くいで串くし刺ざしにされでもしたら別だけどね。でも弥や人ひとは人間なんだから撃たれたら大変よ。知らないの？　人間って簡単に死んじゃうんだから！」

「よく知ってる」

　興奮するエルザをなだめるようにそっとうなずく。

　それは本当に、よく知っている。

「だったら……きゃあ！」

　なおも身を乗り出してきたエルザが突然強い力に押されたみたいに体勢を崩した。

　同時に、身を隠していた墓はか石いしが乾いた音を立ててくだけ、銃声が耳に届いた。

「うっ……！」

　エルザは肩を押さえている。

「エルザ……！　撃たれたのか！」

「大丈夫……かすっただけよ……」

　エルザの洋服は破れ、押さえた手の間から血がにじんでいる。

「手の目……！　もう狙そ撃げき場所を移動したのか……」

　それにしてははやすぎる。

「エルザ、傷口を見せて……」

「大丈夫だってば……。さっきも言ったけどヴァンパイアはこのくらいの傷すぐに再生して……あ、あれ……？」

　強がるエルザだったが、傷口を見て困惑した表情を浮かべる。

「なんで……？　治らない……」

　彼女の傷口からは、わずかずつではあるが確実に血が流れ続けている。こんなことははじめてだというように、エルザは不安そうに顔を上げた。

　使い魔のコウモリも心配そうに鳴いている。

「これは……」

　弥人はたった今くだけた墓石を調べた。そこにはエルザの肩をかすめた弾丸がめり込んでいた。弥人はそれに手を伸ばす。

「銀の弾丸だ……」

「えっ！」

　弥人の言葉を聞いてエルザは目を見開いた。

　銀の弾丸についてお互いに共通の知識を持っていると察し、弥人はうなずいた。

「古くから西洋の悪魔退治に用いられている特殊な弾丸だ」

「お父様から聞いたことがあるわ……。魔を浄じよう化かする力があると言われていて、それはわたし達ヴァンパイアにも有効だって……」

　弥や人ひとは自分の着物の袖そでを破り、包帯代わりにエルザの肩に巻きながら奥歯を強く噛かんだ。銀の弾丸のことに思い至るのが遅かった。ヴァンパイアの娘を暗殺しようというのだ、これくらいの準備はしていて当然だ。

　とにかく、これでますますのんびりしてはいられなくなった。いつ次の射撃が行われてもおかしくない。

「エルザ、走れる？」

「ええ」

　問答をしている場合ではないことがエルザにも分かったようで、決心したように立ち上がった。

「普通、狙そ撃げき銃じゆうの弾速は音速の倍かそれ以上はある。だけどさっき墓はか石いしに弾たまが着弾したとき、銃声も同時に聞こえた。ということは手の目の使っている銃の弾速は普通の物よりずいぶん遅いってことになる。相手の武器に関してはまだ不可解な点はあるけど、遅い弾ならオレもなんとか防げる」

　弥人はそう言って今いる場所から左手に見えるＧ棟、その一階の窓を指差す。

「あそこが一番近い。振り返らず走って、ガラスを割って中に飛び込むんだ」

「分かった……でも弥人はどうするの？」

　問われて弥人は胸元で両手を合わせた。

「こうする……」

　そしてそれをゆっくり開いていった。

　そこに意識を集中し、練り、強固にしていく。

　やがて力は書物の形をなしていった。

「鉄かんな輪わ武ぶ具ぐ録ろく──」

　淡く光を放つ彼ひ岸がんの書である。




「百九十一頁ページより抜ばつ粋すい矢番つがえ、妖よう弓きゆう『梓あずさ弓ゆみ』」




　不思議な書物の頁の中から取り出したのは、世にも美しい形をした弓と矢だった。

　敵が遠距離にいるのならこちらもそれに適した武器を選ぶ。

「走れ！」

　弥人の合図と共にエルザは、それこそ放たれた矢のように勢いよく駆け出した。

　弥人もそのあとに続いて走る。走りながら周囲に意識を巡らせた。

　するといくらも進まぬうちにエルザの右後方に気配を感じた。

　すばやく矢を番える。

　狙ねらいを定めて弓を引くと、矢は空を切ってまっすぐ飛んでいった。

　かと思えば矢は空中で花火のようにはじけ、光の欠片かけらとなって散った。

　飛んでくる銀の弾丸に命中し、空中で相そう殺さいしたのだ。

　銃声と、矢のくだける音が混ざり合って周囲に響き、奇妙な残響を残した。

　弥や人ひとはすぐに二の矢を構える。

「手の目……おまえの居場所、見つけたぞ」

　弾丸の飛んできた方向、角度から手の目の狙そ撃げき場所を特定した弥人はそちらへ向けて大きく弦つるを引いた。

　が──その瞬間、奇妙なことに気づいた。

　手の目があの位置にいるのだとしたら、さきほどの攻撃はどういうことなのだろう。

　あの位置から墓はか石いしの陰に隠れたエルザを狙い撃つことは不可能なはずだ。

　ではいったいどうやって──。

　迷いから弓を射ることを一瞬ためらったそのとき、再び銃声がした。

　しかし構えた方向から弾丸は飛んでこない。

　いや、それはすでに飛んできていた。銃声が耳に届いたときには弾たまはすでにいずこかへ着弾しているのだ。

　そのときエルザはようやく目的の窓の前に達していた。調べると窓を破るまでもなく鍵かぎが開いており、楽に入ることができた。













　ひとまず胸をなでおろし、うしろの弥や人ひとに声をかけた。

「弥人！　中に入れたわ！　あなたもはやくこっちへ……」

　だが言いかけて目を見開く。弥人の背中が、赤く染まっていた。

「血……！」

　エルザは思わず口元を押さえる。

「オ、オレを狙ねらっていたの……か」

　弥人の体が大きくよろめき、彼は膝ひざをついた。




　手の目はＢ棟四階にある部屋の窓から片方の腕を伸ばし、標的の様子を探っていた。

　片膝をつき、とっくりから直接酒を飲む。

　彼の伸ばす手の遥はるか先には弥人の姿がある。ぼんやりと霧の立ち込めるこの環境では、普通の人間の目には弥人の姿などとうてい黙視できない。だが手の目には弥人の髪一本の揺れすら明めい瞭りように見えていた。

「護衛の少年に命中した」

　そう報告する手の目に、暗がりにいる別の何者かが言った。

「やったな相棒。オレとおまえならあんな小僧ひとりわけないぜ。よく乾いたマッチに火をつけるより簡単なことだ」

「だがまだしとめてはいない。あの少年、とっさに体をひねって致命傷をまぬがれたようだ。わたしの弾たまに矢を合わせたことといい、舐なめてかからないほうがよさそうだ」

　彼の言葉に姿の見えないもうひとりは肩をすくめてみせた。

「見ろ、もう体勢を立て直して建物の中に身を隠した。あの年にしてすでにかなりの場数を踏んでいる」

「分かったよ。おまえがそう言うんならオレも気を引き締しめるよ。横綱のまわしみたいにな。それで次はどうする？　あのヴァンパイア、屋敷の中に入っちまったぜ。オレの力なら相手が物陰にかくれたって打ち抜けるが、あまり連発はできないし、仕切り直しもかねて念のため狙そ撃げきポイントを変えるかい？」

　だがその口調は変わらず軽く、どこか皮肉めいている。

　手の目は開ひらいていた手を握り、目を休ませた。

　不思議なことに彼はどちらの手にも銃など握っていなかった。それどころか足下にも、周囲にも、武器らしい物は見当たらない。

「移動しよう。ひとつの場所にとどまるのは縁えん起ぎがよくない。我々は常に流れ、とどまらず今日まで歩んできた。今だってそうする」
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「いくら依頼でうちの若頭を助けたからって、組の車を足代わりに使おうなんざ……」

「一の二の四の五の言わずに進め」

　室むろ田たの文句は春はる足たりの一言によってかき消されてしまう。春足は車の後部座席にどっかりと腰を下ろして脚を組んでいる。

「いつ一の二のなんて言ったよ！　なんてむかつくガキだ！」

　室田は首でも絞めてやろうかと考えたが、思いとどまる。室田は先日の若頭襲しゆう撃げきの際、実は現場を遠くから監視しており、春足の恐ろしさをいやというほど見たのだ。それに春足は今となっては組の若頭の命の恩人で、八やつ矢や本人も春足のことをずいぶん気に入っているという。下っ端の室田がうかつに手を出すわけにはいかない。

「くそ！　いつぞやの駄菓子屋で会ったときはただの口の悪い小僧だと思ったのに。おい、本当ならてめえなんかオレの必殺四の字固めで泣かしてやるところだぜ」

　室田の言葉に助手席の大柄の男が嬉き々きとして言う。

「兄貴の四の字固めは痛いてえぞう！　痛すぎて四どころか五の字に見えてくるほどなんだぜ！」

　意味が分からない。

「妙な能力抜きでタイマン勝負したらてめえみたいな細いガキ、この室田様が六秒で病院送りだ」

　なんともきりの悪い秒数だ。

　室田の煽あおりに対して、今度は運転している眼め鏡がねのインテリ風の男が言う。

「兄貴の言ってること分かるか？　妙な能力を使われたら自分のほうが六秒で病院送りにされてしまうから使わないでねって意味だぞ」

「余計な解説してんじゃねえ！」

　そんなヤクザ達の漫才を聞き流し、春足は前方に目を向けていた。

「このあたりのはずだけど……」

　すると道の先に、少女がひとり立っていた。

　こちらに背を向け、なにもない空間に両手を伸ばしている。後ろ姿でもすぐに分かる。うつひだ。

　彼女は周囲にイズナ達を配置して意識を前方に集中させている。一見するとうつひの前にはなにごともない町の風景が続いているだけだが、春足には分かった。あそこが結界の境目なのだ。

　うつひはすでに結界破りをはじめている。

「路ろ雪せつめ、大方自分の結界が破られることはないと高をくくっていたんだろうが、甘いな。うちにはうつひがいる」

　やがて徐々に景色が歪ゆがみはじめた。

　水面に手の平をつけたときのように、空間に幾いく重えにも波は紋もんが広がり、それによって景色の歪みはさらに進んでいった。

　うつひの力によって結界そのものがあらわとなっていく。

「みんな！　あちこち齧かじってやりなさい！」

　うつひがイズナ達に命じると、彼女の影の中から特別食いしん坊な十匹が現れてその歪んだ空間に噛かみついた。

　結界を食べているのだ。

　イズナがひと齧りするたびに空間そのものがまるでせんべいのように次々と欠けてゆく。「うまい！　しょうゆ味が効いてます！」とムジナ達は嬉うれしそうだ。

　うつひが結界を顕けん在ざい化させ、それをイズナに取り除かせる。うつひならではの結界破りの法である。

　やがて穴の開いた空間の向こう側にまったく別の風景が覗のぞいた。

　車の中で騒いでいた室むろ田た達も前方の異常に気づいて声をあげる。

「な、なんだありゃあ！」

　不気味な空間につながるトンネルにヤクザ達はそろって足をばたつかせた。

　春はる足たりは窓から身を乗り出して叫んだ。

「うつひ！」

　振り返ったうつひは、自身も結界の中に入りながら春足を招いた。

「春足！　急いで！　また結界が閉じちゃう！」

「分かってるよ」

　春足は体を車内に戻すと今度は前に身を乗り出し、運転席の眼め鏡がねの手下の肩を叩たたいた。

「運転手のお兄さん、このまままっすぐお願いしますね」

　それを聞いて室田があらがう。

「お、おい！　まっすぐって、まさかあの中に入ろうってのか……？　ふざけんな！　オレ達は関係ねえだろう！　行くなら車から降りててめえひとりで行きやがれ！」

「室田さん、今度ミーちゃんに会いに行ってもいいですか？」

「行くよチクショウ！　眼鏡！　アクセル踏め踏め！　なんだ雨か!?　ワイパーも動かせ！　あ、こりゃオレの涙だったわチクショウ！」

　そして車は春足の遠回しな脅きよう迫はくに屈する形で不気味な異空間へ激走していった。






　第四章　お仕置きしてやる







　弥や人ひとは背後から飛んできた銃弾について考察していた。そして己の不覚を恥じる。

　浅せん草そう寺じでの狙そ撃げきの時点で気づくべきだったのだ。

　手の目の使っている狙そ撃げき銃じゆうは普通ではない。銀の弾丸を使用していることもそうだが、おそらく銃その物が特別製なのだ。だから通常ではありえない軌道で弾たまが飛んでくる。

　背中を撃たれた直後、弥人はエルザの肩を借りて集合住宅Ｇ棟一階に避難していた。そこは一般家庭によく見られる平凡な台所で、磨すりガラスには昔のヒーローの色あせたシールが張られていた。

　室内も外と同様に薄暗い。

　台所、居間、寝室、風呂、トイレ。

　一世帯あたりの間取りも取り立てて変わったところはない。それどころかテーブルの上の急きゆう須すや醤しよう油ゆ、使い古されたガスコンロ、水切りかごに伏せて置かれた茶ちや碗わんなど、あちこちに生活感がただよっており、とてもここが現実とは違う空間だとは思えない。

　まるでついさっきまでここで仲のいい家族が暮らしていたかのようだ。

　だが、誰もいない。

　だからこそ不気味だ。

「き、傷の手当をしなきゃ……」

　弥人を椅い子すに座らせると、エルザは弥人の背中の傷を確かめた。

「ひゃ！　血！　血だわ！」

　しかし弥人の血を見るとすぐに目を背けてしまう。

「大丈夫だよ、なんとかかわしたから致命傷にはなってないと思う……」

　弥人は心配ないというように体を動かしてみせる。もちろん痛みはあったが、顔には出さない。

「それに手の目が使ったのが銀の弾丸だったのが幸いしたよ。銀は鉛の弾丸に比べて強度が低くて、その分単純な殺傷力は下がるって聞いたことがある」

　ヴァンパイアには有効だが、それ以外の生物にはあまり有効ではないのだ。

「でも、そのままってわけにはいかないでしょ！　黙ってこのわたしにま、任せなさい！」

　その様子から弥人は改めて感じる。

「エルザ、本当に血が苦手なんだね……」

「苦手だけど！　ほっとけないでしょう！　えっとえっと……なにか使えそうな物……」

　誰かの手当をするなどお嬢様のエルザには経験のないことらしく、彼女はしばらくその場であたふたしていた。だがやがて自分の足下を見下ろして「あ」とひらめく。

「……しかたないか」

　決心したようにそう言うとエルザは自分のスカートの裾すそを裂きはじめた。

「わーん、お気に入りのドレスだったのにー！」

　エルザは目に涙を浮かべて嘆いている。

「弥や人ひとのバカー！」

「ごめんね」

「謝るなー！　わたしを守ろうとしたんでしょー！　わーん！」

　悔しいやら申し訳ないやらで若干の幼児退行を見せつつも、エルザは裂いた布を弥人の体に巻いていった。

　その間に弥人は改めてさきほどの攻防について考えた。

　あのとき、自分が背中を撃たれた直後、間髪いれず追撃されていたら危なかった。だが手の目はそれをしなかった。なぜそうしなかったのだろう？

　いや、あるいはそれができなかったのかもしれない。

　弾たまを込める手間もあるだろうが、もしかすると一発撃つたびに少なくない妖よう力りよくを消費しているのかもしれない。

　手の目はあの不可解な軌道を持つ銃弾を無む尽じん蔵ぞうに連発できるわけではないらしい。

　ひとまず弥人はそう結論づけた。

「弥人……あなた、ほかにも傷があるのね」

　エルザの言葉にふと振り返る。

「ずいぶん古い傷みたいだけど……妖よう怪かいと戦ってついたの？」

　遠えん慮りよがちなエルザの問いに、弥人は少し間を置いてから答えた。

「うん。色んな妖怪と戦ってきたからね」

「探偵ってそういうものなの？」

「この傷は……昔のものだよ」

「そう……」

　エルザは慣れない手つきで包帯代わりに布を巻く。案の定途中で上う手まくいかず、なんどかやり直していた。

　上手くできない自分が情けなかったのか、エルザはつい弱音を吐いてしまう。

「こんなときシャロウがいてくれたらすぐに手当してくれるのに……」

　使い魔のコウモリ達もシュンとしている。

「きみは本当にシャロウさんを信頼してるんだね」

　そう言われてエルザは慌てて否定する。

「そ、そんなことないわ！　あんな口うるさい従じゆう者しや！　ブラウニング家の娘として恥ずかしくないようにってなにかにつけてそればっかりなんだから」

　話を聞くと勉強、マナー、稽けい古ことエルザが求められるものは多いようだった。

「それがいやでわたしはこうして抜け出してきたのよ！　シャロウがいなくてせいせいしてるくらいだわ！」

　必死で強がるエルザに弥や人ひとは静かに言った。

「でも、本当にいなくなっちゃったら、きっと悲しいよ」

「そ、そんなこと……」

「悲しい」

　その弥人の様子にエルザの手が止とまる。

「弥人……もしかして昔悲しい別れがあった……？」

　隣の部屋の置き時計がチクタクと針を鳴らしている。その音は均一に耳に届いていたが、秒針は同じ場所を狂ったように指し続けていた。もう永遠に、進むことも戻ることもないのだというように。

「できたわ」

　やがてエルザが軽く弥人の肩を叩たたき、応急手当がすんだことを告げた。

　床に着くほどだった立派なドレスの裾すそは、今では膝ひざ丈たけになっている。

「うん、これはこれで動きやすくなったからいいわ」

「姉みたいな人だった」

　ふいに弥人は小さくそう言った。それがさきほどの質問に対する答えだとエルザが気づくのに少し時間がかかった。

　そして弥人の言葉はエルザの質問を肯こう定ていしたも同然だった。

「美み織おりは……いつもそばにいて、小さなオレの世話をしてくれていた。みんなはその人のことをただの下女として扱っていたけど」

　オレにとっては姉だった。

「その人は……？」

「もういない」

「え？」

「オレが殺したんだ」

　縁えん側がわのガラスが割れ、銀の銃弾が飛び込んできたのはそのときだった。

「きゃあ！」

　弥人は、あり得ない角度で弧を描き飛んできた銃弾を、ぎりぎりのところで払いのける。かぎろひを出すのがあと一瞬でも遅ければやられていた。

「休憩はおしまい……」

　弥人は素早くエルザの手を引き、自分のそばに引き寄せた。

「ねえ、あそこから外へ出ましょう！」

　エルザが指差したのは玄関のドアだった。あそこからは各住宅の玄関がずらりと並んだ外廊下に出ることができる。探せば上の階に続く階段もあるだろう。

　確かに身動きのとりづらい部屋の中では的にされやすい。とにかく外に出て少しでも移動しながら手の目の潜伏場所を探すのは悪くない考えのようにも思われた。

　しかし、弥や人ひとは玄関に背を向けた。

「たぶん手の目はそれを狙ねらってる。なんの障害物もない外廊下に出たらなおさら狙そ撃げきされやすくなる」

「わたし達を表にいぶり出そうとしてる……？　それならどうすれば……」

　焦りを見せるエルザに弥人は言った。

「こうするんだ」

　そしてまま床ぎりぎりまで腰を落としてから真上に飛んだ。

　その勢いを利用してかまえていたかぎろひを天井に突き刺す。すさまじい音がして天井の一部が崩れ落ちた。

　もうもうと舞い上がる埃ほこりが晴れると、そこには人が優に通れるほどの穴が開いていた。

「これで二階へ上がれる」

　呆ぼう然ぜんとしているエルザを尻目に、弥人はそこから二階の部屋に上がった。

「ほら、こっち」

　なにごともなかったというように穴から手を差さし伸のべてくる弥人を見てエルザは言った。

「弥人、あなたって……ユニークだわ」




　二階へ上がるとそこは洋間で、カーテンは閉め切られていた。こういった集合住宅では間取りはどの階もおおむね同じかと思われたが、そうではなかった。

　ここは作られた異界なのだ、階層ごとに空間がでたらめにずれているのかもしれない。

「ちょっと待って」

　あたりを探ろうとした弥人を制してエルザが前に出る。

「ウープ、エコロケーション」

　彼女が命じると使い魔の一匹が元気にひと鳴きした。

　エルザは耳をすませるように目を閉じていたが、やがて弥人に向き直り、言った。

「大丈夫。ここには誰もいないわ」

「分かるの？」

「音を反響させて周囲の状況を探らせたの」

　そういえばコウモリはそうして地形や獲物の位置を知るのだと本で読んだことがある。

「すごい」

　弥人は思わず目を輝かせた。

「ま、まあこのくらいのことはね？」

　あくまで使い魔のコウモリを誉ほめ称たたえたのだが、エルザは自分が褒ほめられたと思って照れている。

「そうだ、オレもひとつ確認しなきゃ……」

「確認？」

　弥や人ひとはあえてカーテンの前に立ち、様子をうかがった。

「ちょ、ちょっとそんなところに立って撃たれでもしたら……」

　弥人の行動にエルザが慌てる。

　しかし一向に銃弾は飛んでこない。そのことから弥人はひとつの仮説を立てた。

「手の目は人間よりもずっと遠くの物を見ることができるって聞いたことがある。だけど、壁や障害物を透視するような、千せん里り眼がんの力はないみたいだ」

　仲なか見み世せ通りから路地へ隠れたとき、この異空間で墓はか石いしの陰に隠れたとき、そしてそこからＧ棟一階の部屋に逃げ込んだとき。いずれもあの奇妙な軌道を描いて追つい尾びしてくる銃弾で狙そ撃げきされた。おそらくそれは隠れるところを遠くから見られていたからだ。身を潜ひそめた場所さえ分かっていれば特殊な銃で狙撃することができる。

　しかし町でお化け屋敷に逃げ込んだときはそれがなかった。

　そして今も攻撃はない。つまり──。

「手の目は今オレ達を見失ってる。今のうちに相手を見つけるんだ」

　弥人は軽く壁に手を触れて確かめたあと、助走をつけて壁にかぎろひを振り下ろした。

　一瞬、部屋が小さく揺れ、またそこに穴が開いた。これは妖よう怪かい退治の力とはあまり関係ない。純粋な力と技術によるものだ。

　穴をくぐって移動しながらエルザはつぶやく。

「もぐらにでもなった気分だわ」

　エルザも弥人もすっかり埃ほこりまみれだ。エルザは自分の頭の上につもった埃を手で振り払いながら言った。

「暗殺者を見つけるって言ったわよね。それならわたしに任せて。ウープ、イーリ」

　彼女が一声かけると、髪留めの役目を果たしていた二匹のコウモリがピイと鳴いて羽を広げた。パタパタと小さな音を立ててウープとイーリはエルザの頭から飛び立つ。それによってエルザの髪ははらりと解ほどけた。

「この子達にあたり一帯を探らせてみる。あなた達、お願いね」

　エルザが人差し指を立てて指示を出すと、二匹は「ガッテンです」とばかりに換気扇の隙すき間まから外へ出ていった。

　解けた髪を撫なでつけながらエルザが言う。

「ちなみにどっちか一匹だけ放ったときはポニーテールにするのよ」

　なぜか得意げだ。しかし弥人はそのことには特に反応を示さず、またかぎろひを構える。

「念のためオレ達ももう少し場所を移動しておこう」

　不満そうに頬ほおを膨ふくらませるエルザを下に待たせて、弥人は慎重に三階へ上った。開けた穴から上半身を出して部屋を探る。

　そこは今までに比べればずいぶん整理された部屋だった。壁には書架、柱には日めくりカレンダー。書斎だろうか。部屋はいっそう薄暗い。

　戸が三寸ほど開いていて、その向こうに台所が見えた。さらにその奥には脱衣所があり、風呂場に通じる引き戸がどこからか差し込む光を反射させて薄ぼんやりと光っている。

　周囲を探りながら上がったとき、台所のほうから人の声が聞こえた。

「ああ……こわい……！　いったいなんなの……うう……」

　エルザではない。彼女はまだ階下にいる。姿は見えないがそれは女の声だった。なにかにひどく怯おびえ、混乱している様子だった。

「人……？」

　ここまで見てきた部屋はいずれも無人だった。生活の名残なごりこそあれ、人ひと気けはいっさいなかった。だがここにきて突然の人の声。

　当然弥や人ひとは手の目の声ではないかと考えた。

　偶然暗殺者の潜ひそんでいた部屋を引き当ててしまったのではないかと。

　しかしすぐにその考えを捨てる。

　よしんば潜んでいるのが手の目だったとしても、わざわざ声をあげて自分が潜んでいることを感づかせたりはしないだろう。むしろ飛んで火に入る夏の虫、これ幸いと息を潜めて戸の隙すき間まから上がってきた弥人を確実な間合いで狙ねらい撃つはず。

　オレが暗殺者ならそうする。

「ここはいったいどこなの……誰か……誰かいないの……」

　声の主は消え入りそうな声をあげる。

　弥人はゆっくり書斎の戸を開け、台所に入った。声は実際には風呂場の中から聞こえていた。

　弥人はかぎろひを構えたまますり足でそちらに近づき、声をかけた。

「そこにいるのは誰だ……？」

　すると声の主がはっと息を呑のむのが分かった。

「だ、誰かいるの!?　よかった……てっきり誰もいないのかと……」

　女はすがりつくように曇くもりガラスに両手をつけて叫んだ。ぼんやりとその姿が浮かび上がる。

「気がついたらこんなところに閉じ込められてたのよ……。少し前まで町の通りを歩いてたはずなのに……いったいここはどこ？」

「閉じ込められた？」

「悪い夢かとも思ったけどちっとも覚めないし……今日は厄やく日びよ……営業もまるで上う手まくいかないし……と、とにかくここから出してくれない……？　鍵かぎがかかってるわけでもないのに戸が開かないの」

　どうやら一般人がなにかの間違いでこの異空間に巻き込まれ、閉じ込められてしまったらしい。意識を集中して確かめてみたが相手から妖よう気きは感じられない。

　弥や人ひとはかぎろひを武ぶ具ぐ録ろくに戻し、戸に近づいた。

「事情は分かりました。オレはこの場所を調べている探偵です」

　うそは言っていない。

「助かるわ……」





　　　　　　　＊






　それより数分前、春はる足たりとうつひは弥人達のいるＧ棟とは墓地を挟んでちょうど反対側に立つＴ棟に侵入していた。

　手の目の妖気を嗅かぎ取りながら走るフー助を先頭に、ふたりは階段を駆け上っていく。

　春足は言った。

「ここはおそらく結界に囲まれたドーム状の異空間だ。その中心にこの墓地と団地がある。間違いなく弥人とエルザ、それに手の目もこのどこかにいるはずだ」

「わたしもそう思う」

　うつひもうなずく。現にフー助は迷うことなくまず建物に走っていった。

　春足は思う。この入り組んだ建物群は手の目にとってこれ以上なく有利な地形だ。路ろ雪せつはそれを分かっていてこの場所をお膳ぜん立だてしたのだろう。

「こういうときにはイズナの索さく敵てき能力が役に立つ。頼んだぞ。暗殺者達はどこに潜ひそんでるか分からないからな」

「任せて！　って、暗殺者達？　相手は手の目だけじゃないの？」

　思わず立ち止どまるうつひに春足はさきほど路雪から得た情報を伝えた。

「というわけで、手の目は他の妖よう怪かいと協力して行動している可能性が高い」

　ふたたび階段を駆け上ってフー助を追うと、ふたりはとうとう屋上に到達してしまった。

　フー助は「あっちあっち」というように鼻先を隣の棟へ向けている。しかし棟と棟の間は優に五メートルはある。

「え！　ここを飛び越えるの!?」

　女の子のうつひには厳しい距離だ。しかもこの高さとなれば体も気持ちも萎い縮しゆくしてしまう。

　しかし春足はそんなうつひを尻目に前に出る。

「どこから狙ねらわれるか分からない状態で下の墓地を突っ切るよりはずっと安全だろ」

「で、でも……」

「幸いまだ手の目はエルザのほうに集中していてぼく達には気づいてないようだし、近づくなら今が好機だ。グズグズしてる暇ひまはないぞ」

　そう言って懐ふところから化ばけ札ふだを取り出す。

「あ、もしかして能力を使って先に行くつもり？　ずるい！　春はる足たりずるい！」

「袖そでを引っ張るな！」

「置いてかないでー！　絡新婦じよろうぐもの糸で橋を架かけてくれるのよね？　ね？」

　とたんに媚こびを売ってくるうつひを春足は冷たくあしらう。

「やだね。他力本願はかっこわるいぞ」

　日頃の自分をせっせと棚の上にあげてこの言いようである。

　あまりの憎たらしさにうつひは腹に据えかねるー！　と両手を上下させる。

「春足の人でなし！　ろくでなし！　ごくつぶし！　えっと……他にしで終わる語ご呂ろのいい言葉ってなにがあったっけ……あ！　とうがらし！」

　指折り確認しながらののしられてもあまりこたえない。

　春足は断固拒否の姿勢を崩さない。

「絡新婦はけっこう力を消しよう耗もうするんだ。こんなところで簡単には使えないよ」

　だが途中から妙にもじもじとしはじめる。

「それに絡新婦になると……その……あんな格好になっちゃうし……」

　化札は妖よう怪かいの不思議の力を閉じ込めた札で、春足だけがそれを使うことができる。札の種類は様々で、どれも春足がこれまでに負かした妖怪の札ばかりだ。

　だが使用中はその妖怪の性質が春足自身に強く影響し、内面、外見ともに著しい変化が起きる。

　絡新婦は歳経へた蜘く蛛もが着物姿の髪の長い女に化けた妖怪であるため、その札を使うと春足もそれに似た外見になってしまうのだ。

　春足にはそれがちょっと恥ずかしい。そしてそれ以上に、そんな姿をうつひにからかわれるのが我慢ならないのだった。

　案の定うつひは頬ほおを紅こう潮ちようさせて嬉うれしそうに食いついてくる。

「やだー春足ってば女の子みたいな格好になっちゃうことまだ気にしてるのー？　あれがいいのにー」

　バカにしている、というよりは、本気でいいと思っているようで、春足はそれがまたいやだった。

「うるさいったら！　ちょっと離れてろ！」

　ぶっきらぼうにうつひの手を振り解ほどき、一枚の化札を額にかざした。化札には尾が二ふた叉またに分かれた猫が描かれている。

　目を閉じ、春足は不思議な言葉を唱える。




　──妖よう怪かいの、毒を喰くらわば、不思議まで。




「祟たたれ、猫ねこ又また」

　すると言葉に呼応するように化ばけ札ふだが怪しい光を帯びた。

　続いて光のいたずらのように札に描かれた猫がぬるりと動いた。目の錯覚などではなく、確かな現実味をもって動いたのだ。

　猫は春はる足たりの袖そで口ぐちから彼の腕を伝い、その肉体に宿った。

　妖怪猫又を自分自身に祟らせたのだ。

　妖怪の血が体に馴な染じむにつれ、春足の外見は変質していく。

　瞳ひとみの瞳どう孔こうが細くすぼまり、削り出した宝石のように緑に輝く。

　指先の爪つめは鋭く伸び、小さなお尻には二ふた叉またの尻尾しつぽが揺れる。

　極めつけに、頭に干したての毛布のように柔らかい猫耳が現れ、周囲を探ろうとするように活発に動いた。

　春足の変へん化げを見届けたうつひは「春足！」と叫んで駆け寄った。そして──。

「よーしよし、にぼしだよー。ポケットの中にあるのよー」

「猫あつかいするな！」













　何度も見たことがあるので慣れっこだった。

「だって猫じゃない。ゴロゴロー」

　牙きばを光らせて威い嚇かくする春はる足たりをものともせず喉のどをなでてくる。思わず春足も猫の本能に流されて目を細めてしまうが、すぐに我に返って首を振った。

「離れろ！　しっしっ！」

　猫の姿で言うセリフではない。

　やはり気にもせずうつひが尋たずねる。

「でも春足、どうして猫ねこ又またに？」

「それはこういうことさ！」

　すっかり妖よう猫びようとなった春足はほとんど助走もつけずに「にゃー」と隣の棟へ向かってジャンプした。そして空中でくるり一回転すると華か麗れいに着地し、軽々向こう側へ渡ってしまった。

「猫の跳ちよう躍やく力ならこの通り」

　万が一下に落ちてもくるんと体を回して怪け我がせず着地できるという寸法である。

「それじゃお先ー」

「あ！　ちょっと待ってよー！　マタタビもあげるからー！」

　うつひをあとに残し、春足は尻尾しつぽを左右に揺らしながら先へ進んだ。

　本当は四本足で駆けたほうがはやいのだが、見栄えを気にして二本足で走る。

「うつひのやつ、結局ぼくがどんな格好してもからかってくるんじゃないか。まったく……ん？　あれは……」

　文句を垂たれながら屋上を進んでいると前方をなにかが飛んでいるのが見えた。

「蝶ちよう……鳥……ＵＦＯユーフオー？」

　それはコウモリだった。

　もうひとつ隣に立つＫ棟の屋上あたりを二匹のコウモリがふらふらと飛んでいる。

「あれは……エルザの使い魔じゃないか。ということは弥や人ひともエルザもやっぱり近くにいるのか……」

　いずれにせよあのあたりになにかありそうだと思ったそのとき、突然春足の足下が大きく揺れはじめた。

「な、なんだ……？」

　揺れはみるみるうちにひどくなり、まともに前へ進めないほどになった。その段階にきてようやく春足は悟る。

「この建物……崩れてる……！」

　春足が意気揚々と飛び移った棟ははじめから砂でできていたかのように、足下から崩れつつあった。

　状況を理解した春はる足たりは、こんなことをしたであろう人物の名を苦々しく口にする。

「路ろ雪せつのやつ！」

　この結果内にいるのかどうかは分からないが、どこからか様子を見ており、故意に建物を崩したに違いない。

　建物はバランスを崩し、いまやピサの斜塔も悔しがりそうな角度になりつつあった。いくら猫でもがれきの山に押しつぶされてはどうしようもない。

「あいつ、今度会ったら全身引っ掻かいてやる！」

　叫びながら傾く屋上を走る。

　隣のＫ棟まであと十メートル。

　すでに足下はひび割れ、ばらばらに崩壊しはじめていた。

　あと八メートル。

　重力に逆らい、がれきからがれきへと飛び移る。

　あと六メートル。

　最後に渾こん身しんの力を込めて大きく飛んだ。

　鋭く伸びた爪つめの先だけでもいい、Ｋ棟に引っかかりさえすれば──。

　あと一メートル──届かない。

　届かなかった。

　春足は自分の体から浮力が失われるのを感じた。

　今からでは他の能力を呼び出す時間はない。

　このまま絶望的に、確実に落下し、がれきに押しつぶされるだけだ。

　けれど彼は笑っていた。笑って、天に手を伸ばした。

「遅いぞ」

　その手を掴つかむ者がいる。

　掴んだのはうつひだ。

「間に合ったあ！」

　うつひは心底嬉うれしそうに声をあげ、両手で春足の体を持ち上げた。

　彼女が立っているのは植物の蔓つるで編まれた吊つり橋ばしだった。もちろんさっきまでそこにそんな物はなかった。だが今は崩れ落ちる棟をまたぐ形でＫ棟へ橋が架かかっている。

「イズナ達一匹一匹を蔓に変化させて、それを編んで橋を作ったのよ」

　どんなもんだいとばかりにうつひは胸を張る。

「まったく世話が焼けるんだから。ゴロゴロー」

　また喉のどをなでてくる。

「少しばかり役に立ったからって調子に乗らないでもらおう！　あとゴロゴロするのやめろ！」

　ふたりは落ちないよう手を取り合ってＫ棟に移った。

　すでに棟の崩壊は静まり、あたりには静寂が戻っていた。

　春はる足たりは周囲を警戒しながらさきほど目にしたコウモリ達のもとへ向かった。

「おいおまえ達、そこでなにしてるんだ？　主人はどこにいる？」

　言葉が通じるとは思えなかったがいちおう声をかけてみる。

「まだ無事なのか？」

「はい！　エルザ様はご無事です！」

　すると意外にもコウモリの言葉が理解できた。これには春足も少々驚いた。

「あ、そうか。ぼくは今猫ねこ又またの力を行使してるから、それで動物の言葉が分かるんだ」

　ポンと手を打つ。

「こんな効力もあるんだな！」

　思わぬ収穫である。

「それで、弥や人ひととエルザはどこにいる？」

「墓地を挟んだ向かい側のＧ棟にいます。あ、名乗り遅れましたわたくしウープと申します」

「ぼくはイーリ！」

　春足は礼儀正しいほうがウープ、そうでないのがイーリ、と覚えた。

「ふたりともご無事ですが、怪け我がをされてます……。それに暗殺者が常にどこからか狙ねらっているのでなかなか思うように身動きが取れず……」

「それでぼく達はこうして超音波を飛ばして敵を探してたんだ！」

「そうしましたらこのＫ棟に怪しい影を感じましたので、これから手分けをして詳しく調べようかと……」

「なるほどね」

　これでおおむね状況は把握できた、と春足は満足げにうなずいた。

「ちょ、ちょっと春足」

　すると困惑気味にうつひが割って入ってきた。

「さっきからなにをしゃべってるの？　普通にコウモリさんと会話してるけど……」

　今の春足にはウープとイーリの言葉が理解できるがうつひには分からない。「ピイピイ」と「にゃあにゃあ」の会話を隣で聞いているしかなかった。

「要約すると、弥人達は無事、敵は近いってことさ。よし、それじゃぼく達もこの建物を端から調べて……」

　春足がそう言いかけたとき、うつひは彼の背後に妙なモノが浮かんでいるのを見た。

　いつからそこに現れたのだろう。話に集中していたために気づかなかった。

「は……」

　それは一見すると動物のムササビのような生き物だった。

　あるいはモモンガかもしれない。

　どういう違いがあるのかうつひには分からなかったが、そういう類たぐいの獣だ。

　ムササビには飛膜と呼ばれる膜が前足と後足の間にマントのようについていて、それを使って風に乗り、宙を滑空するという。実際今もそいつは飛膜を広げて浮かんでいた。

　しかしここには風などほとんど吹いていない。

　それなのに浮かんでいる。

　くわえてそのムササビは人間の着るような派手なスーツに身を包んでいた。その姿はそいつが普通のムササビではないということを如実に物語っていた。

「春はる足たり！　うしろ！　妖よう怪かいよ！」

　叫んだ瞬間、その獣は春足に向かって口からなにかを吐き出した。

　春足はほとんど本能で危険を感じ取り、体をひねってそれをかわした。

　向き直って相手と距離をとる。

「こいつは……」

　言いながら、春足がわずかに自分の二の腕のあたりを気にした。何気ないふうを装ってはいるがうつひには分かった。攻撃を完全にはかわしきれなかったのだ。

　その獣は体長三十センチほどの体を浮遊させながら口を開いた。

「やはりこっそり近づいてきていやがったな。警戒しておいて正解だったぜえ。それにしても猫にキツネにコウモリときたか、ここはどこの動物園だあ？」

　その言葉はうつひにも理解できるものだった。小さな体に相応ふさわしくずいぶんかわいらしい声だったが、その言葉遣いはずいぶん荒っぽい。

「餌えさの時間と間違えて寄ってきたか？」

　というよりも、口が悪い。だが口の悪さなら月つき岡おか探偵社には免許皆伝級の少年がいる。

「それはこっちのセリフだこの鳥ネズミ。いきなり背後から不意打ちとはやってくれるな。汚いのはその雑ざつ菌きんまみれの体だけにしろ」

　月岡春足は猫ねこ又またの力を解き、一歩前に出た。

「誰が鳥ネズミだ！　オレはなあ……！」

　春足は反論しようとする相手を阻む。

「ああ、言わなくてもいいよ。おまえの正体はもう分かった」

「なに？」

「ムササビによく似た姿、口から勢いよく物を吐き出すその習性……おまえ、野の鉄でつ砲ぽうだな？」

　春足はまるで蝶ちようをピンでとめるかのようにまっすぐに相手を指差し、続けた。

「野鉄砲、江戸時代に書かれた奇き談だん集『絵本百物語』に登場する獣形の妖怪だ。主に北国の山中に現れ、旅人を惑わすという。だが今では住すみ処かを追われ、町に降り、手の目と組んで暗殺を請うけ負おっている。それがおまえの正体だ」

　春はる足たりの言葉を最後まで聞き終えると目を細めて笑った。

「あっという間に言い当てられるとはな……その通りだよ。妖よう怪かい銃器、野の鉄でつ砲ぽうのククとはオレのことさ」

　ククはそう言ってこちらにすごんで見せたが、姿が小さなムササビなので迫力はなかった。むしろ愛らしい。

　春足は床の上からなにかをつまみあげ、それをかざして見せた。

　それは一発の鉛の銃弾だった。

「さっき口から飛ばしたのはこれだな。近頃じゃこんな物まで飛ばしてるんだな。情けないもんだ。おまえも妖怪なら不思議の力でかかってこい」

「けっ！　オレ達は殺し屋だぜ。仕事を確実にこなすためにはなんでも取り入れるさ。たとえそれが人間の技術でもな」

「ふうん」

　春足は銃弾を指ではじく。弾たまは小石のように地面を転がった。

「それがおまえ達の流りゆう儀ぎか」

　転がった先にボロボロの着物を着た長身の男が立っていた。

　男はかぶっていた笠かさをゆっくりと外し、背後に放ほうった。目には包帯が幾いく重えにも巻かれており、それはまるで自らに見ることを禁じているかのようだ。

「お、お坊さん？」

　思わずなんまんだぶーと両手を合わせるうつひに春足は大いに呆あきれる。

「拝むな！　あれは琵び琶わ法ほう師しだ。ふうりから聞いてただろ」

「あ！　手の平に目玉がある！　じゃああの人が……」

「ああ、妖怪暗殺人、手の目だ」

　手の目は挨あい拶さつ代わりのように手の平をこちらに向けて言った。

「月つき岡おか探偵社、名前は聞いている。本当に、子供ばかりなのだな。だが貴様らもわたしと同様、依頼を受けてここに立っているのだろう。ならば退ひけとは言わん。全員打ち倒してから標的を狙ねらうだけだ」

　目玉がこちらを見ている。

　その不気味な視線に少々気け圧おされながらも、うつひは挑みかかるように言った。

「な、なによ、こっちだって負けないんだから！　それにわたし達がこうしてあなた達のことを引きつけておけばすぐに弥や人ひとも駆けつけてくれるわ！」

　とたんに目玉がギョロリと動く。

「ひゃ！　こっち見た！」

「弥や人ひとってのはあの書しよ生せいさんのことかい？」

　ククが空中を滑るように飛び、手の目の肩に着地した。ククは前足で自らの毛繕いをしながら言った。

「そうそう上う手まくいくかな？」

「ど、どういう意味よ」

「そのまんまの意味だよ。オレ達を引きつけておけば？　すぐに駆けつけてくる？　どうして敵はオレ達だけだと思うんだい？」

「え？」

　すっかり毛並みの整ったククが笑う。

「とはいえあれはオレ達とは無関係だからな、どう動くかはオレ達にも分からん。むしろ標的を狙ねらう上での競争相手だ。だからオレ達もあんまり貴様らに構ってられないんだよ。あいつより先にエルザを殺やらなきゃ報ほう酬しゆうもパーだ」

　手の目がククの首をつまんで持ち上げる。

「クク、しゃべりすぎだ」

「なんだよー、別にいいじゃねえか」

　競争相手──あいつ。

　ククの言葉を聞き、春はる足たりは珍しく深刻な顔で考え込んでいた。
















　──エルザをしとめるために動いているのがやつだけだと思うなよ。




　改めて路ろ雪せつの言葉を思い返す。

　そして、昨日事務所で起きたあの出来事について再度考えた。

　突然の攻撃により真っ二つにされたカップ。

「……まさか」

　答えにたどり着いた瞬間、遠くで耳をつんざくような鋭い金属音が鳴り響いた。

　直後、墓地を挟んだ向かい側のＧ棟の窓ガラスがいっせいに割れた。

　Ｇ棟からＫ棟まで直線距離にしておよそ三百メートルほどだが、それだけ離れた場所からでも大量のガラス片が光を反射させながら落ちていくのがはっきりと見えた。

　そちらを見てククが大きな尻尾しつぽを揺らす。

「おっと、あっちはもうはじまっちまったらしいな」

「ちっ……ぼくとしたことが」

　心底不愉快そうな春はる足たりを見てうつひは動揺した。

「春足、いったいどういうことなの!?」

　春足はたいていどんなときでも余裕の笑みを崩さない。ハッタリでもやせ我慢でも、とにかく不ふ遜そんな態度をつらぬく。ハッタリをかますのは勝ちへの道筋が見えているからであり、やせ我慢するのは我慢した先に勝利の美び酒しゆがあるからだ。

　だが今は違う。事態は予想していない方向へ動き、状況は深刻なのだ。

「昨日事務所でカップを真っ二つにされたことを、もっと深く考察するべきだった」

「あれは手の目がわたし達に向けて警告するために撃って……」

「じゃあなぜカップは切られたんだ？　それも、研とぎ立ての包丁で切ったリンゴみたいにきれいに。もし銃で撃ったならカップは粉々になるはずだ。それに、あのとき窓ガラスも割れていなかった」

「じゃああれは……！」

「妙な力を持った別のやつの仕業だ。エルザを狙ねらう暗殺者が他にもいる……！」




　右腕、左腕。

　続いて右脚、左脚。

　大丈夫、ちゃんと動く。やられてない。

　自分の体がまだ正常に動くことを確かめ終えると、弥や人ひとはがれきと粉々になった家具の中から立ち上がった。

　風呂場に近づいた直後、突然斬きりつけられ、気がつくと壁五枚をぶち抜いて倒れていた。

　大穴の開いた壁の向こうには薄い紺色の学生服を着た少年が立っている。

「とっさにかぎろひを抜いて防ぎましたか。腕だけはなまっていないみたいですね」

　少年は自分の身長ほどもある長刀を半ば引きずるようにして歩き、壁の穴をひとつずつ潜くぐってくる。

　窓から差し込む光が少年のかける銀ぎん縁ぶち眼め鏡がねに反射して鈍く光った。

「でもだめですよ。どこに敵が潜ひそんでいるか分からないのに他人を助けようなんてしちゃあ。そんなものは見捨てればいいんです。だって妖よう怪かいを滅ほろぼすことが第一なんですから」

　少年の声にはまだ声変わりがはじまる前の中性的な甘みがあった。

　弥や人ひとはその声をよく知っている。

「ねえ、そうでしょう？　兄上」

「嵐あらし……」

　少年は間合いの一歩外で立ち止どまった。

　色素の薄い髪はおかっぱで、口元にはほくろがひとつ。それ以外は髪の色も、目の色も形も弥人とよく似ている。

　そこへ階下で凄すさまじい音を聞いたエルザの声がした。

「ケホ！　ケホ！　弥人……大丈夫なの……ってなによこれ!?」

　モグラのように穴から顔だけを出すなり、エルザはあたりの惨状に目を丸くしている。













　嵐あらしは首だけをわずかにエルザに向けて言った。

「ああ、きみがヴァンパイアのエルザだね。ぼくの大切な標的だ。でもちょっと待ってて、兄上との話がついたらすぐに滅ほろぼしてあげるから」

「な、なによあなた……！　兄上っていったい……」

　エルザは警戒しつつ穴からはい出して嵐と距離をとる。それから嵐の向こうに弥や人ひとの姿を見つけ、無事を確認すると改めて嵐をにらみつけた。

「あなたもわたしを狙ねらう暗殺者なのね……」

「暗殺者じゃない。鉄かんな輪わ家次男、鉄輪嵐、調ちよう伏ぶく師しだ」

「そ……それじゃ弥人の……弟!?」

　嵐はもうエルザからは興味が失うせたとでもいうように弥人に向き直り、ゆっくりと抜き身の刀の切っ先を向けた。

「兄上、なんですかその覇気の欠片かけらもない顔は。探偵ごっこに興じている間にすっかり牙きばが丸くなってしまったようですね。昔の兄上なら風呂場の外から問答無用でこっちに斬きりつけていたはずだ」

「嵐……おまえがエルザを狙っているということは……」

「久しぶりに会ったっていうのに相変わらず無ぶ愛あい想そうですね。……まあいい。そうですよ、我々鉄輪家は夜を統べる者ナイトルーラー、ブラウニング伯はく爵しやくの娘を狩り、滅ぼすことを決めました」

「父上が……あの人がそう決めたのか……」

「そうですよ。だからこそぼくはここにこうして立っている。鉄輪家の情報網をもってすればエルザの来日の情報なんてすぐに掴つかめます。もちろん、手の目と野の鉄でつ砲ぽうによる暗殺計画のこともね」

　弥人はこちらに駆け寄ろうとするエルザを片手で制してうなずいた。エルザは弥人の意図を汲くんで安全な距離まで下がった。

「だからこうして手の目の行動の陰に隠れ潜ひそんで、エルザを討つ機会を待っていたんだ。手の目達なんかに先を越されるわけにはいきませんからね。妖よう怪かい退治は常にぼくら鉄輪家の手によって行われなければならないんだ」

　嵐の眼まな差ざしと言葉は、狂信的な熱をおびている。

「鉄輪家はすべての妖怪を滅めつする調伏の家系。妖怪同士の力のバランスなんて関係ない。ぼく達は毒を制す毒、鬼を喰くう鬼。そんなことは兄上が一番よく知っているでしょう？」

　なにひとつ変わってはいない。

　鉄輪家は不動であり、不変だ。

　弥人は己の育った家への思いを振り払うように言った。

「昨日事務所に攻撃をしかけてきたのはおまえだな……？」

「ふふ……エルザの護衛なんて引き受けるからですよ。せっかく余計なことに首を突っ込むなと警告してあげたのに」

「春はる足たりはああいうことをされると余計にやる気を出すんだ……」

　恨みつらみを原動力にして動くときの春足は誰よりも行動力を発揮する。

　嵐あらしは不愉快そうに眼め鏡がねの縁に触れた。

「月つき岡おか春足……あの性格の悪そうなやつですか。あいつだけでも斬きり捨てておけばよかったな。そうすれば……」

　揚々としゃべっていた嵐だったが、その先は言えなかった。

　容よう赦しやのない怒気が弥や人ひとの全身から漏れている。あふれている。

　嵐は氷を喉のど元もとに当てられたように射すくめられた。

「そんなことをしたら……」

　弥人は嵐にかぎろひを向ける。

「たとえおまえでも許さない」

「は……はは。やればできるじゃないですか……。それですよ、それ！　兄上はそうでなくっちゃあ！」

　嵐は嬉うれしそうに自身も刀を構えた。

「許さなかったらどうなるのか見せてくださいよ」

　うそのようにあたりから音が消えた。空気の流れもぴたりと止とまった。

「兄上、参ります」

　次の瞬間になされた嵐の踏み込みには、建物全体を再び大きく揺らすほどの力が込められていた。

　床は大きくえぐれ、天井からは埃ほこりやがれきが降ってくる。それと引き換えに嵐の細い体は考えがたい速度で弥人に迫っていた。

　それでも弥人は臆おくすることなく、相手の体の動きをしっかりと目で追い、かぎろひで一の太刀を受け止めた。

　続いて二つ、三つ。

　嵐は流れるような動きで攻撃を繰り出してくる。

　弥人は刃やいばを滑らせて嵐の連撃をいなす。

　息をつく暇ひまもない攻防にエルザは思わず窓際に避難した。

「ちょっと！　このままじゃ……！」

　壁を突き破り、あちこちに移動しながら斬り結ぶふたりの太刀は、周囲の壁や柱や天井を削り、薙なぎ払はらい、破壊していった。

　たまらずエルザは叫ぶ。

「建物が崩れちゃう！」

　そしてそのときにはすでに崩壊ははじまっていた。




　Ｇ棟の三階から上の部分がおもちゃのように崩れていく様を、春はる足たり達はＫ棟屋上から目撃していた。

「見て！　向こうの建物が……！　ガラガラって！　ドドドーって！」

　崩れるという言葉がとっさに出ず、うつひはオノマトペを多用してそれを訴うつたえた。

　春足は懐ふところに手を伸ばし、そちらに向かって駆け出した。

「ちっ……世話の焼けるやつだ！」

　だがそれは手の目によって遮さえぎられる。

　春足を押しとどめようとするように手の平をこちらに向けているが、それは春足の姿を視界に捕らえるためにしているにすぎない。

「悪いが貴様らに合流されるわけにはいかない。戦力が分散しているうちに叩たたかせてもらう。クク！　来い！」

　手の目が叫ぶとククが「おうよ！」と応じて宙に舞った。次に小さな体に力を込め、手足を目一杯まで伸ばす。

　するとククの体は急速にその形を変え、やがて生物とも無機物ともつかない代物になった。

　大まかに言えばそれは狙そ撃げき銃じゆうだった。実じつ包ぽう装そう填てんのためのレバーも引き金もある。だが茶色い銃身には柔らかそうな毛皮があり、銃床の先からは尻尾しつぽが生えている。極めつけに先端の銃口部分にはククの顔がついていた。

「これがオレのもうひとつの姿！　怪々式狙撃銃・野の鉄でつ砲ぽうだ！」

　銃となったククは手の目の両手に収まった。

「そして相棒がオレを一番上う手まく扱える！　このやりかたでオレ達は今日まで裏の世界で勝ち続けてきたんだ。どうだ、尻尾を巻きたくなってきたか？」

「か……」

　凄すごむククに対して、思わずうつひが言う。

「かわいい……お掃除用のハタキにしたい……」

「なんてこと言うんだこのガキ！」

　とても率直な感想だった。

　気を取り直して得意げにククが言う。

「ほら見ろよ。オレにはスコープってものがついてないだろう？　遠くの標的を見るために覗のぞくあれさ。どうしてだと思う？」

　狙撃銃に変化したククを手の目が構える。

　右手は引き金に。

　左手は銃身に寄り添うように前に突き出す。

　そう、驚異的な視力の手の平の目がスコープ代わりとなる。

　手の目は野の鉄でつ砲ぽうを手に馴な染じませながら言う。

「わたしの仕事道具はいつだってこいつだけだ。他のものは必要ない。向こうの決着がつくよりも先に終わらせてやろう」

　そして銃口をうつひから春はる足たりへと舐なめるように滑らせた。

「わたしは円状に切り取られた風景を眺めるのが昔から大好きでね。それこそ目がないんだ。だから悪いがお嬢さん方、これからそのかわいい顔に丸い風穴を開けさせてもらう。その次は標的の始末だ」

　その言葉にうつひが挑みかかるように反論する。

「なにが風穴よ！　この世で開いていて許されるのはドーナツの穴だけよ！」

　なにかがずれていた。

　それに対してククが言う。

「お嬢ちゃん、開いているべき穴ならもうひとつあるぜ。男にとってはそれこそが重要であり厄介でもある」

　小動物による下品なジョークにうつひは首を傾かしげている。

「まあいいや。殺し屋ジョークはこれくらいにして……と」

　緊迫した空気がお互いの間に流れる。そこで今更のように春足はさきほどの手の目の発言の奇妙さに気づいた。

「……ん？　おまえさっきお嬢さん方って言わなかったか……？」

「春足！　気を抜かないで！　来るわよ！」

　妙な引っかかりを覚えた春足だったが、手の目が走り出したことでうやむやとなった。

「言ったよな？　なにか誤解してるよな!?」

「イズナ突撃隊、陸ろく拾じゆう伍ご号から陸ろく拾じゆう玖きゆう号まで展開！」

　手の目は春足達を中心に円を描きながら走り、一定の距離をとっている。己の武器の強みを生かす間合いを心得ているのだ。

　まず春足が地を蹴けって前に出た。

　すかさず手の目が春足の足下に向けて発砲する。

　春足はつんのめるようにして足を止とめ、真横に移動した。そこには貯水タンクがある。その陰に隠れて回り込もうというのだ。

　だが手の目はためらいもせず今度はタンクに向けて銃を向けた。その行動に春足はいぶかしがる。

「なんだ？　タンクを貫通するほどの威力があるとでもいうのか？」

「残念ながらそうじゃない」

　答えたのはククだった。

「だがそんな障害物くらいわけないのさ。オレにとってはな」

「なに!?」

　手の目の撃った弾たまはタンクの目前であり得ない角度に曲がった。

　弾丸はそのまま軌道を大きく変えてタンクを迂う回かいし、そのうしろに隠れた春はる足たりへ迫ってきた。

「曲がるだとっ！」

　春足が叫んだときにはすでに弾は彼の眉み間けんを捕らえていた。

　体が大きくのけぞり、学生帽が宙に舞う。

「春足！」

　思わず駆け寄ろうとしたうつひだったが、仰あお向むけに倒れた春足が片手を上げてそれを制した。

「なに情けない声出してるんだ。平気だよ。文字通り間一髪だったけどね」

　春足は体を起こし、地面に落ちた帽子を拾う。帽子の鍔つばに穴が開いている。

「ちっ、避よけたのか。運がいいのかすばしっこいのか」

「ハッタリはよせ」

　帽子を人差し指でくるくる回しながら春足が言う。

「野の鉄でつ砲ぽう、確かにおまえから放たれた弾はちょっとばかし厄介な飛びかたをするみたいだ。だけど、視界から消えた標的を弾丸で追つい尾びするときには、その狙ねらいが少々大おお雑ざつ把ぱになるみたいだな。大方匂においかなにかで追ってるんだろうが、それならまだかわしようもある」

「ぐ……！」

　図星を突かれたようにククがうめく。

　だが手の目は依然として冷静だった。

「月つき岡おか春足、おまえさん、いい的だよ。標的にもいいものとそうでないものがあるんだ。長くこの仕事をやってるとそれが分かる。悪い標的は引き金を引くのも億おつ劫くうになるがおまえはいい。射撃欲を刺激されるね。気に入ったよ」

「な、なんだよ射撃欲って……。まったく……どうしてぼくはこう毎回頼みもしないのに化物に気に入られるんだ……」

　その会話の隙すきをつくようにうつひが叫んだ。

「みんな！　お願い！」

　彼女の周囲を守っていたイズナ達が前に出る。

　イズナ達は獲物を追う猟犬さながらに陣形を組み、素早く手の目を取り囲んだ。

「狙そ撃げきが手の目の暗殺手口なら、連発はできないはず。みんな！　あちこち齧かじってやりなさい！」

　主あるじの号令とともに気の荒い突撃隊がいっせいに飛びかかった。

　しかし手の目もククも余裕を崩さなかった。

「連発はできない？　そりゃ普通の狙そ撃げき銃じゆうの話だろう。さっきも言ったが、オレは野の鉄でつ砲ぽうだぜ？」

　銃口を担うククが大きく息を吸い込むと、頬ほおがみるみる膨ふくらんでいった。どんぐりを目一杯詰め込んだリスのように。

「くらえ！」

　十分に膨らみきったところで手の目がククの引き金を引くと、その口から大量の銃弾が同時に発射された。

　イズナ達は至し近きん距離でそれをまともにくらって地面に転がった。

「こんなこともできるってわけさ」

　その口から硝しよう煙えんを吐き出しながらククが笑う。

「みんな！」

「うつひ！　うかつに近づくな！」

「でも！　あの子達が……！」

　思わず駆け寄ろうとするうつひを春はる足たりが止とめる。

「イズナはそう簡単にくたばったりはしない。それはおまえが一番よく知ってるだろう」

　春足は雨あめ霰あられのように地面に散らばった銃弾を見て言った。

「見ろ、散弾だ」

　よく観察するとそれらはひとつひとつは小さな鉛の破片でしかなかった。

「そうさ。何発かの銃弾を噛かみ砕くだき、その破片を発射した！　オレの技と相棒の妖よう力りよくの合わせ技だぜ。ちょこまか動いて近づいてくる相手にはこれが効果覿てき面めんでなあ！」

　こちらを煽あおってくるククにうつひが怒りをあらわにする。

「許さないんだから！　こうなったら肉を値切ってゴミを出す……いたあっ！」

　春足はそんなうつひの頭にチョップをお見舞いする。

「それを言うなら肉を切らせて骨を断たつ、だろ。なんでやりくり上手のできた主婦みたいになってるんだ。落ち着けって。いくらイズナが無事でも主あるじのおまえがやられたら元も子もないぞ。この散弾、見た目は派手だけど威力はそれほどじゃない。大丈夫だよ」

　春足の言う通り、一度は倒れたイズナ達もどうにか自力で立ち上がっている。それを見てようやくうつひも落ち着きを取り戻した。

「うん……みんな、ごめん……！　一度戻って！」

　うつひは悲痛な顔でイズナ達を自分の影に戻し、春足のコートをきゅっと握った。

「あ、ありがと」

「バッカじゃないの。ぼくの盾たてになるべき大事な駒こまがこんなどうでもいい局面でやられちゃったらぼくに迷惑がかかるだろ。そのことを肝に銘じて今度からは軽率な行動はとらないように……く、苦しい！」

「そ・れ・は・悪・か・っ・た・わ・ね！」

　うつひによる見事な送おくり襟えり絞じめが決まり、春はる足たりは味方の手によって多大なダメージを受けることとなった。

　春足は息を整えながら懐ふところから化ばけ札ふだを取り出す。

「フ、フフン……このぼくをこれだけ苦しめるとは、なかなかやるじゃないか手の目」

　繰り返すが苦しめたのはうつひである。

　春足はとんびコートを脱ぎ、手袋を改めてはめ直し、鋭い眼光でにらんだ。

「おまえ達に敬意を評してぼくが直々に……」

　にらんだ先には誰もいなかった。

　春足とうつひがガチャガチャとやっている間に手の目の姿は屋上から消えていた。

「しまった！」

「もー！　春足が人のちょっとした言い間違いをつついてきたあたりからおかしくなっちゃったのよ！」

「あれのどこがちょっとした言い間違いだ！」

　また喧けん嘩かがはじまる。

　そこへ空中に避難していたウープとイーリがさっと降りてきて「ピイ」と鳴いた。

「まって春足、あの子達、なにか伝えようとしてるみたいよ」

　ウープとイーリは下に降りる階段のほうへふたりを誘導しようとしている。どうやら手の目はそこから建物の中へ逃げたらしい。

「あいつ……自分に有利な状況に誘い込むつもりだな」

「どうする？　下に降りたら自分から罠わなに飛び込むようなものよ？」

「行くさ。今手の目に背を向けて弥や人ひとのほうへ向かおうとしてみろ。背中に大穴開けられるぞ」

「そ、それもそうね……」

「手の目と野の鉄でつ砲ぽう、やつらはここで確実に叩たたく。弥人とエルザを助けに行くのは後方の憂いを断たってからだ」

　春足は階段の手すりに腰をかけ、階下に滑り降りると、ウープとイーリを仰ぎ見て言った。

「おいコウモリコンビ。おまえ達はエルザのところに戻ってこっちの状況を伝えるんだ。手の目は月つき岡おか春足が完かん膚ぷなきまでにいじめぬいて成敗してやったってな」

　ウープとイーリは声をそろえて「ピイ」と鳴いた。

　飛び去る二匹を見送ると春足はさて、と前に向き直った。

「一刻もはやく手の目を見つけなきゃいけないわけだけど」

「そのことなら大丈夫」

　うつひは得意げに胸を張る。その手にはなにやら動物の毛が握られている。

「野の鉄でつ砲ぽうの毛よ。屋上に落ちてたの。これを、こうして……」

　と、フー助に匂においを嗅かがせた。フー助は地面に鼻をつけて野鉄砲の匂いを嗅ぎ分けながら慎重な足取りで外廊下を進んだ。

　階下へ通じる階段には見向きもしない。

「間違いない。手の目はこの階にいるわ。ほんとうなら索さく敵てき隊をすみずみまで走らせたいところだけど……」

　うつひはためらいの表情を浮かべた。

「分かってる。入り組んだ建物に潜ひそんでるってことは、またさっきみたいに散弾銃で近距離から攻撃してくるかもしれない。イズナを放つのは危険だ。ここはぼく達だけで行こう」

　ふたりは手近にあるドアをゆっくりと開け、中に体を滑り込ませた。





　　　　　　　＊






　今やＧ棟は地上三階までを残して半壊状態となっていた。天井はすべて崩れ去り、どんよりした空が頭上に広がる。

　立ち込める砂すな埃ぼこりの中に時折火花が散った。それは得え物ものがぶつかり合う度に虚こ空くうに咲いた。

　弥や人ひとと嵐あらしはほとんど休むことなく打ち合い続けている。

　エルザは申し訳程度に残った柱の陰に隠れて見守っていることしかできなかった。そんな自分を情けなくも思ったが、脚が震えてどうしようもない。

　思えばいつもそうだった。この二百年、怖いこと、いやなことがあるといつも父やシャロウのうしろに隠れてきた。

「ああ……お父様……お母様……シャロウ！　わたし……わたしは……」

　ブラウニング家の娘として胸を張り、高飛車な態度を取ってはいるが、そんなものはただのハリボテだ。本当の自分は臆おく病びようで、ヴァンパイアとしての能力にもまだ目覚めきれていない半はん端ぱ者ものだ。

　今も弥人にすべてを任せて自分は隠れている。

　昔から父は何度となくエルザに言った。おまえにも立派なヴァンパイアの血が流れている。姉にも劣らぬ強力な力が眠っていると。

　だけど、隠れていればみんなが守ってくれる。父が、シャロウが、弥人が。

　それでいいじゃないか。

　それでは、いけないのだろうか。




「兄上、なんですかかぎろひのそのザマは。竹刀しないだって？　それで妖よう怪かいが斬きれるんですか？」

　嵐あらしは全身を使って長刀を真下に振り下ろしてくる。

　弥や人ひとはかぎろひを斜めにして相手の力の方向を変え、攻撃をしのぐ。

　不思議なことに真剣を受け止とめても竹刀であるかぎろひが叩たたき切られることはなかった。

「それじゃただの盾たて代わりじゃないか。かの名高い妖よう刀とうかぎろひが泣いてますよ！」

　嵐が横一文字に薙なぎ払はらう。

　弥人は極限まで体勢を低くしてそれをかわす。まるで舞踏のように。

　いったん距離を取ると嵐は刀をかつぐように肩に乗せて首を傾かしげた。

「なにをためらっているんです？　はやく本当の姿を見せてくださいよ。まさかそのままでぼくをどうにかできると思っているんじゃないでしょうね」

　弥人はかぎろひを一振りして言った。

「……これが本当の姿だ」

「……ふうん。まあいいです。ぼくがこの霊れい刀とう『あきつ』で兄上をあの頃の姿に戻してあげますよ。曇くもりなく強く、恐ろしく、鞘さや無なしと呼ばれたあの頃にね」

「嵐、どうしても退ひく気はないのか」

「退く？　退くですって？　冗談でしょう!?　ぼくは兄上の目を覚まし、向こうに隠れているヴァンパイアをなで切りにする。そのために来たんですよ。世にはびこる化物どもを駆く除じよする。それが鉄かんな輪わ家の男子としての務つとめなんだ」

　嵐は一言口にするごとに三み度たび斬りつけてくる。

　弥人は今更ながらに弟の成長を感じた。昔は自分のうしろをついてくるばかりだったのに、いつの間にかずいぶんとたくましくなった。

　だが嵐の心は完全に鉄輪家の教えに染まり、それを疑うことも知らない。退くことも知らない。

「それならしかたない。嵐、ごめん」

　弥人は右手のかぎろひで嵐の太刀を払い、その隙すきに左手で鉄かんな輪わ武ぶ具ぐ録ろくを呼び出した。

　一瞬でかぎろひを納刀し、別の頁ページをめくる。




「二百五十頁より抜ばつ粋すい旋せん舞ぶ・妖よう棍こん『番つがい蝶ちよう』」




　新たに弥人が取り出したのは二本で一対となった武器で、それは沖縄古こ武ぶ術じゆつでは旋棍トンフアーと呼ばれる得え物ものだった。

　旋棍には短い棒の端に握りがついており、そこを掴つかんで使用する。両手に一本ずつ装着することで打撃にも防御にも使える。

「武器を変えたところで！」

　嵐あらしはあきつをまっすぐに構え、鋭い突きを放ってくる。それに対して弥や人ひとは右手の旋棍トンフアーでそれを払い、そのまま体を回転させて左手の旋棍を嵐の腹に叩たたき込んだ。

　声をあげる間もなく嵐の体は後方へ吹き飛び、隣の棟の壁に大穴を開けた。

　それを見届けると弥人は踵きびすを返し、エルザを探した。

　手の目に撃たれた傷が熱を持っている。痛みは麻ま痺ひしているが出血した分、脚がふらついた。

　三階から上がきれいに崩れ落ちたＧ棟は、まるで小さな戦場のように殺伐とした風景になり果てていた。支える天井を失った柱があちこちにむなしくそびえ、それはまるで大きな墓標のようだった。

　ひとつの柱の陰にエルザはいた。彼女は柱に背を預け、膝ひざを抱えてうつむいていた。

　ブロンドの髪が細い肩にかかっている。その肩は震えているが、髪はなおも美しくきらめいていた。

「エルザ」

　覗のぞき込んで声をかけるとエルザは恐る恐るといった調子でこちらを見上げた。

　目を真っ赤にしている。

「弥人！」

「泣いてた……？」

「違う！　ほ、埃ほこりが大量に目に入ったのよ！」

「お邪魔します……」

　弥人はエルザの隣によっこらしょと腰を下ろし、ひとつ深く息を吐いた。

「あなた、大丈夫……？　た、戦いはもう終わったの？」

「分からない」

　そう、分からない。自分の体が大丈夫なのかどうかも、あれで嵐を無力化できたのかどうかも。

　それがエルザにも分かったのか、彼女はそのことについてはそれ以上追及しなかった。

　そこへ周辺を探りに行かせていたウープとイーリが戻ってきた。

「ご苦労様。どうだった？」

　すると二匹の使い魔は慌てたようにエルザの顔の周りを飛んだ。

「なんですって!?」

「エルザ……いったいどうしたの？」

　弥人が尋たずねるとエルザは勢い込んで言った。

「あの子達が……春はる足たりとうつひが今手の目と戦ってるって！」

　春足達の状況を耳にすると弥人はすぐに立ち上がろうとした。

「……そうか。それなら急がないと……」

　だがエルザがそれを止とめる。

「その傷で無理しないで！」

「でも……オレが行かないと、うつひは恐こわがりだし、春はる足たりは喧けん嘩かが弱いんだ。口喧嘩なら誰にも負けないけど……」

「それでも今はだめ！　少しは休みなさい！　言うこと聞かないと串くし刺ざしにするわよ！」

　エルザはウープとイーリを頭にとめ、元通りの髪型になると弥や人ひとの傷の様子を見た。

　しばしの沈黙のあと、ふいにためらいがちにエルザは言った。

「さっきの子……弥人の弟？」

　弥人は宙に放たれたエルザの言葉を目で追うような仕草を見せ、小さくうなずいた。

「うん……」

「どうして兄弟で斬きり合いなんか……。喧嘩してるの？」

「オレが家に戻らないからきっと怒ってるんだ」

「そんなことで？　もう、冗談ばっかり！」

　エルザは信じていない様子だったが、弥人は構わず続けた。

「オレの生まれた家は、平安の時代から代々悪霊や化物を退治する調ちよう伏ぶく師しの家系なんだ。オレも嵐あらしも、物心ついた頃から化物を滅ほろぼすための技を教え込まれた。そのための心構えも……」

　そこまで話して弥人は、自分がまだ目一杯の力で武器を握り続けていることに気づいた。

「でも……それじゃどうして今は探偵をしてるの？」

　聞いてしまってもいいのかどうか、エルザも迷っているようだった。

　弥人は意識してなんとか自分の指から力を抜いていった。




　昔、鉄かんな輪わ家には美み織おりという名の下女がいた。美織は弥人が生まれて間もない頃から住み込みで働いていた。

　下女は他にも何人かいたが、美織は病弱な母に代わり、弥人の面倒を見ることが多かった。そのため弥人はことさら美織に懐き、いつも一緒に遊んでいた。

「弥人坊ちゃんは大人しくて優しくて、手がかからないから美織は助かっておりますよ」

　美織には両親もなく、貧しい身の上だった。しかし誰よりも働き者で、細かいことにもよく気が回った。そして嬉うれしいこと、面白いことがあれば全身を使って感情を表した。そんなところも好きだった。

　生まれのことで美織が他の下女からいじめられているのを見つけると、弥人はいつも彼女の前に飛び出してかばった。

　弥人は毎日の稽けい古こを真面目まじめにこなし、年々力をつけていった。

　庭先で洗濯物を干す美み織おりの隣で、弥や人ひとはよく素振りの稽けい古こをした。

　がんばっているところを見てもらいたかったのだ。

「ちょっと目を離した間にたくましくなられて。この前までお化けが怖いと泣いておられたのにねえ」

　美織がいじめられないように強くなりたいんだ、とは恥ずかしくて言えなかった。

　そんな日々の中でいつしか妖よう怪かい退治の現場におもむくことも多くなり、弥人は鉄かんな輪わ家長男として期待を寄せられるようになっていた。

　人に仇あだなす悪霊、化物、物もつ怪け。

　くる日もくる日も、弥人はただ黙々と退治し続けた。疑問や迷いなどなかった。

　このままなにも考えず化物達を滅ほろぼし続けていれば、父上は褒ほめてくれる。

　これでいい。

　これでいいんだ。

　自分には長男として鉄輪家の秘伝書『鉄かんな輪わ武ぶ具ぐ録ろく』を受け継いだ責任がある。

　さあ、次はなにを斬きればいいですか？




　美織が子を身ごもっていることが分かったのはある年の春のことだった。

　そして、美織の身ごもっている子が妖怪との間にできた子だと分かったのは、その年の冬のことだった。

　最初に彼女の腹から漏れ出る妖よう気きに気づいたのは弥人の父、鉄輪鉄てつ蕉しようだった。事実に気づくと鉄蕉は武器を手にとり、今すぐ腹の子を斬ると容よう赦しやなく言った。

　妖怪と通じた美織も同じく斬らねばならない、と言った。

　屋敷中を逃げ回る美織とそれを追う鉄蕉。その光景を弥人は呆ぼう然ぜんと眺めていた。

　弥人は必死に父に追いすがった。

「父上！　美織を殺さないで！」

　しかし父の体は岩のように大きく、止とめることはできなかった。

「鉄輪家は妖怪調ちよう伏ぶくの大家。化物の存在は一切許さん」

　鉄蕉は弥人の言葉を聞き入れなかった。それどころか半年もの間下女の腹に潜ひそみ、育ち続けた化物を見逃すつもりかと問われた。

　それでも鉄輪家の男子かと一いつ喝かつされた。

　追われた美織はとうとう弥人の母、くいの部屋に飛び込んだ。くいを人質にして美織は叫んだ。

「旦だん那な様！　どうか！　どうか……！　ご慈じ悲ひを！」

　小刀をくいの喉のど元もとに突きつけ、髪を振り乱す美織は鬼のようだったが、それは我が子を守ろうとする母親の顔でもあった。

　当然、そんな要求に応じる鉄てつ蕉しようではなかった。

「腹の中の化物と同化をはじめている。化物め、己の危機を悟って母体を取り込みはじめたか。美み織おりはもう人には戻れぬぞ」

　鉄蕉の見立ては正しかった。

　美織からは尋常ではない気が放たれ、その眼めは濁っていた。もはやこちらの言葉も届いていないようだった。

　鉄蕉は弥や人ひとの背を押した。

「弥人、おまえが討て」

　我が耳を疑った。

「これを討ってこそ、おまえは一人前だ」

　そのあとのことはあまり鮮明には覚えていない。

　かぎろひを構えて牙きばをむく美織と対たい峙じしたこと。

　こちらに飛びかかってくる美織ともつれ合うようにして庭に転げ出たこと。

　ただデタラメにつないだモノクロフィルムのように、断片的な記憶だけが脳のう裏りに焼きついている。

　気がつくと、美織の腹に刃やいばが突き立っていた。

　自分の首を絞めてくる美織の顔。

　冷たくなっていく美織の体。

　あれが夢だったのか現実だったのか、それすらも定かではない。

　ただ、自分の手の平が血で染まっていたことだけははっきりと覚えている。

　あれは夢ではない。

　我を忘れて父に斬きりかかり、それをかばって飛び出した母を誤って傷つけてしまったことも、現実だ。




「弥人……！　弥人ったら！」

　肩を揺さぶられて、弥人は我に返った。

　隣ではエルザが心配そうにこちらを覗のぞき込んでいる。

「どうしたのよ、急に黙り込んで……。まああなたはたいてい黙り込んでるけど」

「そんなことないよ。オレはけっこうおしゃべりだよ……」

　心にもないことを言って弥人は目をこする。もしかするとほんの一瞬気を失っていたのかもしれない。

　エルザはあきれ顔で首を振った。

「よく言うわ……。で？　結局どうして今は探偵業なんてやってるの？」

　まだ気になっているらしい。

　弥や人ひとは埃ほこりですっかり汚れたエルザの鼻の頭を袖そでで拭ふいてやった。

「オレは誘拐されたんだ」

「へ？」

「さらわれたんだよ。春はる足たりに」

「それってどういう意味……」

　そのとき、弥人は背後に尋常ではない気配を感じ、本能的にエルザの頭を手で押さえ、自らもその場に伏せた。

「な、なに……!?」

　その直後、ふたりの頭上すれすれを風のようなものが高速で吹き抜けていった。

　状況が飲み込めず、目を白黒させて顔を上げたエルザだったが、自分の頭を押さえた弥人の左腕から血が噴き出すのを見て、今度は顔を青くした。

「弥人！　い、今のは……!?」

「嵐あらしだ……」

　止血をする間もなく弥人は立ち上がる。

　すると離れた場所から嵐の声が響いた。

「惜しいな。もう少しでそのヴァンパイアの首をはねることができたのに」

　声は嵐が吹き飛ばされた隣の棟から聞こえている。

「思い出しましたか兄上。空間を直接斬きる霊れい刀とうあきつの力を」

　嵐の声を聞きながら弥人はエルザの手を取り、柱から身を離した。そこへほとんど間を置かず、剣撃が襲った。

　空間に縦横の細い亀き裂れつが走り、一瞬景色が斜めにずれたように錯覚される。それこそが事務所で春足のカップを斬った嵐の力だった。

　やがて、壁に開いた穴から嵐が姿を現した。

「どこに隠れたってむだです」

　その口から血を流している。嵐もまた無傷というわけではなかった。

「もういいでしょ兄上。そんな女放ほうっておいてぼくと家に帰りましょう。ちゃんと頭を下げれば父上もきっと許してくれますよ」

　口元の血をぬぐい、嵐はいつくしむような目で兄を見た。

「ぼくも一緒に謝ってあげますから」

　弟の言葉に弥人は言う。

「兄思いの弟を持ってオレは幸せだよ……」

　そして再度番つがい蝶ちようを構える。

「だけどそれはできない相談だ」

「あいつですね。やっぱりあいつが悪いんだ……。兄上を縛りつけている悪徳冥めい探たん偵てい！」

　霊れい刀とうあきつから黒い霧のようなものが立ち上りはじめる。あきつは嵐あらし自身の霊力を吸い上げ、力にしているのだ。

　弥や人ひとの足下に血がしたたる。

　大丈夫。オレの血はまだ赤い。

「嵐あらし、ちょっとおいたがすぎたな。来い。お兄ちゃんがお仕置きしてやる」






　第五章　荒事担当だからね







　手の目の逃げ込んだＫ棟最上階は、他の棟とはずいぶん様相が異なっていた。

　集合住宅は世帯ごとに壁で区切られており、隣の世帯へ移動するには一度外廊下へ出なければならないが、この階はそうした壁があちこち取り払われており、階層全体が一続きの空間となっていた。

「あいつめ……あらかじめここに逃げ込むつもりで用意してたな」

　さながら迷路か巨大なお化け屋敷のようになっている。だがここはそれらよりもずっと危険で厄介だった。

　窓にはカーテンが引かれ、中は薄暗い。壁のスイッチに触れてみたが明かりはつかなかった。

　春はる足たりは壁伝いに進みながら、緊迫した面持ちでうしろのうつひに提案した。

「うつひ、ここからは手分けをしよう」

「う、うん。分かった」

「もしなにか異常を発見したらサルの鳴きまねでぼくに知らせるんだ」

「分かったわ……ってなんでサルじゃなきゃだめなのよ！」

「ただの意地悪だ」

「せめてキツネにして！」

　それでいいのだろうか。

　最初の廊下の分かれ道を春足は右に、うつひは左に折れた。

　春足は罠わなが仕掛けられている可能性も加味してすり足で慎重に進んだ。

　台所から居間に入り、その突き当たりの崩れた壁を越えて次の世帯の台所に侵入する。これだけ見通しが悪いと壁際で待ち伏せをされていてもすぐには察知できない。至し近きん距離からさっきの散弾を食らうのはさけたいところだった。

　いや、そんなことをしなくても相手は銃弾の軌道を自由に操れるのだ。

「この狭い場所であの銃弾に追つい尾びされたらまずいな……。弥や人ひとなら武器で払い落とすかもしれないが」

　そのとき、他の部屋からうつひの悲鳴が聞こえた。

「どうしたうつひ！」

「こ、こ、こ……」

「なんだ!?」

　ニワトリの鳴きまねで知らせろと言った覚えはないが。

「このカーテンの柄……素敵！」

　お気に入りが見つかったらしい。

　春足は思わずつんのめって柱に頭をぶつけてしまった。

「うちの事務所にもこういうのつけたいなあ……」

「紛らわしいんだよ！　……まったく……ん？」

　文句を言いながら体を起こすと、ちょうどさっきまで自分の頭があったあたりの壁に風穴が開いていた。もちろんさっきはそこにそんなものはなかった。

　手の目の狙そ撃げきだ。

「た、助かった……」

　うつひのおかげで知らないうちに命拾いしていたことを悟る。

　胸を撫なで下ろす暇ひまもなく次の弾たまが飛んできた。

「くそ……どこに隠れてる！」

　春はる足たりは身をかがめたまま近くの洋間に逃げ込むとすぐに化ばけ札ふだを取り出し、その力を行使した。

「祟たたれ、絡新婦じよろうぐも！」

　札が光り、春足の体に化け蜘ぐ蛛もの力が流れ込む。

　学生服が消え去り、代わりに紅色の着物が春足の体を包み込んだ。髪は背中まで伸び、夜鳥の羽のように怪しく揺れる。

　春足はまるであやとりのように蜘蛛の糸を操り、あたりに張り巡らせた。

「これでひとまず撃たれてもなんとかかわせる……」

　浅せん草そう寺じでの最初の狙撃を察知したときのように、糸を探たん知ち機き代わりにしたのだ。

　次に春足はその場に両膝ひざをついた。

「さて次は……これはあんまり気が進まないけど……今はうつひも見てないし、いいよな」

　周囲を確認すると、下腹のあたりに両手を添える。

　そのまま目を閉じ、深く息を吸い、長く吐く。

　絡新婦から得た力を丹念に練り上げ、形にしてゆく。

「ふっ……うう……ん……！」

　唇を噛かみ、肩を震わせる。額から頬ほおへとひとしずくの汗が流れ、床に落ちた。

　やがて腹に当てた手の平になにかが触れた。

　腹から手を離すと、手の中にいつの間にか小さく丸い物がいくつか収まっていた。

　絡新婦の卵である。

　紅こう潮ちようした頬を冷ましながら、春足はその卵をそっと床に置いた。

「ふわあ……疲れる！」

　うんざりした顔でそれを眺めていると、卵はすぐに孵ふ化かをはじめた。中から出てきたのは絡新婦姿の春足をそのまま小人にしたような生き物だった。

　手の平に乗る程度の大きさの子蜘蛛、ならぬ子春足である。

　全部で四匹、元の春足に似て意地の悪そうなのもいれば気の弱そうなのもいる。ニコニコと人なつこそうな者もいた。

　子春はる足たり達は口々に「ママー」と言って春足の足下に集まってきた。

　子供らは春足の指示通りに動く、いわば一時的な使い魔のような存在である。しかし今のように準備には少々の時間とかなりの体力を使うため、めったに発動させることはない。

「いいかおまえ達、この先に進んであちこちに巣を張ってくるんだ。それで手の目の居場所を探り出してやる」

　触れずとも、糸の近くで動くものでもあれば空気や床の振動ですぐに分かる。

「うつひにもいちおう伝達しておくか」と、春足は一匹に耳打ちをした。

　その後「さあ行け！」という春足の号令とともに文字通りわーっと蜘く蛛もの子を散らすように子供達は駆けていった。

　子春足達は小さいなりにというか、小さいからこその素早さであっという間に各部屋に糸を張っていった。春足は目を閉じ、子供らの働きぶりを見守る。イズナのように遠くまで行かせることはできず、戦闘能力もほとんどないが活用の仕方次第ではけっこう役に立つ。

　しばしの間、物音ひとつしない時間が過ぎた。

　春足は結界のように張り巡らせた糸の中心に立ち、己の神経とも言える糸に注意を向けた。

「……かかった」

　一言そう言うと、目を開けて洋間をあとにした。確かに何者かが糸に触れた感触を得たのだ。

　そのまま迷いのない足取りで奥へ進む。

　子春足を放ったことでこの階層の地図はほぼ完かん璧ぺきに頭に入っている。

　急ぐことはない。一度糸にかかったら簡単には逃げられない。もがけばもがくほど絡からまるばかりである。

　やがて接触を感じた地点が近づいてきた。

「この先だな……」

　わずかに開いたふすまの隙すき間まからそっと中を覗のぞき込む。

「でも……まさか糸に絡まってるのはうつひだった……なんて落ちはないよな……？」

　十分ありそうだ。

　そこは卓袱ちやぶ台だいのある平凡な和室だった。その部屋の壁の一辺がきれいに崩され、隣の部屋に通じている。

「いた」

　崩された壁の奥の部屋、暗がりの中に手の目がいた。

　その足には糸が絡まっており、思うように身動きが取れない状態になっている。

　うつひではなかったことを喜びつつ、春足は静かにふすまを引いた。

　手の目は持っている銃を振り回して糸を切ろうとしているが、その度に余計に絡からまってしまっている。

　その様を楽しみつつ、春はる足たりはゆっくりと拍手をしながら手の目の前に登場する。

「やあ手の目くん。この春足様を相手によくここまで粘ったね。だけど、遊びはもう終わりだ」

　ずいぶんな悪役っぷりである。

　手の目の潜ひそんでいた場所はどうやら子供部屋のようだった。タンスの上には小さな西洋人形、勉強机の上には芯しんの折れた鉛筆と落書きノート、そして動物のぬいぐるみがいくつか転がっている。

「きさま……さっきの探偵か……？　その姿は……」

　手の目は絡新婦じよろうぐも姿の春足に手の平を向けて困惑している。

「男勝りな格好はもうやめたのかいお嬢ちゃん」

「男勝りじゃなくて男なんだよ！」

　やっぱり妙な誤解をされていた。

　そこへ「やりましたよー」と春足の足下に子春足が一匹駆け寄ってきた。手の目は子春足を指差して言う。

「男が子供を産むわけないだろう」

　ごもっともである。

「いや、だから……」

「そんな身なりをしてなにを言っても説得力がないぞ」

「ぐ……！」

　手の目の正論に負けてなるものかと、春足は意地になって言い返す。




「お、男の子だってたまには妊娠するんだよっ」




　直後、場が驚くほど静かになった。

　聞こえるのは子春足が春足の周りを走り回る音だけ。

　やがて手の目はそっと目をそらした。

「そ……そうか……それは悪かった」

　手の目の気き遣づかいに春足は顔を真っ赤にして肩を震わせた。

「……ぼくはいったいなにを言ってるんだろう……」

　それでも春足は言いようのない敗北感をなんとか振り切って相手を指差した。

「そんなことはどうでもいいんだ！　妖よう怪かい手の目！　もう逃げられないぞ！　ぼくの糸でぐるぐる巻きにして血を吸ってやる！」

　指の先から糸を出しながら一歩ずつ手の目に近づいていく。

「けどその前に、これだけ手こずらせてくれたおまえにはとっておきの拷ごう問もんを施してあげよう。子供の頃からの楽しい楽しい思い出がすべてトラウマに変わるような心的拷問をね……」

　ここで以前春はる足たりが街で街頭アンケートに気まぐれに答えたときの回答を紹介しよう。





　Ｑ　あなたがもっとも幸せを感じるときはいつですか？

　Ａ　手も足も出なくなった敵を追いつめているとき。






「ちなみに言っておくけど銃で撃ったってむだだよ。絡新婦じよろうぐもの力を得ているときのぼくには意味がない。諦あきらめて大人しくぼくのおもちゃに……」

　近づくにつれ、暗がりの中の手の目の姿がはっきりしてくる。それとともに、春足はあることに気づいた。

「おまえ……あいつをどうした？」

　思わず足を止とめ、改めて手の目を注視する。

　彼の手には銃が握られている。

「それ……」

　しかしそれは子供用のおもちゃの銃だった。

「野の鉄でつ砲ぽうをどこにやった！」

　ここで以前春足が答えたアンケートの中から別の質問と答えを抜ばつ粋すいする。





　Ｑ　あなたがもっとも許せないことはなんですか？

　Ａ　他人にいっぱいくわされること。






「オレならここだよ探偵さん」

　閃せん光こうと銃声に春足の視覚と聴覚は一瞬麻ま痺ひした。それと同時に横腹に衝撃が走り、春足はもんどりをうって倒れた。

「ぐっ……はあ……！」

　暗がりににじみ出るような紅色の袖そでと黒髪が、花びらのように床に広がった。

　春足は反射的に体を起こそうとしたが、叶かなわなかった。呼吸もままならない。それでもなんとか顔をあげて状況を把握しようとした。

　子供の勉強机の上には犬や猫やゾウやブタなどのぬいぐるみが仲良く並べられている。それらに埋もれるように、まぎれるように、ムササビのぬいぐるみもあった。

「野鉄砲……！　そんなところに……隠れて……！」

　もちろんそれはぬいぐるみではない。ぬいぐるみのふりをして隠れていたククだった。

「敵に近づくときはよく確認したほうがいいぜ。なにを持っていて、なにを持っていないのかをな。デートのとき、女が待ち合わせ場所にきたらまず穴が開くほど服装を見るだろう？」

　ククは講説を垂たれながらぬいぐるみをかき分け、机の端に立った。

「手の目が妙な糸に捕まっちまったとき、とっさにオレだけ避難したのさ。で、遠からずおまえかあのキツネ娘が嗅かぎつけてやってくると判断してここに隠れた。うまく裏をかけたなあ」

　嬉うれしそうに笑い、ククはぬいぐるみに埋もれていたせいでごわついてしまった毛並みを前足で整えた。

　春はる足たりへのダメージの影響か、手の目を捕らえていた糸も急速に力を失い、千切れていった。すっかり自由になると手の目はククに手を伸ばした。ククは即座にそれに応じて再び狙そ撃げき銃じゆうへと変へん化げした。

「おまえはこのわたしを罠わなにはめた気でいたようだが、実際はおまえのほうが誘い込まれていたんだよ」

　さっきまで春足のそばにいた子春足はふすまの陰で震えている。

「く……」

　春足は撃たれた腹を手で押さえ、もがくようにして子供部屋から逃げ出した。

　体ごとぶつけ、ふすまを倒すようにして隣の部屋へ。

　足がもつれ、畳たたみの上に倒れる。そのまま這はってさらに隣へ。

　その様子を見て手の目は静かに首を振った。

「無様だな。自分が優位に立っているときは威勢がよかったが、窮地に立ったとたん背を向けてはいまわって逃げるか」

「冥めい探たん偵ていの名が聞いて呆あきれるぜ！」

　春足が這ったあとには鮮血が点々としたたっている。

　手の目はそれを踏み越え、ゆっくりと春足を追いつめていった。

「来るな……こっちに来るな……。よくもこのぼくにこんなことを……！　こんなひどいことを！　こ、後悔するぞ……！」

　振り返る春足の目からは輝きが失うせ、とうとう口からも吐血をはじめていた。それでも春足は逃げることをやめない。

「往生際が悪いぞ！」

　手の目はテーブルをひっくり返し、椅い子すを蹴けり飛ばしてまっすぐに春足を追ってくる。

　とうとう春足はどん詰まりの一室に追いつめられた。

　そこは古い和室で、床の間に古い壷つぼ、壁に掛け軸が飾られているきりだった。

　春はる足たりはその部屋の壁際まで這はうと、壁に背を預けて追ってきた手の目をにらみつけた。

「ここまでだな探偵」

　すり切れた畳たたみに春足の脚が力なく投げ出される。着物の裾すそから覗のぞく膝ひざは、ここまで這ってきたせいですっかり赤くなっている。

「しつこいやつだ……こんなところまで追ってくるなんてね……。いたいけなぼくにいったいなにをするつもりだ、この変態」

　憎まれ口を利きながらもその肩は大きく上下している。

　春足は次にこんなことを話しはじめた。

「ね、ねえ……ところでぼくが今いる物件っていくらくらいなのかな？」

「……なんの話だ」

「だから家賃だよ……。この階の物件はみんなおまえが壁をぶち抜いちゃってどこからどこが一世帯だか分からなくなっちゃったけどさ、どの部屋も一律同じ値段なのかな？」

　手の目は突然不可解な話をはじめた春足に一瞬面食らった様子だったが、すぐに春足の狙ねらいに気づいて調子を取り戻した。

「そうして挑発して仲間がやってくるまでの時間を稼ぐつもりだろうが、あいにくだったな。プロの殺し屋はおまえのように標的を前にしておしゃべりはしない。終わりだ」

　手の目は素早い動きで銃口を春足の眉み間けんにぴたりと向けた。上等なワインのコルクに焼印を押す職人のような正確さで。













　だがそれでも春はる足たりは話すことをやめない。

「ぼくの見立てではね、たぶん今いるこの世帯だけ、少し家賃が高いと思うんだ」

「それが貴様の最後の言葉か。冴さえないな」

　引き金に指がかかる。

「あれ？　あんたここを決闘の場所に選んで、いろいろと細工してたわりにあんまり間取りのこと覚えてないんだね。気づかない？」

　口元の血をペロリと舐なめて春足が薄く笑う。

「……貴様……いったい」




「ほら、一部屋多いでしょ？」




　そう聞かされてはじめて手の目は銃から手を離してその部屋全体を見渡した。

「こ、ここは……！」

　そういえば、と思い当たる。

　ここに、こんな部屋などあっただろうか？

　冷たい汗が背中を伝った。

　手の目は事前に頭に叩たたき込んだ全体の間取りを思い返す。

　思い返して、理解する。

　ない。やはりこの場所に部屋などなかった。

「それならここは……！　貴様！」

「だから言ったのに。追ってきたら後悔するぞって」

　再び春足に銃口を向けようとしたとき、手の目の足下が大きく揺れた。

　いや、揺れたのではない。柔らかくなったのだ。

　それまで確かな実感としてそこにあった畳たたみが、床が、あり得ないほど柔らかくなった。

　畳は沼のように手の目の足を飲み込んだ。

「あ、相棒……！　周りを見ろお！」

　変化は床だけではなかった。壁も天井も窓も床の間も、そこに置いてあった壷つぼさえも、ぐにゃぐにゃと変質し、うごめいていた。

　自らも柔らかい畳に沈み込みながら春足が言う。

「もういいぞ、敵は罠わなにかかった！」

　するといっせいに部屋全体がバラバラと分解し、四方八方に外の風景が広がった。分解した建物の破片は空中で小さな獣へと変化していく。

「あれは……イズナか！　部屋を……イズナに部屋を丸ごとひとつ作らせたのか！」

「よくできてたでしょ？」

　正体を現したイズナ達の中に白いセーラー服姿の少女、うつひもまぎれている。

　うつひはにっこり笑うと「べっ」と舌を出した。

「化かしたな！」

「なんてこった！　ってことは、ここは……！」

　ククがそう言ったとたん、完全に床が抜けてその場の全員が真っ逆さまに落下した。

　春はる足たりは動じることもなく「見ての通りだよ」と言った。

「ここは建物の外だ。おまえ達は気づかないうちにおびき出されていたのさ。うしろを見てごらん」

　背後を見ると、Ｇ棟の最上階の外壁に部屋一室分の四角い穴が開いていた。まるで人形の家を縦に切ったように中の様子が見える。

「さっきうつひに伝言しといたのさ。やられた振りをしてぼくが手の目をおびき寄せるから、罠わなを用意しておいてくれってね」

　うつひの作った部屋までは、こっそり子蜘ぐ蛛もに先導させることで迷うことなくたどり着くことができた。あとは春足の演技力の勝負だった。

「貴様……わたし達の狙ねらいを予測してこんな小細工を……！」

　春足は自分より遅れて落下している手の目を下から見上げて言った。

「この場合は大おお細ざい工くと言ってほしいな」

「ふざけるな！　オレと相棒を外へ連れ出したからって勝った気になるんじゃねえ！　てめえらだって一緒に地面に叩たたき付けられるぞ！」

　逆上するククに春足は肩をすくめる。

「ご心配ありがとう。でも大丈夫だよ。地面にキスなんてしない。誰もね」

　そう言って両手を勢いよく広げると、春足の手の平から輝く蜘蛛の糸が放射線状に放たれた。

　それぞれの糸が瞬時に周囲の建物や地面に固定されると、春足の体も地面の手前で静止した。

　蜘蛛のような低い姿勢で自ら張った糸の上に立ち、春足は頭上に手を伸ばした。

「さあ、蜘蛛の巣へおいで」

　慌ててククが叫ぶ。

「しまった……！　変へん化げを解いて飛ばなきゃ……間に合わな……！」

　間に合いはしなかった。

　手の目もククもそのまま春足の巣の上に落ち、糸に絡からめとられる。文字通り巣にかかった蝶ちようのように、完全に身動きは封じられてしまった。

　そこへ巣の主が蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべてするりと近づいてきた。

「今度こそつかまえた。少しネバつくけど、固い地面に落ちるよりましだろう？」

　逃れられない。

　直感的に手の目はそう感じた。

　感じた瞬間、もう抵抗する気力も失っていた。

「ずいぶん長い時間あちこちを放ほう浪ろうして、色んな相手に風穴を開けてきたが……オレもここまでか……」

「なあ手の目。銃を構えて弾たまを撃つってのは、未来の自分に引き金を引いているのと同じなんじゃないか、なんて考えたことはないか？」

　春はる足たりの言葉に手の目は「ハハ」と短く笑った。

「誰だっていつかは誰かにやられる。おまえの場合、それがぼくだったのさ」

　あらがう気力を失ったのはククも同じらしく、ククは春足にこんなことを尋たずねた。

「なあ、ひとつ聞かせてくれよ……。おまえは確かにオレが至し近きん距離から銃弾を撃ち込んでやったはずだ。そのやわな脇腹にさ。その証拠にあれだけ血を流してはいまわってたじゃねえか。それなのにどうしてそんなにピンピンしていやがるんだ……」

　春足は言われて思い出したというように自分の脇腹を探る。

「ああ、あれね。確かに痛かったよ。くらった直後は本当に息もできなかった。だから半分は演技じゃなく本気だったよ。でも前もって言っておいただろ？　絡新婦じよろうぐもの力を使っているときのぼくに銃は効かないよって」

「そりゃいったいどういうことだ……？　頑丈にでもなるのか？」

　より突っ込んだ尋ねかたをすると、なぜか春足はその先を言いよどんだ。

「どういうことって……それは……」

「なんだよ、冥めい探たん偵ていのくせに冥めい途どの土産も持たせてくれないのかよ」

「わ、分かったよ。フン、冥途の土産だからな！」

　冥途の土産という言葉に心を動かされたらしい。

「つまりこういうことさ……ほら」

　なぜか若干の恥じらいを見せつつ、春足は手の目とククの前で紅色の着物の胸元をはだけて見せた。すると春足の体にはびっしりと絡新婦の糸が巻きついていた。

「蜘く蛛もの糸の強度は鋼鉄の数倍とも言われてるんだ。こうして何重にも巻いておけばおまえの銃撃一発くらいなら耐えられるのさ」

「防弾だと……？　それじゃあの血は……？」

「血？　血ってこれのこと？」

　春足が袖そで口ぐちから取り出したのは、一般家庭でよく見られるありふれたケチャップだった。

「ケ……ケチャップ……？」

「途中、台所の冷蔵庫から拝はい借しやくしておいた。瀕ひん死しの重傷って感じを演出できるかなと思って。薄暗いところだと本物の血みたいに見えただろ？　ほれほれ」

「うぷっ！　ケチャップ食わすな！」

　春はる足たりの説明にしばし呆ぼう然ぜんとしていた手の目とククだったが、やがて堰せきを切ったように笑い出した。

　そして存分に笑い終えるとふたりは声をそろえてこう言った。

「負けたよ」

　春足は磔はりつけになった両者を見下ろしてきっぱりと宣言する。

「ああ、ぼくの勝ちだ。喜べ。これでおまえ達も今日からぼくの王国の奴ど隷れいだ」

「王国……？」

「人間も妖よう怪かいも平等にぼくの僕しもべとなる春足王国だよ。感謝してぼくに仕えることだ」

　ということでまずは──と手の目のかたわらに膝ひざをつく。

「おまえ達の血をよこせ」

　唐突に物ぶつ騒そうな要求をされて手の目は手の平の目玉を白黒させる。

「え……？　ど、どういうことだ？　おまえもエルザと同じでヴァンパイアなのか？」

「違う！　ぼくをあんな吸血コウモリ達と一緒にするな！」

　春足は大いに憤慨したが、どこがどう違うのかは説明しなかった。

「いいからよこせ！　不思議の力を化ばけ札ふだに登録させてもらう！」

　血を吸うのに邪魔になる、と春足は長い髪を片手で耳にかけて口を開ける。

「ちょ、ちょっと待て……いきなりで心の準備が……せめて優しく噛かんで……うおお！」

「あ、相棒おおおお！」

　手の目とククの悲鳴が順番に墓地に響く。

　そんな彼らから少し離れた位置で、あられもない格好で糸に絡からまっている者がいる。

「あの……わたしも動けないんですけど……」

　一緒に落下したうつひである。

　あわれな主人の頬ほおをフー助だけは舐なめてやった。

　そのとき、離れたところで雷鳴のような音がした。うつひがそちらをうかがうと、遠くの建物の一部が崩壊して落下するところだった。

「弥や人ひと！」

　そう、まだ終わってはいない。

「もー！　助けに行かなきゃいけないのに春足のせいで動けないー！」

　だが、もがいているとふいに蜃しん気き楼ろうのように絡新婦じよろうぐもの糸は消え去り、うつひの体は落下した。解放されはしたものの引き換えに半端な高さから地面に落とされて、うつひはか弱い臀でん部ぶを強打することとなった。

「いたあっ！　お尻がっ！」

　涙をポロポロこぼしながら起き上がると、春はる足たりがこちらに歩み寄ってくるところだった。すでに絡新婦じよろうぐもの能力を解き、普段の姿に戻っている。

「手の目のほうはもういいの？」

「ああ、血も頂いたし、今はあの通りさ」

　言われて見てみると、手の目とククは蜘く蛛もの糸によって簀す巻まきにされていた。血を吸われた上にあれでは逃げようがない。

「こっちはこれで片付いたわね」

　うつひは春足の肩を叩たたいて彼を促した。

「それじゃすぐに弥や人ひとのところへ行きましょ！」

「ああ……」

　返事をした春足は、そのままうつひの胸の中に倒れ込んだ。

「ちょ……ちょっと春足!?　いったいどうしたのよ！」

　思わず抱きとめたうつひは春足の顔を覗のぞき込んで息を呑のんだ。

　明らかに憔しよう悴すいしている。能力を立て続けに使った反動が出たのだ。その上、手の目に撃たれたダメージも残っている。これでは弥人のもとに向かうどころではない。

「無理が祟たたったのね……」

「祟ったのは妖よう怪かいだよ……」

「バカ！」

　弱っても減らず口は変わらない。

「くそ……よりにもよってうつひの平たい胸に倒れ込むなんて……一生の不覚……」

「大バカ！」

　むしろ増えている。

　そのとき、近くの建物の隙すき間まから声がした。

「お、おーい……」

「あ！」

　声のするほうを見てうつひは思わず口元を押さえた。





　　　　　　　＊






　弥人と嵐あらしは戦いの場を地上の墓地に移していた。

　嵐の太刀が水平に弥人に迫る。

　弥人は地を蹴けり、空中でその刃やいばをかわす。攻撃はわずかに着物をかすめ、切り取られた袖そで先が雪の最後の一片のように舞った。

「くくっ……強いですね。だけどその傷じゃそれくらいが限界かな？」

　嵐あらしが言ったのは手の目に撃たれた傷のことで、指摘された通り、それが弥や人ひとの動きから力強さや正確さを奪っていた。

「動きが鈍くなってきていますよ」

　地面に降り立った弥人は、思わず片膝ひざをついた。背中が焼けるように痛む。

　それを見てエルザはたまらずＫ棟三階から飛び降りた。ウープとイーリがはばたき、エルザの体を地上に運んでいく。

「弥人！」

　戦いの場に降りることは怖い。自分にできることなどないかもしれない。

　それでも向かわずにはいられなかったのだ。

　それを見て嵐は鋭い眼光でエルザをにらみつけた。

「邪魔をするな吸血鬼ヴアンパイア！」

　そして懐ふところから新たな武器を取り出してそれを空中のエルザに投げつけた。鎖くさりは三みつ叉またに分かれ、それぞれの先に楔くさびがついている。それは正確にエルザを捕らえた。

　鎖はエルザの体に巻きつき、彼女は楔によって建物の壁に縫ぬいつけられてしまった。

「きゃあ！」

「化物捕獲用の暗あん器きだ。おまえはそこで大人しくしていろ。あとで葬ほうむってやる」

「こ、こんなもの……！」

　エルザは両腕に力を込めて鎖を破壊しようとしたがそれは叶かなわなかった。むしろもがけばもがくほど体を締しめつけてくる。

　嵐は口角を上げてエルザを指差した。

「むだだよ。化物用だと言っただろう。普通の鎖とはわけが違う。ぼくと兄上の戦いの邪魔をするな」

　エルザは大だい蛇じやに捕われた小動物のようになす術すべがなかった。

　弥人に向き直ると嵐は慈しむような微笑ほほえみを浮かべて兄に手を差さし伸のべた。

「さあ兄上、戯たわむれはこれくらいにしましょう。武器を収めてぼくと一緒に家に戻ると言ってください。兄上はあんな貧乏臭い探偵社にいるべき人じゃない。あなたの力は鉄かんな輪わ家で、調ちよう伏ぶくのためにこそ使われるべきだ」

「確かに……うちの事務所は貧乏だ……」

　その言葉に嵐は嬉うれしそうにうなずく。

「そうでしょう。きっとろくな食事も与えてもらっていないに違いない」

「うん……うつひから食パン一枚で一週間過ごそうって提案されたこともある……」

「そんなひどい女がいるんですね！　それなら兄上……」

「だけどオレは鉄輪の家には帰らないよ。父上が、鉄輪が変わろうとしない限り」

　喜びを表しかけた嵐だったが、兄の言葉に歯は噛がみした。

「い、いったいどうして……！」

　どうして？

　話すと長くなる。

　心の内でそう思いながら、弥や人ひとは一言だけ、シンプルな答えを提示した。




「今はあそこがオレの家なんだ」




「兄上……」

　ひとつ答えを出すと、続けて言葉が溢あふれてきた。

「昔のオレは、今なんのために自分が化物を斬きっているのかなんてこと、考えもしない、ただの歯車だった。だけど春はる足たりはオレに意思をくれた。うつひはオレに日だまりの暖かさを教えてくれた。オレは世間や世の中のことなんてろくに知らない。これから先のこととか事務所の経営のこととか、そういう難しいことは分からない。だけどそんなオレにあのふたりはいつでも道を示してくれる。だからオレは春足達の矛でありたい。盾たてでありたい。オレは月つき岡おか探偵事務所の──」

　荒あら事ごと担当だからね。

　と、鉄かんな輪わ弥人は言った。

　直後、嵐あらしの霊気が爆発的に膨ふくれ上がった。

「よ……よくも、よくもぼくにそんな言葉を……！　兄上！」

　嵐は怒りに任せてあきつを振り回し、休むことなく弥人に斬りつけた。途中までは両手の番つがい蝶ちようで防いでいた弥人だったが、すぐにさばききれなくなっていった。

　体のあちこちを刃やいばがかすめていく。

　たまらず嵐から距離をとったが状況は変わらなかった。

　障害物や距離を無視して空間を直接斬るあきつの前では、間合いの管理など役に立たない。

　周囲の卒そ塔とう婆ばや墓はか石いしが次々に斬られ、ずるずると斜めに滑って地面に落ちていった。

　その様を視界の端に捕らえながら弥人は考えた。

　おそらく次の攻撃は受けきれない。

　運がよければもしかしたらなんとかなるかもしれないが、さらにその次の攻撃をかわすことは不可能だろう。

　もちろん弟の嵐に恨みなどない。だが黙ってやられるつもりもない。

　それならば、あの頁ページを開くしかない。

　考えているうちに、嵐があきつをまっすぐに振り下ろしてきた。

　最後の頁を開いたら、春足は怒るだろうか。

　うつひは、泣くだろうか。

　でも、ふたりともきっと許してくれるだろう。

　目を閉じて、唱える。

「鉄かんな輪わ武ぶ具ぐ録ろく、九百九十九頁ページ──」




「許さないぞ」

「許さないから」

　顔を上げると、そこに見慣れた背中がふたつ並んでいた。詰襟と学生帽、それに目の覚めるような白いセーラー服と青いリボン。

　彼を守るように春はる足たりとうつひが弥や人ひとの前に立っていた。

「春足……うつひ……」

　突然の乱入者に嵐あらしはとっさに刀を止とめて一歩引いた。

「貴様ら……！」

　春足は嵐のほうを向いたまま、振り返りもせず弥人に言った。

「やあ、ずいぶんボロボロだな弥人。うつひの履きつぶした靴下かと思ったぞ。まったくおまえはぼくがそばについていないとすぐに無む茶ちやをするから困る。その上いつも傷だらけだ。危なっかしくて目が離せないよ」

　というわけで、僕しもべを助けにきてやったぞ。

　春足はきっと今笑っている。

　いつもの傍若無人で、冷血で、それなのに春の夜の海のようにたおやかな微笑ほほえみを浮かべている。

　弥人にはそれが分かる。

　隣ではうつひがこちらを振り向いていた。

「なーにがぼくがついていなきゃ、よ。騙だまされないでね弥人。春足ったら自分ももう体力の限界で、ここに駆けつけるだけでもヒイヒイ言ってたんだから。でも……それだけ心配してたのよ。それは本当だから、信じてもいいわ」

　その場にビル風が吹き、うつひの繊せん細さいな黒髪が美しく踊った。

　嵐に向き直るとうつひは言った。

「あなたがもうひとりの暗殺者ね……」

　と、ふと壁に磔はりつけにされているエルザを発見して「ギャー」と悲鳴を上げた。

「エルザちゃんが死んでるう！」

「死んでないわよ！」

「ほっ……よかった。でも大丈夫!?　痛くない？」

　声をかけられてエルザは思わず情けない言葉を吐いてしまいそうになったが、すんでのところでぐっとこらえて強がった。

「も、もちろん平気よ！　痛くもかゆくも怖くもないわ！　今はここからの眺めを堪たん能のうしていたところよ！」

　我ながら見事な強がりだとエルザは思った。

「なんてひどいことを……。エルザちゃん震えて泣いてるじゃない！」

　まったくごまかし切れていなかった。

「あなた、みたところ人間みたいだけど……どうしてあんなひどいことをするの！」

　嵐あらしは幾いく分ぶん気持ちの落ち着きを取り戻したようで、いったん構えを解いて舌打ちをした。

「月つき岡おか探偵社そろい踏みってわけかい。フン、いきなり敵に説教だなんて頭に花でも咲いてるんじゃないのか？」

「わたしの頭は鉢植えじゃありません！　知らないの？　頭に花なんて咲いたらそれは病気なんですからね！」

「落ち着けうつひ。だからそいつはおまえ病気なんじゃないのかって意味で言ってるんだよ」

　やすやすと挑発に乗せられてしまったうつひの肩に手を置き、代わりに春はる足たりが前に出た。

「おまえ、鉄かんな輪わ嵐だな？　ぼくのいないところでずいぶん好き勝手やってくれたみたいだな」

「春足……知ってる子なの？」

「昔弥や人ひとの家でゴタゴタがあったときにちょっとね」

　一度は冷静になった嵐だったが、春足に声をかけられて再び怒りの感情をあらわにした。

「月岡春足……！　手の目と野の鉄でつ砲ぽうを倒してここまできたのか。兄上が一目置くのもうなずける。だが計算高い脳みその詰まったその頭も、この霊れい刀とうあきつで真っ二つにしてやれば、畑に転がるスイカと大差なくなるってことをもう少し理解したほうがいい。手の目との戦いであんたもダメージを受けているだろう？　そんな状態でぼくを止とめられると思っているのかな？　無理だよねえ、春足先輩」

　吹きつける風は苦い血の味がした。

　春足は嵐の苛か烈れつな言葉などなんとも感じていないというようにうなずいた。

「スイカか。そうかもしれない。いや、まったくその通りだな。聖人だろうと悪人だろうと頭ず蓋がいを割れば皆同じ。思し想そうや宗教、富とみや名声を振りかざしてみたところで誰も彼もスイカ。所しよ詮せんこの世はスイカ畑だ」

「ふざけたことを……。やっぱりあんたは気に食わないよ。兄上の心を縛りつけているやつ！　おまえさえ消してしまえばすべては元通りだ！」

　嵐は自分自身の言葉に背中を押されるように突進した。そのまま春足の腹を蹴けり飛ばす。

「春足！」

　うつひが助ける間もなく、嵐あらしは倒れた春はる足たりに馬乗りになって次々に殴りつけた。

「おまえが！　おまえが！　おまえがっ！　おまえさえいなければ！」

　力を使い切っている春足に満足な抵抗などできなかった。

　その光景を目の当たりにして弥や人ひとの中で闘争本能が暴れ出しそうになる。

「嵐……それ以上春足に……！」

　弥人は自分の体の状況などおかまいなしに立ち上がった。

　しかし、弥人の行動は春足の言葉によって止とめられた。

「大丈夫だよ弥人。こんなの野の鉄でつ砲ぽうの弾たまに比べたらパチンコ玉みたいなものさ。それに、今のこいつにはこれ以上はできない。これが精一杯なのさ」

　口の中を切ったらしく、春足の口の端からあごへ血が伝った。

「嵐、そうして虚勢を張ってもむだだぞ。ぼくにはお見通しだ。おまえ、実はもうほとんど力は残ってないだろう？」

「なに……!?」

「図星だな？　遠くからチラチラ見てたけど、弥人相手に建物を倒とう壊かいさせるような力を休まず使い続けて平気なはずはない。ぼくをわざわざ素手で殴ったのも、その刀を振るう余力がもう残っていないからだろう。すでにおまえの霊力は底をつきかけている！」

　叩たたきつけるように言い、春足は下から嵐の腹を蹴けって相手を離した。

　腹を押さえながら立つ嵐の膝ひざはわずかに震えている。

　自らの膝を手で押さえながら嵐は春足の推論を認めた。

「フン……そうだよ。あんたの言う通りだ。もうぼくにはほとんど力は残っていない。だけどね……完全に空ってわけじゃない」

　嵐はあきつを頭上に掲げて己の霊力を注ぎ込んだ。

「最後にあのヴァンパイアを葬ほうむり去るだけの力は残しているさ！　鉄かんな輪わの調ちよう伏ぶく師しは決して化物の存在を許さない！」

　大気が渦を巻いて刃やいばの先に集まるのが春足達にも分かった。

「霊れい刀とうあきつ！　もっと尖とがれ！　杭くいのように！」

「あいつ……まだあんな力を！」

　春足は嵐を止めようと足を踏み出したが、力が入らず、その場に膝をついた。それは弥人もまた同じだった。

「嵐……やめろ……！」

　嵐は地面がえぐれるほどの力で地を蹴り、動けないエルザに向かっていった。

　エルザは鋭い力が一直線にこちらに向かってくるのを感じ、息を呑のんだ。そして妙に冴さえた頭で思う。

　もしかして、今の一呼吸が自分の最後の行動になるのだろうか。

　エルザはすでに理解していた。

　相手は自分の心臓を串くし刺ざしにするつもりだ。ヴァンパイアを確実に葬ほうむる方法を選んだのだ。

　確実な死が近づいてくる。

　鋭えい利りな刃やいばとなって。

　しかし、そこに割って入る者がいた。

「エルザちゃん！」

　迫り来る刃と彼女の間に現れたのはうつひだった。

　彼女の足の下には数十匹のイズナがおり、それが一匹の俊しゆん敏びんな獣のように彼女をエルザのもとまで運んだのだった。

　エルザは腕に血のにじむほど力を込めて体を動かそうとした。

「うつひ！　そこをどいて！　あなたまでやられちゃう！」

　振り向いたうつひは、照れくさそうに笑っていた。

「今動けるのはわたしだけだもん。だったら、わたしがしっかりしなくちゃ」

「うつ──」

　だめだ、この子達を犠ぎ牲せいにするわけにはいかない。

　なにがあっても。




　──その優しさが宝物になる場所や出会いがあるかもしれない。

　──そのときにはエルザの強さも芽を出すよ。




「わたしの強さ……」

　その瞬間、エルザの中でなにかが熱く脈打った。まるで体内の血液が躍っているようだ。

　周囲の出来事がゆっくり流れていくように感じられた。

　ふと自分の体を封じている鎖くさりに目をやる。エルザはぽつりとつぶやいた。

「これ……解ほどける……」

　どうして今までこんなことに気づかなかったのだろうという調子で。

「ここをこうして……こうだわ」

　わずかに動く指先で鎖に触れると、彼女はプレゼントの箱のリボンを解くように、苦もなく鎖を解いてしまった。

　それ意外に正解はない。そんな動作で。

　あっという間にエルザの四し肢しは自由になった。

　鎖は輪っかのひとつひとつまで解かれ、パラパラと地面に落ちていった。

　それを目の当たりにして嵐あらしが驚きよう嘆たんする。

「な、なんだと!?　おまえ……今、なにをやった？　いったいどうやった!?」

　エルザはうつひの肩に手を置いて前に出る。青かったその瞳ひとみは今では血のように赤く輝いていた。

「エルザちゃん……？　その力……」

「解ほどいたのよ」

「化物めえ！」

　嵐あらしは問答することをやめ、刀の切っ先をエルザに向けて放った。

　エルザは自分からその刃やいばに手を伸ばした。

「それも、解けるわ」

　彼女が手を触れた瞬間、あきつの刀身はパズルのピースのようにバラバラに分解された。

「こ、こんなことが……！」

「去りなさい。わたしを誰だと思っているの？　エルザ・ベーラ・フェレンツ・ブラウニング。正統なるヴァンパイアの血を引く者よ」

　長い髪を手で払い、エルザは嵐をにらみつける。

「く……もう力が尽きる……！　ヴァンパイアめ……」

　目的の遂行が不可能だと悟った嵐は、そのまま建物の屋上まで上がると、よろけながら春はる足たり達のほうを向いた。

「ヴァンパイアの力が覚かく醒せいしたのか……くそ……想定外だ……！」

　刀身が分解され、刃の長さが半分ほどになってしまったあきつを一振りすると、それは空間の中に溶けるように消え去った。

「探たん偵てい團だん、今回はここまでだ。命拾いしたな！」

　嵐の捨てゼリフに一番に反応したのはもちろん春足だった。

「いいよ。おまえが尻尾しつぽを巻いてお家うちに帰るところをここから見ててあげるからねー。あ、帰ってもいじめられたなんて親に言いつけるなよー」

「こ、この……！」

　そのあまりの憎たらしさに嵐はなにか言い返そうとしたようだったが、そんな体力すらもなかったようで、結局言葉を飲み込んでしまった。

　そんな嵐に弥や人ひとは声をかける。

「嵐……」

「なんですか。ふん……今回は退ひきますが、ぼくは──」

「大きくなったな」

「なっ……！」

　思わぬ言葉に嵐は顔を真っ赤にして視線をそらした。その表情はまるきりその年頃の少年のものだった。

「ピーマン食べられるようになった？」

「うう、うるさい！　もう帰る！」

　最後にそう叫んで屋上から姿を消した。

　嵐あらしが去ったことを確認すると、春はる足たりはふうと大きく息を吐いて近くの墓はか石いしに腰をかけた。

「やれやれ、面倒くさいやつだったなあ」

「春足……ボロボロ」

「弥や人ひとだって」

　お互いに小突き合いながらうつひとエルザが降りてくるのを待つ。

　ぽつりと弥人が言った。

「どうしてオレの前に出たりしたの……」

「うん？　さっきのことか？」

「危ないのに……。盾たての前に出たら盾の意味がない……」

「でも探偵は遅れて颯さつ爽そうと登場するものだろ」

「知らない……」

「な、なんだよ弥人、もしかして怒ってるのか？」

「怒ってない……」

「怒ってるよ……」

　というより、すねている。表情があまり変わらないので分かりにくいが。

　春足は参ったなあという表情で空を見ていたが、やがて思いついたようにポンポンと弥人の頭を叩たたいた。本人はなでたつもりだったのだが、ほとんど叩いたようなものだ。

　それでも、もう弥人はいつもの弥人に戻っていた。そして彼は春足にエルザのことを尋たずねた。

「エルザのあの力ってなんだったんだろう……」

　その質問に春足は迷うことなく答えた。

「ああ、あれはヴァンパイアの能力のひとつだ。ヴァンパイアというと血を吸うとか、日の光に弱いとか、体をコウモリや霧に変えることができるとか、そういう特徴がよく語られるけど、実はあまり知られていない特性もある。そのひとつが結び目を見るとそれを解ほどきたい衝しよう動どうにかられる、というものだ。強力なヴァンパイアになるとそれが高まってロープから物質の分子まで『どんなものでも解く能力』になる、と聞いたことがある」

「どんなものでも解く……」

「追いつめられたことでその力が覚かく醒せいしたんだろう。だけどそれで霊れい刀とうまでバラバラにしてしまうんだから、ヴァンパイアというのはなかなか侮あなどれない」

　そこへようやくうつひとエルザが降りてくる。うつひはイズナ達を自身の影に戻すと、あたりをうかがうようにしながら言った。

「今度こそ終わったみたいね……あ、あれ……？」

　緊張の糸が切れたらしく、うつひはくたりとその場にくずおれてしまった。

　今更エルザと嵐あらしの間に飛び込んだときのことを思い出して身震いする。

「こ、怖かったあ……」

「へっぽこのくせに無む茶ちやするからだ」

「なによう。気がついたら体が動いてたんだからしょうがないじゃない」

　ふたりの口喧げん嘩かを仲ちゆう裁さい、というわけでもないだろうが、エルザがうつひの名を呼んだ。そしてうつひが振り返る間もなくエルザはその肩をぎゅっと抱いた。

「ありがとう、うつひ」

「……うん」

　その手に自分の手を添えてうつひが小さくうなずく。少し照れくさそうだ。

　春はる足たりは面白くなさそうにしている。

「なんだなんだ、ここにきて情を通わせたのか。くだらん」

「ふたりはもう仲良し……」

　弥や人ひとも彼なりの言葉でそう評したが、続けてエルザが自分にも抱きついてきたので目を丸くした。

「弥人、守ってくれてありがとう」

　弥人はなんと返していいか分からず、困り顔で春足のほうを見た。春足は「あーやだやだ」とそっぽを向いている。

　結局適切な言葉は出てこなかった。しかしエルザはなにか言葉を求めていたわけではないようだった。

　エルザの頭の上ではウープとイーリが羽をパタパタさせている。

　やがてエルザは弥人から離れると今度は春足のほうを向いた。

「なんだよ。お礼の抱ほう擁ようなんていらないぞ。それなら報ほう酬しゆうを多めにいただきたいね」

「お生あい憎にく様さま。あなたには不思議と感謝の気持ちがわいてこないわ！」

「なんだと！」

　すわ喧嘩か、と思われた矢先、双方はその場にしおれた花のようにへたり込んだ。

「だめだ、今日はもう疲れた……」

「同感だわ……」

　弥人が上を指差して言う。

「でも、あんまりゆっくりもしていられないみたいだよ……」

　その言葉に全員がつられて上を見た。そこには分厚い雲に覆おおわれた不気味な空が渦巻いている。

　最初に気づいたのはうつひだった。

「ね……ねえ、心なしか空がどんどん低くなってきてない？」

　目の錯覚ではない。確実にこちらに迫ってきている。

「たぶん、路ろ雪せつのやつだ……」

「ろせつ？」

「細かいことはあとで話すけど……この空間を術で作り出した張本人で、今回の暗殺計画の黒幕だよ」

「え!?　いったいいつそんな相手と会ってたのよ!?」

「だから言っただろ、黒幕とお茶してたって」

「あれ本当だったの!?」

　だからそのことはあとだ、と言って春はる足たりは立ち上がった。しかしすぐに足がもつれて倒れそうになる。そんな春足を弥や人ひとが支えた。

「路雪め……術を閉じようとしてる」

　一方うつひとエルザは不安そうに手を握り合っている。

「そ、そうなったら……どうなるの？」

「そうだな、たぶんこのままだと空間ごと押しつぶされるか、ここに永遠に閉じ込められるか……どっちにしてもあんまり楽しいことにはなりそうにないね」

　自分達の行く末を想像してうつひとエルザは青くなった。

「はやく結界を破って脱出しなきゃ！」

「この状態でか……？」

　言われて自分達のことを顧みる。

　誰もが力を使い果たしており、走る力も結界を破る力も残っていなかった。

「い、いやよー！　こんな不気味なところに閉じ込められるなんてやだー！」

　とうとう耐えきれなくなってエルザがわめきだした。

　瞳ひとみの色もすっかりもとに戻っており、さっきまでの凛り々りしさは感じられない。うつひはエルザを落ち着かせようと肩に手を置いた。

「エルザちゃん落ち着いて！　こういうときはまず深呼吸。それから何時間か睡眠を取って、それから総そう務む省しように電話するの！　話がついたらもみじまんじゅうを神輿みこしに載せてスエズ運うん河がへひとっ飛びよ！　見て！　東海の空はエロイムエッサッサ！」

「まずおまえが落ち着け！」

「はっ！　わたしったらなにを……！」

　春足に一いつ喝かつされてうつひは我に返る。

「お、おーい」

　そこへふいに物陰から三人の男がそそくさと現れた。

「もう終わったのか……？　物ぶつ騒そうなやつは逃げて行ったんだよな？」

　現れたのは室むろ田たとその子分ふたりだった。そろって卒そ塔とう婆ばを手に構え、周囲を警戒している。

　その顔を見て弥や人ひとは珍しく少し驚いたような表情を見せた。

「あれ……？　この人達って……」

　春はる足たりは忘れてた、というように肩をすくめた。

「ああ、結界の中に入るときに車ごとついてきちゃったんだよ。おかげで邪魔で邪魔で」

　その言いように室田は卒塔婆を振り回して抗こう議ぎする。

「てめえが有無を言わせず車ごと突入させたんだろうが！」

「ろくに動けなくなってた春足を弥人のところまで運んでくれたのもこの人達なのよ」

「ま、まあ乗りかかった船だったしな。それより終わったんならはやくこんなところからはおさらばしようぜ。車ならあっちに停とめてあるからよ」

「それが……」

　うつひが状況を説明しようとしている間にも空間はさらに狭まっていく。今では周囲の建物のほとんどが不気味な黒い霧に覆おおわれて見えなくなっていた。

　まるで舞台のスポットライトが徐々にすぼまっていくように、春足達の居場所は確実に狭くなっていた。

「なにい!?　出られない!?　バッカヤロウふざけんな！　無む理り矢や理りこんなとこに連れてきて帰れませんたあどういうわけだコラ！　なんとかしろよ冥めい探たん偵てい！」

「兄貴の言ってること分かるか？　こんなおっかない場所に閉じ込められたらションベンはまず間違いなく漏らすだろうし、一生ミーちゃんと会えないなんて耐えられないからなんとかしてくださいってことだぞ」

「的確に説明するんじゃねえ！」

「兄貴落ち着いて！」

　室田達もすっかりパニックに陥ってしまった。

「せっかく助かったのに……まだ東京に来て見に行ってないところもたくさんあるのに……そんなの……そんなの……」

　この状況に耐えられず、ふたたびエルザの理性も失われてしまった。

「た……た……」

　そして彼女はここにきてついにもっとも長く、もっとも厚く信頼を寄せてきた者の名を呼んだ。

「助けてえええ！　シャロウー！」

　その声が狭まり行く空間中に響き渡った直後、突然空の一部に亀き裂れつが走った。

　最初は誰もが稲いな妻づまだろうと思った。いよいよ天変地異がはじまったのだと。

　けれどそれは稲妻ではなかった。間違いなく、空間にひびが入ったのだ。

「あれは……」

　亀き裂れつはみるみる大きくなり、ついにはガラスの割れるような音とともに空はふたつに裂かれた。

　そこから現れたのは、他でもないエルザの忠実なる従じゆう者しやシャロウだった。

「お嬢様ああああああ！」

　主あるじの名を呼びながらスカートをはためかせて降ってくる。

「なんだってー!?」

　これには春はる足たりも叫ばずにはいられなかった。

　地響きと砂すな煙けむりを立て、鉄てつ仮か面めんをつけたメイドが一同の前に着地した。

　その姿を見て室むろ田たが叫ぶ。

「なんか今日見た中で一番おっかなそうなのが来たー！」

　そんなものは無視してシャロウは一番にエルザのもとに駆け寄った。

「お嬢様！」

「シャロウ！　いったいどうやってここに！」

「塵ちり塚づか怪かい王おう様からのお電話で、近くで怪しい結界が張られていると教えていただいたのです。それで矢も盾たてもたまらず駆けつけた次第でございます。ああ、お嬢様……こんなに傷だらけになられて……ドレスもボロボロではありませんか……」

　シャロウは声を震わせてエルザの体をペタペタと触った。よほど心配していたようだ。

「外から結界を蹴けり破って入ってきたのか……めちゃくちゃだな……」

「かっこいい……」

　シャロウの底力に春足は呆あきれ、弥や人ひとは憧あこがれていた。

「ま、まあシャロウさんのエルザちゃんを想おもう力がそれだけすごかったってことで、ね？」

　うつひのフォローを聞くまでもなく、現に目の前で結界が破られたのだからこれ以上深く考える必要はない。それでも考えたいなら、それは無事脱出してからだ。

「さあ皆さん、ここを出ましょう」

　シャロウの一声で春足達は室田の車にぎゅうぎゅう詰めになって乗り込んだ。

　車の上にはシャロウが仁に王おう立だちしている。

　運転は室田が務つとめた。

「メ、メイドさんよ、本当にいいのか!?」

「ええ、このまままっすぐに結界に突っ込んでください。わたくしが結界に穴を開けます」

「どうやって……？」

「無論この拳こぶしで、でございます」

　車内の全員がお互いの顔を見合わせて思った。

　この人、頼もしい。

「いっくぞおおおお！」

　室むろ田たがアクセルを目一杯踏むと、エンジンはうなり声をあげ、タイヤは後方へ土を蹴けり上げた。

　車は勢いよく発進し、そのまま真っ暗な結界の壁面へ突進していった。

　舗装されていない墓地を走る車は舌を噛かみそうなほど激しく上下する。車内の春はる足たり達は小学生が振り回す弁当の中身のような状態になりながらそれに耐えた。

　そんな状況下で、エルザがふとこんなことを言った。

「ねえ、変なこと言ってもいい？」

「うん……？」

　探たん偵てい團だん一行はエルザの言葉に耳を傾ける。

「わたしヴァンパイアなのに、日の光が待ち遠しいわ」

　結界はこなごなに割れ、その向こうからまばゆい日の光が差し込んだ。

　皆は後部座席で跳ね回りながら笑い合った。






　終章







　東京の空は抜けるような晴天だった。

　月つき岡おか探偵社が暗殺計画を阻そ止ししてから数日が過ぎ、今日はエルザがイギリスに帰国する日だった。春はる足たり達はまだ痛む体を引きずって嶺れい柩きゆうホテルの前でエルザとシャロウを見送りに来ていた。

　春足はひとり面倒くさがっていたが、うつひが首に縄をつけて連れてきたのだった。

　うつひは身支度を終えたエルザの両手を取ってブンブンと上下に振った。

「お土産は忘れずに持った？　タクアンいっぱい入れておいたからね！　向こうについたらお手紙ちょうだいね！　わたしも頑張って英語で書くから！」

「か、書かないでいいわよ！　人間と馴なれ合うつもりはないわ！」

　エルザのほうはあからさまに照れていた。

「まあ……タクアンはありがたくいただくけど」

　彼女の頭の上ではフー助がウープ、イーリと別れを惜しんでいる。

　一方で春足とシャロウも言葉を交わす。

「この度はお嬢様のために身を投げうち救ってくださり、本当にありがとうございました。このシャロウ、感謝に堪たえません」

「いえ、仕事ですから」

　頭を下げるシャロウに春足はあくまでにこやかに対応する。

「聞けばほかにも陰で尽じん力りよくしてくださった方がいらっしゃったとか」

「尽力……？　ああ、ふうりのことですか。あいつはいいんですよ。なにせ途中からさぼってパチンコ屋に入り浸っていたんですから」

　事件解決後、ふうりは紙袋を抱えてふらりと事務所に現れた。

　てっきり路ろ雪せつにやられたものと思っていた春足はさすがに驚いたが、聞けばなんとパチンコを楽しんでいたという。

「実はオレもあのあとで路雪のやつと会ったんだが、気がついたらパチンコ屋で台の前に座ってたんだよ。しかも大当たり。だけどどうも記憶が曖あい昧まいでなあ。ほれ、板チョコやるよ」

　路雪の幻術で強制的に夢うつつの状態にされていたようだ。そして手を出せないようにパチンコ屋に閉じ込められた。

　ムジナ列車のときにふうりと路雪は面識がある。ふうりも油断していたのだろう。

「月岡探偵社の皆様にはまた改めてお礼の粗品をお送りいたしますね」

「いえ、お気き遣づかいなく。それよりも……もしこの先ヴァンパイアが人間に仇あだをなしてうちに懲らしめてもらいたいと依頼が来たら、そのときは敵同士ですよ」

「まあ怖い。でも、そうなったらこのシャロウが全力をもってお相手致しますわ」

　一瞬、両者の間に尋常ではない空気が流れた。

　しかしすぐになにごともなかったようにシャロウはエルザのほうを見た。

「今回のことを経へてお嬢様はどこか変わられたような気がします。どう言えばいいか分かりませんが、長い年月お仕えしてあんなお嬢様を見るのははじめてです。あなたがたに会ったから、でしょうか」

「はて、ぼくにはよく分かりませんね。探偵は事件が解決すればお役ごめんですから」

　とぼけて見せるとシャロウはくすりと笑い、美しい所作で鉄てつ仮か面めんの頬ほおに手を添えた。

「わたくしのこの仮面が必要なくなる日も、近いかもしれません」




　エルザはうつひから銭せん湯とうという広いお風呂があると聞かされて、興味をそそられている。なぜ風呂の壁に富士山を描く必要があるのかと彼女に問われ、うつひは困っていた。

　弥や人ひとはエルザとうつひのそんなやり取りを少し離れたところから見ていた。

　なんだか姉妹みたいだ、と弥人は思った。

「ねえ弥人」

　ぼうっとしているといつの間にかエルザが今度は弥人のほうへ歩み寄ってきていた。

　彼女は手をうしろに組んでふいに顔を近づけてくる。

「あなた、うちで働いてみない？」

　まるで内緒話のようにエルザはそう言った。

「うちって……エルザの家で？」

「そう。あなたの実力ならかなり上のほうまで行けると思うのよね」

「でもオレはヴァンパイアじゃないよ」

　するとエルザは「だからね！」と嬉うれしそうに目を輝かせた。

「いつかわたしが苦手な血を克服したら、そのときには一番にあなたの血を吸ってあげるわ！　そしたらあなたはわたしの二番目の従じゆう者しやよ！　どう？」

　ヴァンパイアとしてイギリスで生きる。

　そんな人生もあるのかと弥人はただただ驚いた。

　それもなかなか面白い人生かもしれない。いや、その場合はもう人ではなくなっているから人生という言葉は不適切だろうが。

　だが弥人はエルザの誘いを断った。

「誘ってくれてありがとう。でもオレはここで生きていきたいんだ。人として」

　あのふたりと、と言った視線の先には、また小さなことで小さな口喧げん嘩かをはじめた春はる足たりとうつひがいた。

「そう……」

　エルザは目に見えてシュンとした表情を浮かべたが、すぐに胸を張って弥人の胸に人差し指を向けた。

「このわたしの誘いを蹴けるなんてあなた、いい度胸ね。串くし刺ざしにされたいの？　……フン、まあいいわ、いつか絶対あなたの血を吸ってみせるから、覚悟して待ってなさい！」

　新しく着替えたドレスがふわりと揺れる。

「うん」

「よろしい」

　エルザは弥や人ひとの顔をまぶしそうに見つめたあと、満足そうにうなずくと伸びをしながら意図的に調子を変えて言った。

「弥人」

「はい」

「あなた、首だらけよ！」

　最後に不気味な言葉を突きつけると、エルザは舌を出してシャロウのもとへ駆けていった。

「……首だらけ？」

　女の子はよく分からない、と弥人は思った。
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「あっという間に東京の町が小さくなりましたね」

　離陸した飛行機の窓から物もの憂うげに外を眺めていると、シャロウが控えめにそう言った。

「分かっていたけれど、面白い子達でしたね」

　エルザはなにも答えない。

「ところでお嬢様……」

　エルザはまだ景色を眺めている。

「あの弥や人ひとって子に想おもいは伝えたんですか？」

「んなっ！」

　思わず窓ガラスに額をぶつけた。

「なな、なんのことよいきなりなんのこと！」

「あら、だって別れ際にもじもじしながらなにか話していたじゃありませんか。わたくしはてっきり」

「はあ？　なにも言ってないわよ！　変なこと言うと串くし刺ざしにするわよ！」

「ちなみにお嬢様。首だらけは間違った日本語です」

「ええっ!?　うそ!?」

　衝撃的な事実にエルザは思わず座席から立ち上がった。

「正しくは首ったけと言うそうですよ。例文としては、『わたしはあなたに首ったけ』。足から首の高さまでどっぷりはまることから、対象に夢中になっている様を表す言葉ですね。さきほど探偵様がおっしゃっておりました」

「は……春はる足たりいいい！」

　悔しさと恥ずかしさで灰になってしまいそうだった。

「い、言っちゃった……わたし首だらけって言っちゃったよう……」

　エルザは真夏のトマトのように顔を赤らめて膝ひざを抱えた。

「あーあ……最後まで締しまらなかったわ……」

　まったく情けない話だ、とエルザは思う。

　ヴァンパイアは心臓を杭くいで突かれると死んでしまう。この度の暗殺計画ではそれは無事まぬがれた。だが、結局貫かれていたのだ。

　エルザは自分の右胸に手を添えた。いつもより鼓動がはやい。

「いやになっちゃうわ。アレもちっとも効かなかったし……」

　頬ほおを膨ふくらませてまた窓の外を見る。神楽かぐら坂ざかはどの辺りだろう。

　とっておきのアレ、はじめて会ったあのときにもうかけていたのに。

　弥人には効かなかった。

　まだまだわたしは半人前だ。

　役に立たない、出来損ないの魅了催眠チヤーム。

「いいもん。いつか実力でなんとかするから」





あとがき




　シリーズ二巻目に入ったからなのか、キャラクター達は作者に書かれることにずいぶん慣れてきたようです。

「やあ、ぼくはこの物語の作者なんだけどさ、こういうとき春はる足たりならどうする？」

「フン、ぼくならまずおまえの両膝ひざの皿を砕くだくね」

　といった具合にこちらの問いかけに即座に答えてくれるようになってきました。それがどんな物ぶつ騒そうな答えでもコミュニケーションが成立するだけで万々歳です。

　危機にさらされたとき、選択を迫せまられたとき、そのキャラクターがどういう行動をとり、なにを語るのか、そのことを作者が分かってくると筆の進みもはやくなります。

　ただ、同じくらい彼らは我を通すようにもなってきました。

「やあ春足、先日きみに両膝の皿を割られた作者なんだけど、この場面で読者を感動させたいからここはひとつ素敵な台詞せりふを頼むよ」

「フン、きれいごとを言うくらいなら舌を噛かむね。おまえの」

　と、そっぽを向いて自分達の信念の赴くままに行動してしまうのです。どうせ食いちぎるなら自分の舌にしてもらいたいところです。

　これはなかなか困ります。

　ときとして制御不能になります。

　けれどそれでもケンカしながら書き終えてみると、作者とキャラクターとの間にささやかながら信頼のようなものが生まれているから不思議です。

「おまえなかなかやるな」

「おまえもな」

　というわけですよ。そこですかさず美人眼め鏡がねマネージャーの登場ですよ。

「男子ってほんとバカ」

　ってなもんでレモンの蜂はち蜜みつ漬づけをそっと差し出してくれるわけですよ。食いちぎられた舌にレモンがしみるわけですよこんにちは、てにをはです。

　自己紹介のタイミング、ここでよかったのかな。




　さて、モノノケミステリヰは現在音楽アルバムが発売されています。そして小説と並行してＷＥＢ上にてコミカライズも進んでおり、現在コミック一巻も発売中ですので気になったかたはぜひチェックしてみてください。

　最後に、今回も色気のある素晴らしいイラストを仕上げてくれたロウさんと、二巻に取りかかる前に都内お好み焼き屋で延々ぼくの世間話につき合ってくれた担当のＹさんに心からお礼を申し上げます。
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